

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生まれて初めて知覚したのは、深い闇やみだった。

　同時にその闇はまた、とてつもない恐怖でもあった。

　深しん淵えんを覗のぞき込んでいるかのような、一方で虚無に凝ぎよう視しされているかのような、あらゆる渾こん沌とんを凝ぎよう縮しゆくしているような、全すべての混乱を拡散させているような。何もないが故に何もかもがあり、何もかもがあるが故に何もない。それは自己の存在すべてを包む完全な漆しつ黒こくだった。生まれたばかりの身にしてみれば、これほど恐いことがあるだろうか。

　ただ、自分が本当に『生まれて』いたかどうかは定かではない。

　何故なぜなら、まだ身体からだというものがなかったからだ。

　後にユヴィオール＝カタシェレティスという名を与えられる存在は、三角壜フラスコの中でたゆたう胚はいに過ぎなかった。いや、あの時、本当に自分がいたのは三角壜フラスコなのか──ともすればそれよりも前、蒸留器レトルトにゆらめく魂だけの状態だったのかもしれない。

　そんなことも判然としないのに、闇の恐ろしさだけは今でも覚えている。

　恐怖、という形容以外のものが思い浮かばない。あれに比べれば、後に体たい験けんした灰はい色いろ街がいの路地裏や夜の森は楽園に等しかった。こちらを付つけ狙ねらう貧民の殺意も獲え物ものを求める狼おおかみの遠とお吠ぼえも、自分が世界にひとりきりではない証拠であって、安あん堵どこそすれ恐怖するものではない。

　生まれ落ちた瞬しゆん間かんに心に刻みつけられたこの闇はまた、ユヴィオールにとって軛くびきとなった。

　即すなわち、自らの起源を闇──何もない虚無の中に見み出いだしたのだ。

　身体を得て三角壜フラスコの中から出てからも、空っぽな虚むなしさのようなものが胸の奥底に淀よどんでいるのを常に感じていた。光の中で眼めを見開いても、瞬まばたきによってもたらされるほんの刹せつ那なの盲目を強く意い識しきした。食事をすれば胃に落ちた死肉が無に放り込まれていくような錯さつ覚かくを覚え、街を歩けば足あし許もとの影かげを凝視し、夜に眠る時はまさに生まれた時のような孤独感を抱く。

　たぶん、貧民の殺意や狼の鳴き声に安堵できるのは、それが自分に向けられているものだからだろう。彼らは獲物として自分を必要としている。必要とされている、求められているということは、ユヴィオールにとって何よりも素す晴ばらしかった。

　闇を意識する度たび、虚無感とともに脳裏に甦よみがえるのは父親の言葉だ。

　父、つまりは自分にとっての造物主。

　彼は生まれて間もないユヴィオールを前に、こう呟つぶやいたことがある。




　──失敗した。




　言葉の意味は理解できた。自分を含めてすべての人造人間というものは、意識を発生させたその瞬間から既に、ある程度の知識と知能を持っている。それが災いした。

　或あるいは、皮肉めいた幸運だったのかもしれない。少なくとも親に失敗作と断じられたこと以上の絶望を、ユヴィオールは今に至るまで味わったことがないのだから。

　ずっと疑問だった。

　彼は、何を以もつて自分のことを失敗と断じたのだろう、と。

　少なくとも身体からだを得て三角壜フラスコから出、人間と変わらない姿すがた貌かたちを手に入れた時点で──つまり『完成した』時点で、人造人間ホムンクルスの存在意義は果たされているのに。人造人間ホムンクルスとは人が造りしヒトであり、造られることにこそ意味があるにも拘かかわらず。

　容姿が醜みにくい訳ではなく、むしろ美しい部類。四肢にも内ない臓ぞうにも欠陥などない。精神の一部分が決定的に欠けているのだと言われれば確たしかに否定はできないが、そもそも女の肚はらからまともに生まれた連中だって、精神が欠けた奴やつらばかりではないか。

　父に直接尋きくことはできなかった。何故なぜならユヴィオールが生まれてすぐに彼は姿を消してしまったからだ。なので疑問を解決するため、まずは工房の外に出、街を徘はい徊かいしては人間たちを観かん察さつすることに日々を費やした。容姿、身体、心、彼ら彼女らが自分より優すぐれている部分がどこにあるのかを探し、自分の欠陥がどこにあるのかを探した。会話し、議ぎ論ろんし、交流し、抱き、笑い、愛し、憎み、解体し、殺し、ありとあらゆる方法で人間を研究した。

　が、人間のことをどれほど知ってもなおユヴィオールの答えは得られない。

　容姿、体たい機き能のう、煉れん獄ごくの毒気への耐性などをはじめとした身体の面。また蓄ちく積せきした知ち識しき、身に付いた技術。更には社交性や会話術など。どこを取って比較したところで、自分が『人間』たちに劣っているところなど何ひとつとしてなかった。

　もちろん一分野に特化してみれば自分より優れた才能を持つ者もいたにせよ、それでも総合的な性能を見れば優ゆう劣れつは明らかだったし、ユヴィオール自身、多少の努力を費やしさえすれば彼らの領域に辿たどり着くのはさほど難むずかしくなかった。とても敵かなわないと感心できたのは、これまでごく数人。突然変異の例外と断じてもいい程度の割合で、『人間』という種に対する認識を覆くつがえすほどのものではない。

　故にユヴィオールはいつしか、こう考えるようになった。

　自分は、欠陥があるから失敗なのではない。完全ではないから失敗なのだ、と。

　完全の定義は何か。

　それは、超越しているかどうか、だ。

　美しい容姿、均きん整せいの取れた身体、健康な内臓、豊富な知識、卓越した技術。それらがどんなにずば抜けていたとしても、完全と呼ぶにはほど遠い。容姿だの能力だのは所しよ詮せん、人間という存在に対して人間が思い描く理想像でしかないものだ。

　完全という概念は、人の理想を、想像を遥はるかに超えた場所にある。他ほかの人造人間ホムンクルス──ユヴィオールにとっては先せん達だつとも呼べる存在たちの持つ力は、まさにそれではないか。人造人間ホムンクルスの定義とは、人間以上の存在であることそのものであり、人間を超越していることなのだ。

　もちろん彼ら彼女らとて、完全にはほど遠い。

　人間以上の機能を持っているのはごく一部のみ。人間として見ればなるほど超越者であるかもしれないが、人造人間ホムンクルスとして見れば失敗作だろう。

　失敗だからこそ四体も造られた。そして自分もまた、届かなかった者の一体だった。

　ならば完全なる存在として、自己を変革させなければならない。

　完全なる存在を造れなかった父親の無念を晴らすため。父親の発した「失敗だ」という言葉を覆くつがえすため。もうこの世界にいない父に認めてもらうため。この世界に認められなかった父を嘲あざけり笑うため。父親が辿たどった軌跡をなぞり、越え、更に先へと進むために。




　自己の根源は、恐怖──空虚でありながらもすべてを内包する闇やみ。

　行動の原理は、絶望──世界に必要とされること、認められることに対する執着。

　人生の目的は、追求──恐怖を克服し絶望を乗り越え、完全な存在になりたいという渇望。

　つまるところ。

　人造人間ホムンクルスのユヴィオール＝カタシェレティスは、それら三つのもので構成されている。




　闇から生まれ世界の衆目を欲し、完全を目指す。

　言葉にしてみればなんと陳腐で他愛たわいないことか。

　しかし自分が陳腐であることにも他愛ないことにも、やはり我慢がならない。現状を許容するということは、恐怖に耐えながら絶望に脅おびえ、理想の追求を諦あきらめるということだ。くだらない失敗作の人造人間ホムンクルスとして漫然と生きるということだ。他ほかの人造人間ホムンクルスたちが国や組そ織しきの中ちゆう枢すうに入り込み、人間以上であることを存分に活いかして存在意義を得ている中、何故なぜ自分だけが現状に甘んじていなければならない？　失敗作のまま生きていくのは、まさしく陳腐で他愛ない存在であることを自身で証明しているに等しい。

　自らの精神を核に、人間を導みちびけるほどの気高い魂で、人間よりも清らかな経絡を巡らせて、人間を超越した肉体を操あやつる。四源説に喩たとえるならばそういうことだ。

　生きる目的を得てからはずっと、それに向かってただ一いち途ずに、ひたすらに歩んでいる。

　煉れん術じゆつへの深い知ち識しきと技術を活かし、王属軍の煉術師として瑩えい国こく内部へと入り込んだ。

　そこからメネレック伯はく爵しやくの子飼いとなり、大陸の旧教国と繫つながりを持った。

　瑩国政府や伯爵を通じて培つちかった人脈を駆使し、仲間を作りあげながら智恵を絞った。

　様々な立場の者たちの陰で暗あん躍やくし、彼らを操り、導き、利用した末──ユヴィオールの目指していた場所は今や、手の届きうる近くにまで迫っている。

　匍都ハイトの大通りを、彼は悠々と睥へい睨げいする。

　かつて生まれたばかりの頃ころ、震ふるえながら通行人の顔を窺うかがっていた自分はもういない。

　人間の出来の悪さに辟へき易えきし、無む闇やみな憎しみを振りまいていた自分ももういない。

　野望に燃もえ、ぎらついた眼めで空を眺めていた自分ももういない。

　何故なら、これまで積つみ重ねてきたものがすべてここにあるからだ。努力を怠おこたらずに培った実力、周到に張り巡らせた策さく謀ぼう、とっておきの武器、自分の能力では足りない部分を補ってくれる仲間。ああ、今の自分は、まるで演えん劇げきにある冒ぼう険けん譚たんの主人公のようではないか。




「大将よ、えらくご機き嫌げんだな」

　隣となりに立った男が、声をかけてきた。

「そう見えますか？」

　頼もしい仲間のひとり──レイド＝オータムに、だからユヴィオールは笑う。

「確たしかに私は今、楽しくて仕方がないですよ」

「俺おれへの嫌いやがらせがそんなに愉快だったのかい」

　彼は三米メートルほど向こうに広がる惨さん劇げきを親指で示していた。

　そこにいるのは、巨大な化け物だ。

　上半身は鷲わし、下半身は獅し子し。神話にある鳥獣王グリフオンとまったく同じ貌かたちをした生物が、人間の男をひとり喰くっている。鳥の爪つめで身体からだを引き裂き、嘴くちばしではらわたを啄ついばんでいた。

「あなたは死体なんて見み慣なれてるはずじゃないですか」

「そっちじゃねえよ。……さっきも言ったろうが。鳥が苦手なんだよ、俺は」

　顔をしかめつつ鳥獣王グリフオンを見み遣やる仕し草ぐさは『殺さつ戮りく博士はかせ』の名に似合わず微笑ほほえましい。

「いや、あなたへの嫌がらせではありませんよ」

　肩を竦すくめつつ応こたえる。

　確かに彼のこうした様よう子すを見るのは新しん鮮せんで面おも白しろい。

　が、無む論ろん、機嫌をよくしているのはそのせいではなかった。

「……開幕が近付いているんだ。頰ほおが緩ゆるみもします」

「なるほどね」

『殺戮博士』は得とく心しんし、ユヴィオールとはまた別種の笑えみを浮かべる。

　嗜し虐ぎやく心しんと破滅願がん望ぼうを混ぜて希望で飾り付けたようなそれはつまり、こちらの行く末を、ことの成否に関かかわらず楽しんでやろう、という肚はらだ。

「或あるいは終幕か、ってこともあり得るよな？」

「その時はあなたも同様に身の破滅ですよ」

「なに、構いやしねえ。面白い思いができれば俺はそれで満足さ」

　とことんまで付き合ってやる、つまりはそういうことか。

　まったく、皮肉なものだ。

　かつて人間という存在を、完全にはほど遠い劣等種として憎み見下げ果てた自分が今──人間の中でもいっとう下衆げすで頭の狂った殺人鬼に対して、心からの信頼を寄せているとは。

　だが、そういうものなのだろう。

　理屈や損得ではなく、彼とは馬が合う。向こうもそう思っているはずだ。だからこそレイドは、片腕を喪うしなってまでユヴィオールを助けた。だからこそユヴィオールは、自分の計画すべてをレイドに話した。仮に彼が裏切ったとしたら計画の達成は困こん難なんとなるが、それならそれで構わない──この男によって困難がもたらされるのならば、楽しんで受け入れられるだろう。

　鳥獣王グリフオンが食事を終えたのを見計らい、ユヴィオールは口笛を鳴らして合図を送った。

　馬よりも三回りは大きな体たい軀くが、再び上空に舞まい上がる。よく躾しつけられていた。さすがはトリエラ＝メーヴが産みイーサ＝ドレインが育てた禁断の獣けものだ。

　これもまた、信頼する手て駒ごまのひとつ。

「お、お食事は終しまいか？」

　レイドが期待に満ちた顔で問うてきた。

「いよいよ、って訳だ、大将」

「ああ、征ゆこう」

　だから凜りんとした声で頷うなずく。

「終幕の開幕さ。火ひ蓋ぶたは落とされた。匍都ハイトは燃もえ上がり、私たちは行軍する。民が惑い、貴族が死に、誉ほまれ高き瑩えい国こくは今日きよう、世界に失しつ墜ついの悲鳴をあげる！」

　背後、通りの奥から市民たちの悲鳴が聞こえている。

　よく見れば建物の向こう、『特区シテイ』の辺りからは黒煙が立ち上っている。

　どれも仲間たちの仕業であり、王手へと繫つながる指し筋だ。

　ユヴィオール＝カタシェレティスはそれらに頼もしさを覚えながら、誰だれにともなく、それでいて宣言するように高らかな声をあげた。

「目標は王城、獲とるは国、奪うは玉座……さあ、私はこれから始まるんだ」
















　匍都ハイトにあって『特区シテイ』は、国の行政から切きり離はなされた、言わば独立国に近い位置付けにある。

　柵さくで囲まれた一辺五百米メートル四方の区画は警察軍ヤードや議ぎ会かいはもちろん王家すらも干渉が難むずかしい文字通りの特別区域であり、一切を『レキュリィの宴うたげ』が取り仕切っていた。瑩えい国こく内のありとあらゆる組合ギルド──つまりはありとあらゆる商売の大おお本もと締じめである組そ織しきの総本山であるこの場所は、土地や居並ぶ建物はもちろん内部で暮らし働く者もすべてはかの所有物と言える。

　つまり、当のレキュリィにとってここは、自らの庭であり自らの家であった。

　屋や敷しきの窓から見える光景──眼がん前ぜんに広がるこの状況は彼女にしてみれば、庭に土足で踏み込まれ荒らされているに等しい。

　建物の一画から火の手が上がっていた。『レキュリィの宴』に従事する者たちの暮らす集合住宅アパートメントだ。人々が逃げ惑っていた。従業員とその家族たちだ。

　本来ならば激げつ高こうに値する。

　が、光景を目にしたレキュリィの感情は、激げき怒どではなく驚きよう愕がくによって支配されていた。

「何だ。……どういうことだ、あれは」

　思わず疑問が口を突いて出る。屋敷の廊下に敷しかれた絨じゆう毯たんの感触が靴裏から消え、身体からだが宙に浮いているかのような錯さつ覚かくさえした。信じられない、という気持ちが強い。

　血相を変えて逃げていく従業員たち。それをゆっくりと、しかし彼らよりも確かく実じつに速く追いかけていくそいつらは、遠目に見ても明らかに異様だった。

　全長は恐らく、尾を入れても一米メートルかそこら。

　長い体たい軀くは陽光を受けて煌きらめいている。ただし、鱗うろこを持った腰から尾にかけてだけ。

　他ほかの部分──頭部と胴体、そして一対の翼つばさは羽毛に覆おおわれて光を吸収していた。毛のない剝むき出だしの肌に四本の爪つめを持った脚で、飛ぶのではなくひょこひょこと歩いている。尻尾しつぽを揺らし頭を小刻みに動かしながら、歪いびつな身体とは裏腹に力強い動きだった。

　つまりは爬は虫ちゆう類るいの下半身を持った、鶏にわとりである。

　そいつらがざっと見て十数匹。まるで檻おりから放たれた野や獣じゆうのように、『特区シテイ』の街中を我が物顔で行軍している。しかも、人々を襲おそいながら。

　蜥蜴鶏コカトリス。いや、蛇鶏バジリスクか。

　どちらかはわからない。わかりようがない。何故なぜならどちらも、現実には存在し得ない生物であるからだ。蜥蜴鶏コカトリスと蛇鶏バジリスクを区分する生物学的な定義などあろうはずもなく、故にどちらなのかという問いには、造った者でなければ答えられまい。

　レキュリィは吐き気を覚える。

　造った者。つまりあの蛇鶏バジリスクの群れは、煉れん禁きん術じゆつによって人為的に造られた生物に違いない──自分たち人造人間ホムンクルスと同じように。

　冗じよう談だんではない。あんな歪なものが、あんな化け物が、自分と同じようにして造られたものが、自分が作りあげてきた街と人を破壊している。それが我慢ならなかった。

「カルブルックっ！」

　執事バトラーの名を叫んだ。ここ数年なかったほど喉のどを震ふるわせた。

　ややあって廊下の奥、執務室の扉が開いて老ろう執しつ事じが顔を出す。

　主のただならぬ様よう子すを察して糸目をいっそう細め、次いで主の視し線せんを追うように窓の外を見み遣やり、そうして主と同様、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「これは……」

「ああ」

　レキュリィは頷うなずきながら、執事の許もとへと歩み寄る。

「どうやら、あの青二才ユヴイオールにまんまと喰わされたらしい」

　貴族を立て続けに攫さらって瑩えい国こくの国力を削そぐだけでは飽き足らず、まさかこんな手まで打ってくるとは。さすがに予想の遥はるか上だ。

　いや、むしろこの化け物たちが本命なのかもしれない。喫茶店テイーハウスからここまでリチャードがあっさり退却できたのは、そもそも追つい撃げきなど必要なかったからだ。あの襲しゆう撃げき自体が陽動──ならば議ぎ員いんたちの連続失しつ踪そう事件も、更には悳とく国こく王子の暗殺すらも布石だったという訳か。

「……そのために、法王庁の特務機き関かんまで引っ張り出すか」

　リチャードを襲おそった奇跡認定局の実行部隊『使徒』も、今いま頃ごろもうフォグとアルテミシアによって斃たおされている頃だろう。が、恐らくはそれもユヴィオールにとっては目算のうち。

「これは『特区シテイ』だけではありませんな」

　カルブルックの懸け念ねんと同じものをレキュリィも抱いていた。

「だろうな。こんな、子供向けの中世騎き士し物語のような有様になっているのはここだけではなかろう。匍都ハイトのあちこちで化け物どもが闊かつ歩ぽしていると見た方がいい」

　科学技術の最先端を行くこの国に伝承の化け物が襲来とは、時じ代だい錯さく誤ごも甚はなはだしい。しかもそれをもたらしたのは煉れん禁きん術じゆつという最高かつ禁断の科学技術ときている。とんだ皮肉だ。

「は、夢物語であればどれほどよかったかしれん」

　緩かん慢まんに笑いはしたが、内心では舌打ちしていた。

　今こうしている間にも、自分の手足として働いてくれている部下たちが化け物に追われているのだ。しかも被害は『特区シテイ』の中だけに留とどまらない。

　目の前に惨状が広がっていることそのものが悩ましいのではない。むしろ、この危急の事態において何を優ゆう先せんし、何を切り捨てるべきであるのかが考えるまでもなく明らかなことにこそ腹が立つ。つまり自分には、化け物に食い殺されようとしている部下たちを見殺しにしてまでもやらねばならないことがあるのだ。

「……まったくですね」

　と。

　いつの間にか執務室から廊下に出てきていた青年──つい先ほど屋や敷しきに迎えたばかりの客人が、同意するように重い口く調ちようで言った。王弟殿下、リチャード＝ミル＝ラエである。

「本当に冗じよう談だんじみている。こうして光景を見ても俄にわかに信じがたい」

　言葉とは裏腹、態度は落ち着いている。

　彼は既に、自分がどんな行動を取るべきなのかを理解し、かつ覚悟を決めているらしい。

「さすがであるな、殿下」

「レキュリィ殿こそさぞ心痛であろう。国政に携わる者としてお詫わびを申し上げる」

「いや、それには及ばない。……『レキュリィの宴うたげ』の一員である時点で、彼らはいつ命を狙ねらわれてもおかしくない立場にあるのだ。その時が今こうして来たというだけのこと。儂わしの部下たちに、覚悟ができていない者などおるまいよ」

　たとえ死に際し泣き叫びもがき喘あえいだとしても、彼らの痛みと苦しみをレキュリィが肩代わりすることなどできるはずもない。ましてや、部下のために首長が身を削ることなどあってはならない。『レキュリィの宴』とはそんな甘い組そ織しきではない。

　そしてそれは、国家もまた同じだった。

「すまない、レキュリィ殿。私は瑩えい国こく王弟としての責を果たさねばならない」

　たとえ国民が目の前で化け物に喰くわれていようとも、かかずらっている余裕はないのだ。むしろ少数に気を取られ大局をおざなりにすることこそが、彼にとっては罪である。

「よし。ならば殿下。我らは我らの務めを果たすとしましょうか」

　レキュリィはカルブルックを一いち瞥べつし、告げた。

「即刻、馬車を用意しろ。儂らはこれより王城へと殿下をお届けする」

　執事バトラーは恭うやうやしく一礼すると、踵きびすを返し廊下の奥へ消える。

「馬一頭お貸し頂ければ私ひとりででも構わない、と言いたいところだが……」

「そうはいくまいよ。あんな化け物がうろついている中、殿下に流鏑馬やぶさめをさせるのはさすがに剣けん吞のんというものだ。それにこうなった以上、儂もより安全なところへ逃げなければならない。……匍都ハイト中を見渡しても、王城より強固な要よう塞さいは他ほかにあるまい？」

　冗談めかしてはいるが、事実だった。また、自分が取るべき行動としてもそれが最善だった。

『特区シテイ』の建物に広がりつつある炎を消すとか、屋や敷しきを護まもるとか、そういったことは部下が命を賭かけてやるべき仕事である。

　ならば首長たるレキュリィの責務とは何か──生き延びることだ。

　たとえ『特区シテイ』や屋敷が焼け落ちようと、自分が生きてさえいればまた再建できる。逆に言えば、自分が『特区シテイ』と心中することほど、部下たちに申し訳の立たない愚行はない。

　リチャードとともに階下へ降りた。玄関の扉は開け放たれ、その先には既に馬車が待たい機きしている。運転席と座席の繫つながった幌ほろ製せいの四輪馬車キヤリツジはあくまで速度を重視した造りだ。

　主を見送るため、使用人たちがずらりと大広間に列をなしていた。警けい護ごの煉れん術じゆつ師しはもちろんのこと、侍女メイドたちまでもが手に手に剣や槍やりを携えて、頭を垂れている。

「……お前たち」

　思わず喉のどが詰まった。レキュリィの正体を知ってなお忠誠を誓ってくれる側近たち、わざわざ命じるまでもなく、自分たちの責務を心得ている。

　ならば自分もまた、いつものように余裕を以もつて不ふ遜そんに笑おう。

「ご苦労。あとは任せる。存分に責務を果たし、できれば死ぬなよ」

「はい。奥様もどうかご無事で」

　代表して答えた煉れん術じゆつ師しのひとりに手を挙げつつ、リチャードを伴って馬車へと乗り込んだ。御するカルブルックが鞭むちを打ち、二匹の駿しゆん馬めたちが嘶いななく。

　馬車が走り出し、庭を突っ切ると同時に門が開く。扉を閉めていてもなお異臭が鼻び腔こうをつく。建物のあちこちから火が上がっているせいか。いや、火だけではない。これは血、つまりは人の死臭──窓から外を見れば、蛇鶏バジリスクどもが逃げ惑う人々を喰くい殺している。

　思わず唇を咬かんだ。

　すると馬車の前方、運転席シートに座ったカルブルックがわずかに視し線せんをこちらへ向ける。

「……奥様、殿下」

　落ち着いていながら、轍わだちの震しん動どうに負けない声だった。

「このまま真まっ直すぐに城を目指してもようございます。が、目前のこの化け物ども。……こ奴やつらが我々を追って、同じく城へと集つどっては逃げる意味がございませんな」

　困りごとを報告しているというふうではない。

　むしろ含みのある、言外に匂におわせているような、そんな科白せりふ。

「カルブルック、貴様……」

　レキュリィは思わず目を見開いた。

　さすが、ローレンの代から仕えてくれているだけのことはある。この忠実な執事バトラーは、自分が胸の内に押し込めていた苦渋すらも汲くんでくれているという訳だ。

「ふむ、カルブルック殿。つまりはこういうことか？」

　隣となりに座したリチャードが察しよく、腕を組んだままに片かた眉まゆを上げた。

「先にあの化け物どもを退治しさえすれば安心して城へ行ける、と」

　思わず破顔する。この王弟も同じ気持ちか。

　もちろん自分たちの責務は充分にわきまえている。いるが──それでも、やられっぱなしは気が済まないらしい。

「確たしかに一理あるな。それに、もし儂わしらが逃げてもなおあの化け物どもが追ってくるのであれば……迎え撃つのは吝かではあるまい？」

　もはや三人ともが不敵な笑えみを浮かべていた。

「なあ、カルブルック殿。私は突然だが、ちょっとこの馬車を自分で御してみたくなった」

「それは困りました。が、王弟殿下の頼みとあれば断れません」

「おやおや。こんな勝手を仰おつしやる方が操あやつったのでは、馬車が真まっ直すぐに城へ向かわないこともあり得るな。あちこちをふらふらと、ともすればあの化け物どもを挑発して回るかもしれん」

「そうなったのなら、私がどうにかするしかないですな」

　冗じよう談だんの応酬とともに、馬車の速度が緩ゆるんでいく。

　王弟が腰を上げた。老ろう執しつ事じは運転席シートを譲ゆずりつつ背後を向く。

「鞍くらに跨またががるのとは勝手が違います。大丈夫ですかな？」

「問題ないよ。子供の頃ころは出掛ける度たびに従者へ我わが侭ままを言って、操らせてもらっていた」

「ははは、成長がないな、殿下！」

「まさか役に立つとは思わなかったがね」

　手た綱づなを摑つかんだリチャードの後ろに、カルブルックが立つ。揺れる馬車の上で器用に平へい衡こうを保ちつつ、束ねて腰に提げてあった蛇じや腹ばら剣けんの柄つかを握る。

　レキュリィは周囲の視界を確かく保ほするため幌ほろの骨を折り後ろへ畳んだ。これで三人ともが外気に晒さらされる形。まったく──まるでこうなるのを見越して幌馬車を選んだようではないか。

「殿下、覚悟はよろしいか？　相手は冗談ではなく、お伽とぎ話ばなしに出てくる化け物だ。伝承通りなら目を合わせただけで殺されるかもしれん」

「それはないな。屋や敷しきを出てからこっち、私は奴やつらを睨にらみ付けていた。何度か視し線せんも合ったが、今のところ怒りが湧わく以外に身体からだに変化は感じられない」

「くく、それは奇遇だな。儂わしも同じことをしていたよ」

「だとしたら、私たちは指し導どう者しや失格かな」

「そうかもしれん。が、殿下。……斯か様ような激げき情じようを時には露あらわにしなければ、民たみ草くさの心を真に魅み了りようすることは叶かなわんとも思わんか？」

「まさか議ぎ会かい演説の場ではなく、化け物退治で激情を露わにするとは想像しなかったがね！」

　リチャードは迷いのない仕し草ぐさで車を引く馬に鞭むちを打った。

　速度を上げながら、馬車が手近な敵──蛇鶏バジリスクの一頭へと突進していく。

　化け物が鶏冠とさかを震ふるわせながら、翼つばさを開いて威い嚇かくする。

　蛇の尾がゆらりと揺れ、脚に力が入り、跳ちよう躍やくの予兆を見せる。

　カルブルックが『アイリスの七番』を抜き放つのを背後で見守りつつ、座したままのレキュリィは腿ももに据え付けてあった短刀を引き抜き、胸の前で扇か指揮棒のように揺らめかせた。

「皆殺しだ、化け物ども。この石畳を血で汚した報い、八つ裂きになって償つぐなえ！」
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　大通りの角から歩いてくるそいつを見て、キリエの思考は三秒間ほど停止した。

　ついさっき地面に落としてしまったニーナ＝スレイジの眼がん球きゆうのことすら頭から消え、視界に入ってきた異様な光景を注視する。

　まるで白昼夢を見ているかのようだった。実際、現実味などまったく感じられない。

　歩いてきたのは、獣けもの。

　犬である。いや、犬のようではある。

　だが十米メートルほど離はなれた場所にいるにも拘かかわらず、遠近感が狂うほどに大きい。話に聞いたことのある虎とらとはあのくらいの体高だろうか。

　もちろん虎ではないのはわかる。縞しま模様もなく真っ黒だし、何より頭が三つある。

　──三つ首犬ケルベロス。

　地獄の番犬として神話に書かれている幻げん獣じゆうそのものの姿をした獣が、そこにいた。

「何なの、あれ」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　呟いてから反射的におぞましさを覚える。何故なぜそんな気分になったのかは自明だった。

　この三つ首犬ケルベロスは──自分と同じ存在だと直感したのだ。

　即すなわち、煉れん禁きん術じゆつによって造られた人の手による化け物。

「……冗じよう談だんじゃないわ」

　吐き気がした。顔の醜みにくく映る歪ゆがみ鏡かがみの前に立っているようだった。こんな生物がこの世に存在していいはずがないという本能的な嫌悪が、そのまま自分へと返ってくる。

　ユヴィオールが誰だれかに造らせたのか。漠然と予想したキリエは、苛いら立だたしさに舌打ちする。そうしてようやく、三つ首犬ケルベロスの横に人ひと影かげがあるのに気付いた。

　というよりも、一緒に歩いてくる者がいる。

　背丈は三つ首犬ケルベロスの腰よりも下。そいつの背が低いのではなく、かの魔ま獣じゆうがそれだけ大きいのだろう。人影は頭巾フードのついた黒い外套コートで全身を覆おおい、顔には白い無地の仮面を着けている。つまりは法王庁、奇跡認定局の実行部隊『使徒』の出いで立たち。

　確たしか『使徒』たちはさっき、アルトとフォグがひとりを残して全滅させたはず。残ったひとりも這ほう々ほうの体ていで逃げ去っていた。自分の知らない別働隊でもいたのだろうか。いや、さっきの作戦には定数である十七人すべてが投入されていた。だとしたら、こいつは？

　黒装束が肩を竦すくめ、言う。

「何だ。貴様、生き延びていたのか」

　その傲ごう岸がんな口く調ちようには、よく覚えがあった。

　仮面のせいで声音がくぐもっていたが間違いない。

　キリエは眉まゆをひそめると唇の端を引ひき攣つらせ、その男に向かって尋ねた。

「……こんなところでそんな扮ふん装そうをして、何をしてらっしゃるのかしら、グイード様」

　男──奇跡認定局局長、グイード＝レレイスは、

「ふん」

　鬱うつ陶とうしそうに仮面を外すと、矯ためつ眇すがめつし石畳へ放り捨てる。

「こんなものを被かぶったままよく動き回れるな、あいつらは。部下ながら感心する」

　次いで、外套コートも。下に着ていたのはさすがにいつもの祭服アルバではなく普ふ段だん着ぎだが、首帯ストラだけは襟巻きマフラーのようにぐるりと首へ回している。

「私の質問に答えてくださるかしら？」

　重ねて問う。

　先ほど言葉にした『何をしているのか』という疑問はつまり、

「あなたが何故なぜ、そんなものと一いつ緒しよにいるの？」

　グイードが、まるで飼い犬のように三つ首犬ケルベロスを侍はべらせていることに対してのものだ。

「知れたことよ」

　彼は当たり前のように笑い、そして当たり前のように答える。

「私自らがこの化け物を率いて、異教徒どもを食い殺してやるのだ。くく……愉快だろう？　愚かな異教徒が外げ法ほうに手を染めて造り上げた罪深き生き物が、愚かな異教徒どもに牙きばを剝むき爪つめを突き立てるのだから。これほど自業自得という言葉の似合うこともあるまいよ」

「そういうことが尋ききたいんじゃないわ、私は」

　見当違いな返答だった。

　彼は、何故キリエが自分を睨にらみ付けているのかが理解できていない──ともすれば、自分が睨み付けられていることの意味すらわかっていないようだった。

「それがあなたの切り札だった、って訳？」

　故に、皮肉を込めて吐き捨てる。

「あの健気けなげな『使徒』どもでもなく、この私でもなく、その化け物が？　ユヴィオールに……あなたの憎む異教徒に禁断の術で造ってもらった、お伽話の幻想もどきが？」

　怒りや感心よりもむしろ呆あきれを感じていた。

　確たしかに周到ではあるだろう。

『使徒』とキリエを使って要人暗殺を重ね、国政を混乱させる。それが法王庁の狙ねらいだと思っていた。少なくとも『使徒』たちは全員、あれが至上命令だと信じて動いていたはずだ。自らの狂信と誇りを賭かけて、神の名の許もとに。

　グイードにしてみれば『使徒』もキリエも、捨て石でしかなかったという訳だ。

　最初から彼と法王庁は、ユヴィオールと結託していたに違いない。煉れん禁きん術じゆつによって創成した幻げん獣じゆうによって匍都ハイトを襲おそわせる──手て駒ごまがこの三つ首犬ケルベロス一匹きりだとは考えにくい。恐らく別のところでは別の幻獣たちが匍都ハイトを蹂じゆう躙りんしている──つまりこれから行われるであろう化け物たちによる首都破は壊かいこそが真の狙いであり眼目。

　だが、その周到さはむしろキリエを落胆させるものだった。

　思わず舌打ちする。

　布石にされたことは構わない。そもそもキリエは法王庁に忠誠心など持ち合わせておらず、彼らとはただ利用し利用されるだけの関係なのだから。フォグとアルトのふたりと殺し合うための場さえ与えてくれるのなら、如何いか様ようにも使ってもらえればいい。

　腹立たしいのは、グイードが今、笑っているということそのものだ。

　気付いていないのだろうか。彼はユヴィオールの計画に賛さん同どうしたようでいて、実質、ユヴィオールの掌てのひらの上で踊っているだけなのに。手塩にかけて育てた部下を使い走りにさせられ、まとめて殺され、挙げ句に幻げん獣じゆうという新しい武器まで用意してもらっている。

　利用されていることに自覚的であるならまだ許せた。敢あえて利用されることで次の一手が見えることもある。しかし彼のさっきの科白せりふは何だ？　あれでは相手に利用されているのに相手を利用しているつもりで得意げになっている、惨みじめな道化そのものではないか。

「ねえ、グイード様」

　薄うすく目を閉じ息を吐いて、キリエは猫ねこ撫なで声ごえをあげた。

　いつも彼にそうするように、わざとらしすぎて厭味いやみになるほどの媚こびを浮かべて。

「法王猊げい下かはこのこと、お知りあそばされてるのかしら？　命令書には『自ら幻獣を引き連れて匍都ハイトを破は壊かいしろ』なんて書かれていなかったはずだけど」

　キリエの知る限り、命令はあくまで悳とく国こく第二王子と瑩えい国こく議ぎ員いんたちの暗殺、その二点のみだった。ならば可能性としては三つ。

　見せてもらった命令書が偽物だったか、

「ふん、そんなことを気にしていたのか？　問題ない。現場の判断は私に一任してくださっているからな。つまるところ私は猊下に信頼して頂いているのだよ」

　もしくはグイードの虚栄心による独断か、或あるいは、

「そう……わかったわ。よくわかった」

　或いはグイードの虚栄心自体が法王庁の計画通りか、だ。

　グイードよりも更に上のどこかがユヴィオール陣営と繫つながっているとすれば、禁数局自体が捨て石にされたと見るべきだろう。実際、今回の作戦において、自分たちはあまりに目立って動き過ぎている。『使徒』たちのみならず局長自身すらが顔を出すなど不自然と言っても差し支えない──本来は存在すらも悟られてはいけない部局のはずなのに。

　存在が悟られたのであれば切り捨てる他ほかはない。いや、切り捨てるつもりだからこそ目立たせたのだ。表向きには『正せい統とう丁てい字じ教きようと何ら関係のない狂信者の集団が起こしたこと』としてそ知らぬ顔をしつつ、裏で法王庁の力を示威する。なかなかいい策ではないか──乗せられているグイードがそのことを承知してさえいるのなら、見事と感嘆もしただろう。

　キリエは失望していた。グイード＝レレイスという男を、自分は見誤っていたと感じた。それほど長い付き合いではないにせよ、少なくともキリエの知る彼はこいつになら利用されてやってもいいなと思える程度の男であるはずだった。なのにこの様は何だ。

　今のグイードはイパーシ＝テテスにも劣る。もはや一いつ緒しよに行く価値はない。

　そう判断し、キリエは溜ため息いきを吐ついた。

「猊げい下かの信頼、か。あなたにとってはさぞ甘美でしょうね。それは紛れもなく信仰の証あかし。神に決して祝福されないあなたたちが盲信を貫いた末に唯一得られる成果なのだから」

　グイードは応こたえなかった。

　ただ不敵に笑えみ、こちらを睥へい睨げいしている。

「でも私にはそんなもの要いらないし、あなたももはや私など必要ではないでしょう？　だったら私はせいぜい、自分のやりたいことをやらせてもらうとするわ」

　文句はあるまい。フォグとアルトが瑩えい国こくに与くみしている以上、敵の敵は味方だ。

「頑張ってくださいな、グイード様。お互い生きていたらまた会いましょうか」

　言い捨てて踵きびすを返す。

　あのふたりには少し間を置いて再戦を挑むつもりだったが、さてどうするか。こんな化け物まで駆り出してきた以上、ユヴィオールが先に彼らを仕留めてしまうかもしれないという懸け念ねんもある。ならば予定を変えて、今からでももう一度殺し合ってみるか。

　既に思考はアルトとフォグに向いていた。

「ああ、そうだな。生きていたら、また」

　だからキリエは、グイードの言葉を聞いていなかった。

　そうして彼の行動も──もはや、見ていなかった。

　グイードが立ち去ろうとするキリエに歪ゆがんだ笑えみを送る。

　横に侍はべらせていた三つ首犬ケルベロスの胴を軽く叩たたく。

　刹せつ那な、黒い獣けものが瞬しゆん時じに跳ねた。

「……っ!?」

　殺気に反応して振り返る。しかし間に合わない。

　完全な油断──キリエは、この可能性を想像できていなかった自分を歯は痒がゆく思う。

　状況を理解した時には既に、彼女の細い首は獣の顎あごで喰くらい潰つぶされてしまっていた。
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　不ふ甲斐がいないことに、フォグの脚はその時、完全に竦すくんでいた。

　それは紛れもなく恐怖からだった。ただし、果たしてどちらに対しての恐怖によってなのかは自分でもわからなかった。つまり、喫茶店テイーハウスの屋上に鎮ちん座ざしている巨大な幻げん獣じゆう──龍ドラゴンに対してなのか、或あるいは目の前で微笑ほほえんでいるかつての友人、トリエラ＝メーヴに対してなのか。

　人間は爬は虫ちゆう類るいや蜘蛛くもなどの捕食動物に対して本能的な恐怖を覚えると聞いたことがある。人造人間ホムンクルスである自分にその本能が備わっているかは疑問だ。そうするとやはりこの震ふるえは、トリエラに対するものなのかもしれない。

「どうしたの？　フォグくん」

　トリエラは笑っている。記き憶おくにある彼女の笑顔えがおと比べても違和感のない顔で。

　それが恐ろしかった。変へん貌ぼうしていないことこそが恐怖だった。

　数多あまたの人間を犠ぎ牲せいにして煉れん禁きん術じゆつを駆使し、こんな化け物を創成しておいて、それでもなお彼女の態度は以前と変わりない。もしかして、初めて出会った頃ころからずっと彼女はこうだったのではないか。彼女は初めから狂っていたのではないか。だとしたらあの日、イパーシ＝テテスの死体を前にして喉のどから絞り出すように放った絶叫はいったい何だったのか。

「トリエラさん」

　フォグは目の前に立つ狂人の名を呼んだ。

「あなたは、何故なぜ……」

　だが感情は上手うまく言葉にならない。

　イパーシの死が引き金なのであれば、これをもたらしたのは他ほかならないフォグ自身だ。或あるいはユヴィオールによって何か精神操そう作さのようなことをされたのだろうか。そうだと思いたかった。誰だれかのせいにしてしまいたかった。

　けれど、

「何故、ですって？　そんな問いは無意味よ。……あなたはひょっとしたら、心を痛めているのかもしれない。私のことに負い目を感じているのかもしれない」

　彼女は理解していた。

「切っ掛けは確たしかにイパーシのことよ。そういう意味ではあなたにも責任の一端はあるんでしょうね。ふふ……でもね」

　あくまで理知的に、あくまで冷静に、

「でも、扉を開けたのは私自身。箍たがを外したのは私自身。私が私の中の狂気に気付き、私が狂うことを私に要求し、私が狂うことを私が許可したの」

　あくまで怜れい悧りに、あくまで客きやつ観かん的てきに。

「つまりね、フォグくん。これは私の選択なの。私はとても落ち着いた気分で倫理を捨て去って、とても穏おだやかな気分で向こう側へ手を染めたのよ」

　自分が一いつ線せんを越えてしまったことを──自分で理解し、分析してしまっていた。

「今の私なら、好奇心と探求心で以もつてあなたの脊せき柱ちゆうを磨すり潰つぶして撹かく拌はんし、上うわ澄ずみ液を観かん察さつすることができるわ。あなたの隣となりにいるお姫様も……たとえその娘がこの国の失われた第一王女であったとしても、生きたまま肝かん臓ぞうを取り出して切り裂き、薬品に漬け込むことができるわ」

　彼女の瞳ひとみに見えるのは、本当に学術的な好奇心と探求心だけだった。

　良心の呵か責しやくもなければ仇かたきへの憎しみもない。まるで難なん解かいな煉れん術じゆつ方程式を目にした時と同様に、フォグとアルトを興きよう味み深ぶかい観察対象として眺めていた。

　にこやかに微笑ほほえむトリエラに、フォグは言葉を発することができない。

　脚の震ふるえを止めてくれたのは、背後に立っていた少女──アルトだった。

「フォグ」

　小さな囁ささやきが耳に届いた。
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　同時に、掌てのひらに絡まる体温。手を繫つないでいたことを思い出した。力を込められる。トリエラの狂気に竦すくんでいた身体からだが、一気に引き戻されたような感覚があった。

　そこで、気付く。自分とは対照的に、アルトが震えていないことに。

　龍ドラゴンが恐ろしくないのだろうか。喫茶店テイーハウスの屋上にいる化け物は見上げるのも憚はばかられるほどに威圧的で獰どう猛もうで、人間の本能を射い竦すくめるに充分な容よう貌ぼうと巨きよ軀くを持っている。そもそも蛇や蜥蜴とかげなどの爬は虫ちゆう類るいからして、アルトは苦手にしているはずだった。なのに、彼女の声は毅き然ぜんとして、指先は力強く、振り返って見ればその視し線せんには一いち抹まつの脅おびえもない。

　瘦やせ我慢をしているのではない。龍ドラゴンの恐ろしさがわからない訳でもない。

　アルトが穏おだやかに微笑んでいるのはつまり、

「大丈夫よ。私は恐こわくなんかないわ。だってフォグがいるもの」

　他ほかならない自分が傍そばにいて、手を握っているから──。

「フォグもよ。恐がる必要なんてないわ。だって私がいるもの」

　彼女は断言した。

　前に出てくる。背後ではなく隣となりへ。守られる位置ではなく、対等な場所へ。

　もはや彼女にかつての面おも影かげは見られない。命令にただ従い言われるがままに煉れん術じゆつで相手を殺すだけの、人形のようなアルトはどこにもいない。

　自らの意志で、自ら定めた敵と戦おうとする、ひとりの強い少女が──そこにいる。

　身体からだが震ふるえた。怯おびえからではなく、感動によって。

　彼女をこんなふうに変えたのは他ほかの誰だれでもない、フォグだ。うぬぼれや思い込みなどではなく、それは紛れもない事実。誇りたくなるほどの確かく信しんがある。だからこそ、

「ありがとう、アルト」

　自分が恐がって躊ちゆう躇ちよしていては、彼女の勇気に申し訳が立たない。

　繫つないでいた手を離はなした。

　腰の短刀『アイリスの十六番』を引き抜く。

　喉のどを唸うならせている龍ドラゴンを一いち瞥べつし、それからトリエラを睨にらみ付ける。

「覚悟は決まった？」

　からかうようにそう言ってくる彼女に、フォグは頷うなずいた。

「ええ、決まりましたよ」

　敵意や憎しみはない。それはまさしく相手の言葉通り、覚悟だった。

「あなたは道を違ってしまった。僕は友人としてあなたを止める」

「あら、私をまだ友人と思ってくれているの？　嬉うれしいわね」

　辺獄院リンボに在ざい籍せきしていた頃ころと同じ顔でトリエラは、くすくすと悪戯いたずらっぽく笑った。

「でも、私は止まらないわ。何故なぜなら私はもう目覚めてしまったから。もし止めたければ頭を砕いて脳のう髄ずいを引ひき摺ずり出だすことね。あなたにそれができるかしら？」

　ただし交わされる会話は、もはや冗じよう談だん交じりの戯ざれ言ごとではない。

「できますよ」

「私とあなたは友達なのに？」

「友人だからこそ、止めます。たとえあなたの頭を砕くことになろうとも」

「優やさしいのね、フォグくんは。きみのそういうところ、私は好きじゃないわ」

「構いませんよ、嫌われても」

「そう。でも私の脳髄を引き摺り出す前に、あの子をどうにかしなくちゃね」

　言って、自分の背後を指差すトリエラ。

　そこに鎮ちん座ざするのは、龍ドラゴン。彼女が煉れん禁きん術じゆつによって造り上げたお伽とぎ話ばなしの幻げん獣じゆう。

　改めて向き合うと、凄すさまじい威圧感がある。果たしてこいつを斃たおせるのかという不安がある。だがそれ以上に、この化け物を見ていると胸がざわついた。

　それは、

「どうかしら、フォグくん。きみと同じ存在と対たい峙じする気分は」

　トリエラが楽しそうに口にした通り、こいつが──この化け物が、フォグと同じく煉れん禁きん術じゆつで産み出された人造生命であるという事実に起因する心の痛みだった。

「同じじゃありません」

　フォグは拳こぶしを握にぎり締しめた。彼女の言葉に強い不快感があった。

「僕とその哀れな化け物とは、違う」

　今更ながらに思い知らされるのは、自らの存在意義。

「何が違うの？　この子もきみも、作成過程はまったく同じなのよ。煉れん術じゆつによって胚はいを創成され、圧あつ縮しゆくされた毒気の中で胚を卵割させ、そうして……」

「違います。違うはずだ」

　半ば叫ぶように絞り上げた声は、自分でも驚おどろくほど大きかった。

「僕の、僕らの親が……ローレンが僕らに託した思いは、あなたのそれとは違う。ローレンの思いは、好奇心や探究心なんかには決して留とどまらなかったはずだ」

　かつてレキュリィがフォグに語った言葉を思い出す。

　人や国を導みちびくという思想には今でも賛さん同どうできない。自分たちは人間未満の不完全な生命であり、人を導くなど傲ごう慢まんに過ぎると思う。だが、同意できるかどうかともかくとして──ローレンは少なくとも自分たちに、思いを、願ねがいを込めた。

　学術的な好奇心はあったかもしれない。探究心の果てに辿たどり着いた技術なのかもしれない。それでも、きっと彼には同時に、為なすべきことがあった。為すべきと定めた理想があった。

　そしてそれを、自分たちに託したのだ。

「僕らはローレンの願いから生まれた。だからこそ過程はどうあれ、僕はあの人を親と呼んでいる。でも、あなたは違う。あなたの創つくったこの化け物は違う。だからこそ、創ることそのものが目的で産み出されたこの化け物は……僕らにとって、哀れな捨て子に過ぎない」

　レキュリィやキリエがこいつを前にしたら、何を思うだろう。

　彼女たちも否定的な感情しか持たないはずだ。そんな確かく信しんがある。

「僕は『ローレンの雛ひな』として、あなたの友人として、こいつに負ける訳にはいかない。そして僕らは……王属軍禁きん衛えい遊ゆう撃げき隊たいとしてこいつに負ける訳にはいかない！」

　アルトを一いち瞥べつした。

　彼女もまた、力強く頷うなずく。

　先の『使徒』たちとの戦せん闘とうによってもたらされた疲労は、まだふたりの中に色いろ濃こく残っている。だがそれでも全力で戦うことはできる。気力は満ちている。

　す、と。トリエラが片手を挙げた。

　龍ドラゴンが小さく嘶いななく。

　翼つばさを広げ、頭を低くした。獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのような仕し草ぐさを見せる。

「……アルト！」

　フォグは身構えつつ、アルトへ『障壁エレール２』の展開を促した。

　喫茶店テイーハウスの屋根が轟ごう音おんとともに破は壊かいされると同時、赫あか色いろの巨きよ軀くが咆ほう吼こうをあげた。

　鼓膜だけではなく皮ひ膚ふにまで伝わってくる音量の直後、そいつは跳ちよう躍やくする。

「く……っ！」

　滑空しながらの突進だった。避けるか、受け止めるか。刹せつ那なの判断の後、受け止めることに決めた。どのみちこの初しよ撃げきに耐えられないようなら勝ち目はない。

　突進しながら身体からだを上げ、すれ違いざまに腕を振り下ろしてくる龍ドラゴン。フォグはもちろんアルトも、怯ひるみもしなければ目を逸そらしもしなかった。

　そして、ふたりを引き裂こうとしたその爪つめが、ふたりの眼前で怯み、上滑りする。

　アルトの展開した『障壁エレール２』は破られなかった。龍ドラゴンは攻撃が失敗したのに気付き、ふたりから五米メートルほど遠ざかったところで羽ばたいて突進の勢いを殺す。

　石畳を踏みつけながら着地し、振り返った。回転の勢いで尻尾しつぽが後方の建物を薙なぎ払う。壁かべが壊こわれ煉れん瓦がが崩れ落ち窓が割れて落ちた。竜巻にでも遭ったかのような破壊──確たしか昔は龍ドラゴンが起こしているのだとも言われていたか。まさに然しかり、だ。

　地面に降り立った龍ドラゴンは四つ足の獣けもののような体勢で身を低くしている。喫茶店テイーハウスの屋上にいた時の格好をお座りとするなら、これは伏せといったところか。

「しばらくは牽けん制せいを中心に動いてみましょう」

　フォグはアルトをわずかに一いち瞥べつし、言った。

「迂う闊かつに踏み込むと危険です。まずはこいつの動きに慣なれなければ」

　本来は実存しない生物なだけに、動きの予測がしづらい。

　空中からの滑空と突進は猛もう禽きん類るいのそれに近いが、尾をしならせて叩たたき付けるのは鰐わにのようだ。今の姿勢は狼おおかみや虎とらに似ている。尾や爪だけではない。四肢が、牙きばが、角が、翼つばさが、どんなふうに動き、どんなふうにこちらを狙ねらってくるのか。それを確かめる必要があった。

「煉れん術じゆつはいけますか？」

「大丈夫よ」

　問いに頷うなずくアルト。

「『きりさめ』はまだできないけど、それ以外は平気」

　とは言うが、しばらくは無理をさせない方がいいだろう。

　煉術を紡ぐのにはある程度の集中力が必要になる。故に、使い慣れた簡かん単たんなものを中心に使いつつ体力の回復を待つのがいい。敵への牽制にもなる。

「……さて」

　敵の実力は如何いかほどか。

　こちらの攻撃がどの程度通じるのか。

　それらを含めて、まずはお手並み拝見といこう。

　龍ドラゴンが身を沈めた。

　四肢に力を込め、突進の姿勢を見せる。今度は空ではなく、地を蹴けっての疾走か。

　フォグは『アイリスの十六番』を掲げつつ、まるで中世の騎き士しのように龍ドラゴンを睨にらみ付けた。
















　化け物が現れたという報は、あっという間に匍都ハイト中を駆け巡った。

　市民たちの殆ほとんどはそれを聞き、半信半疑ながらも恐れた。

　本来であれば龍ドラゴンだの蛇鶏バジリスクだの三つ首犬ケルベロスだの鳥獣王グリフオンだの、お伽とぎ話ばなしにしか登場しない生物である。だが、この街は煉れん獄ごく学がくの最先端をゆく瑩えい国こくの首都。煉れん術じゆつで生物が創成できることくらいは一般市民でも常じよう識しきとして理解しているし、何より歴史上に実例があったからだ。

　煉れん禁きん術じゆつで現実には存在し得ない生物を造ろうとした、瑩国史上において三本の指に入る重罪人──『幻想の庭師』ジルチ＝ルマ＝ドレイン。

　彼の所業は噂うわさや寝物語にまでなり、子供でも知っていた。ローレンの人造人間ホムンクルスが「結局は完成しなかった」と伝えられているのに対し、こちらは「完成したところで露ろ見けんし罰せられた」とされていたのもあって、市民たちに不安が伝でん播ぱするのも早い。

『特区シテイ』から火と黒煙が上がっているのを見た者もいる。

　空を舞まう巨大な影かげに絶叫した者もいる。

　首が三つある黒い獣けものが窓の外を闊かつ歩ぽしているのに腰を抜かした者もいる。

　この世の物とは思えない何者かの咆ほう吼こうに驚おどろき耳を塞ふさいだ者もいる。

　道に転がった、化け物の食い残しとしか思えない死体。通りの向こうから聞こえる不ふ穏おんな物音。煉術師の戦いとはまた違った異様な気配けはい。それらを間近にした者たちはこぞって一目散に逃げだし、被害のない地域の者たちは戒かい厳げん令れい下かのように静まり返っていた。

　本来こうした非常事態に市民を守るべき警察軍ヤードの姿は、街のどこにもなかった。

　警察軍ヤード本部の建物が、炎上していたからだった。




「あはは、真まっ赤かっかー！　赤い炎を見てると甘い味が口の中に広がるね！」

　そして焼け落ちる警察軍ヤード本部を眺めながらティ・キ＝ライムは、愉快げに手を叩たたいていた。

　彼女がユヴィオールから与えられた、最初の仕事である。

　あらかじめ布に描いておいた煉術陣を用いた高等煉術は、中にいた者たちをひとりとして逃すことなく炎に晒さらした。生き残っているのはたまたま警けい邏ら中ちゆうだった巡査くらいなものだろうが、頭を失ってはもはや役に立つまい。

　他ほかに懸け念ねんされるのは在野の煉術師だが、こちらに関しては何の指示も受けていなかった。事情を知らない彼らが街の混乱に際して善意で動いたとしてもたかが知れている。そんなものにかかずらっている暇はティ・キにはなかった。ユヴィオールから与えられた、ふたつめにして最も重要な仕事が控えていたからである。

　これに比べれば、警察軍ヤード本部襲しゆう撃げきなど些さ事じに過ぎない。

　とんがり帽子のつばを撫なでて位置を直しつつ、ティ・キは笑った。

「さあ大変だ大変だ。おもちゃ箱をひっくり返した大おお騒さわぎが始まるよ」

　まるで道化のようにひとりごち、黒衣の裾すそを軽く摘つまむ。

　それは昨日きのうまで愛用していたものとは違う、新品である。

　新しくあつらえたのにはもちろん理由があった。

　ひとつの煉れん術じゆつ陣じんを羽織物マントの裏地に分割して描き、裾すそを引っ張ってそれを繫つなげると同時に煉れん獄ごくの扉を開くことで煉術を即時発動する──それがティ・キの煉術の使い方であるが、この羽織物マントは裏地に織り込んだ煉術陣が以前とは別のものになっている。

　開発したのはティ・キで、発案したのはユヴィオールだ。発案の切っ掛けになったのはキリエとかいう人造人間ホムンクルスの持っている固有の力らしい。

　ユヴィオールの依頼でティ・キが陣を編あんだ。なかなか難むずかしかった。いつものように石灰を嚙かみ砕くだけでは閃ひらめきが得られなかったのでいろいろなものを食べたり解体したりし、最終的には蛇の抜け殻を兎うさぎの生き血と一緒に飲み下していた時に天啓が降りてきた。

　第だい一いつ冠かんに匹敵するほどの超々高等煉術、らしい。どうでもいいが。

　名前は──『箱庭のお人形ライム３』。

　羽織物マントを広げ、煉術陣を形成した。口の中で五回『起きろレエゼ』と呟つぶやいた。手首に巻いた『グラフの数珠じゆず』が、起動五回分の毒気を放出する。それだけの量がなければ発動すらしないことが、第一冠相当という規模の大きさを物語っている。さすがに咳せき込みそうになった。

　そして、発動した瞬しゆん間かん。

　ティ・キの姿はその場から消えた。

　後には何も残らない。

　ただ警察軍ヤード本部の建物だけが、炎とともにそこにあった。
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　老ろう爺やは疲労していた。

　その日、彼は朝からずっと準備に追われていたからだ。

　健すこやかとはいえ七十をとうに超えた老体である。歩き回るだけでも骨が折れるし、ましてや一連の作業は誰だれの手も借りられずひとりきり。決行時刻を遅らせる訳にもいかずのんびりしてもいられなかったので、ようやく終わった時には思わずへたり込みそうになった。

　だが、終わったのは準備であって、むしろこれからが始まりである。

　少年のように胸が高鳴っていた。身体からだの疲労とは裏腹に口くち許もとには笑えみが浮かんでいる。

　皺しわだらけの口許を歪ゆがませながら、彼はふと考えた。

　自分──シュナ＝ウィエナというこの老いぼれの本質を理解してくれている者など、この世にはただのひとりとしておるまいな、と。

　いや、正せい確かくには、これまでひとりとしておらず、これからもひとりとして現れまい、だ。

　かつて同僚であった王宮守しゆ護ごの特務隊に所属する結界煉術師たちはもちろんのこと、現在仲間として協力しているユヴィオール＝カタシェレティスたちも、恐らくは誤解している。

　前者たちは、シュナが少女を解体するのが好きな快楽殺人者であることを知らない。

　後者たちは、シュナが家族を深く愛する人格者であることを知らない。

　そのどちらも、シュナ＝ウィエナという人間の本質だった。

　特務隊で働いていた若い頃ころから少女を攫さらってありとあらゆる方法で解体し楽しんでいた。一方で、今でも家族のことを思うと敬愛と慈愛で胸がいっぱいになる。

　愛すべき家族──妻と息子むすこ夫婦、そして孫を事故でいっぺんに喪うしなったのは二十年ほど前だが、彼らを想おもう気持ちを忘れたことはただの一いつ瞬しゆんとしてない。まさしく一瞬たりとも、だ。結界煉れん術じゆつの研究に勤いそしんでいる時も、少女をばらばらにして遊んでいる時でも。

　殺すことに罪悪感はない。愛することに歪ゆがみもない。ふたつの相あい反はんする性質はシュナの中で同居し、まったく矛む盾じゆんすることがない。考えてみればおかしな話であるが、そうであるのだから仕方がない。説明しても理解してもらえると思えなかったから他人に説明したこともない。性せい癖へきのことを理解してもらえる人間に出会ったのはつい最近だが、そのユヴィオールやレイド＝オータムも家族愛とは無む縁えんの性格をしている。話しても冗じよう談だんと思われるだけだろう。

　たぶん自分はこのまま、誰だれにも本質を理解されず死んでいく定めなのだ。

　悲しくはない。若い頃は多少悩みもしたが、今は達たつ観かんしている。最愛の妻にすら明かせなかったのだから、もはや今となっては詮せんないことだ。

　ただ、少しだけ寂しかった。

　故にシュナは、自分の生きた証あかしを残したかった。

　血を分けた息子は既に亡く、仮に健在だったとしても彼のことを生きた証と呼ぶには足りない。自身の持つ二面性を体現したものでなければならなかった。

　ユヴィオールに加担したのはつまるところ、それが成し遂げられると思ったからだ。

　どこから噂うわさを聞きつけたのか、自分の前に現れたかの青年は言った。

　──「あなたに王城の結界を破は壊かいしてもらいたいのです」と。

　聞いた瞬間、これだ、と確かく信しんした。

　愛する家族たちはみな、シュナが煉術師であることを誇りにしてくれていた。王宮守しゆ護ごの結界師──国で最も偉大な仕事だ、と。妻は家を空けることの多かった自分をよく理解し支えてくれた。息子は自分と同じ道を志し、煉術師としていつかお父とうさんの張る結界を破れるほどの煉術を扱えるようになってみせると冗談交じりに言っていた。

　そして少女の解体を好む性癖もまた、奇くしくも同じ終着点へと繫つながっていた。煉術研究におけるひとつの成果、決して公にできない禁断の理ことわり。生き肝を原料にした鍵けん器きの精製である。

　かくして老人の矛盾したふたつの生き様は、矛盾なくひとつに収束する。

　自分がかつて張っていたあの王宮守護結界を、自分の手で破ること。

　煉術師としてあの時の自分と同僚たちを超えることは、家族のくれた愛への返礼。そして偉業を成し遂げるのに用いるは、長年の趣しゆ味みの成果である生体鍵けん器き。

　まさに人生の締しめ括くくりとして相応ふさわしいではないか。

　シュナは曲がりつつある腰を上げ、目前にそびえる王城を見上げた。

　既に準備は終わっている。手製の結けつ界かい珠じゆを七十二個、外周の堀や茂みに配置していた。これらを遠隔操そう作さで同時に起動させ巨大なひとつの結界とすることで、王宮に張られた結界を強制的に上書きする──小さな泡が大きな泡に溶け、吸収されるのと似たような理屈だ。成功すればあとは、シュナの張った結界そのものを壊こわせばいいだけ。特務隊が大人数で休むことなく起動し続けている結界煉れん術じゆつは、一度壊されると再起動に多大な時間を要する。まる一日ほどは役立たずのはず。ユヴィオールが目的を果たすには充分過ぎる猶ゆう予よだった。

　決行予定時刻までには間があり、決行の合図も未いまだ到着していない。

　が、シュナの心しん臓ぞうは既に早はや鐘がねを打ち、期待と興こう奮ふんに頰ほおが緩ゆるむのを抑えられなかった。

　恐らく自分は死ぬだろう。守しゆ護ごする対象に害が及ばないよう、すべての結界煉術は解除後の毒気を外側へ放出する仕組みが根本設計に組み込まれている。シュナの作ったものも例外でない。つまり王宮の結界を破は壊かいすると同時、規模に比例した高こう濃のう度どの毒気が王城周辺にまき散らされるのだ。いかな煉術師といっても、老いで身体からだの弱った身は耐えられまい。

　だが、それでも構わなかった。むしろ喜ばしいことですらあった。

　まさか自分が満ち足りた死を迎えることができるとは。きっと天国へも行けるに違いない。

　家族にもまた会えるだろうか。

　そんなことを考えながら、シュナ＝ウィエナは合図の到着を待っていた。

　天候は穏おだやかで風は涼しい。死ぬにはいい日だと、自身の幸福に感かん謝しやしながら。
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　太陽が傾きかけて、夕刻に差し掛かろうとしていた。

　街の市場はそろそろ人が多くなってきた頃ころだろう。

　最近、買い出しに行っていない。いろんな品物が並ぶあの雑多で楽しげな空気が恋しいなと思いつつ、イオ＝テリーヌは慰い霊れい塔とうの前の庭をぼんやりと歩いていた。

　とはいえ、街へ出るのはまだ恐い。それに、さすがに無む謀ぼうだろう。

　街角で襲おそわれたあの日から、半月ほど経たっただろうか。

　イオが巻き込まれた一連の騒そう動どう──国の重要人物を狙ねらった連続暗殺事件はまだ解決していなかった。ここ一週間は連日、アルトとフォグも駆り出されている。収しゆう穫かくがなければそろそろ戻ってきてもいい時分だが、今日きようはどうだったのだろう。平へい穏おん無事に一日を終えて欲しいと思う反面、戦いを乗り越えなければ事件は決して解決しないこともわかっていた。

　アルトが任務に出ているのに加え、城から出られないものだからお菓子の材料も仕入れられず、最近はずっと手て持もち無ぶ沙さ汰たな日々だった。病み上がりだったうちはそれでもよかったが、今はすっかり体たい調ちようも回復し元気を持て余してしまっているものだから考えることばかりが多くなる。せめて他ほかの侍女メイドのように忙しく働くだけの仕事があればいいのだが、イオの表向きの仕事は慰い霊れい塔とう周辺の管理という取って付けたようなもので、はっきり言って閑かん職しよくである。

　仕方ないから庭を見て回っては、戯たわむれに雑草を抜いたり、這はいかけていた蔦つたを剝むいたりなどしている。もちろん専属の庭師がいるから、基本的には綺き麗れいなものなのだが。

　部へ屋やに帰って本でも読むか、と思った。

　そうするともう名実ともに怠なまけている状態になるのだが、どのみち咎とがめる者はいないのだ。というより、下手へたにうろついて暇を持て余しているのを見られた方が、同僚にやっかまれる可能性がある。落ち着かないのは部屋でもここでも一いつ緒しよだし。

　などと考えながら、庭の外れにある住み込み用の小屋──他の侍女メイドとは違ってイオひとりに与えられた家のようなものだ──へと足を向けた。

　妙な気配けはいに気付いたのは、その時だった。

　気配というよりは、ざわつき、と形容した方が正しい。遠くで誰だれかが騒さわいでいるかのような、何かが遠くから近付いてくるような、そんな空気。

　立ち止まって周囲を見渡しつつ、耳を澄すませる。山岳地帯の生まれで耳はいい。

　叫び声のようなものが聞こえた。羽ばたきのようなものが聞こえた。庭園で飼っていた鳥が逃げ出して侍女メイドが騒いでいるのだろうか。でも、ここまで気配が伝わるほど大きな鳥が果たしていただろうか。貴族の誰かが国外より珍しいものを仕入れてきたとか？

　どうでもいいや、とは何故なぜか思えなかった。

　イオは変に切せつ羽ぱ詰つまった空気を感じ取っていた。それが間違いでないことを示すように、鳥の羽ばたきのような音は大きくなっていく──近付いてくる。

　音のする方を見み遣やった。空を、城の外がい壁へきを、屋根を見上げる。

　影かげがあった。思わず声をあげた。

「……ふえ？」

　喉のどから洩もれた響ひびきが実に間抜けなものだったことを恥じる余裕はなかった。

　何故ならば目に映った光景が、あまりに現げん実じつ離ばなれしていたからだ。

　鳥が、上空を飛んでいる。

　いや──妙なものが、城の周囲を旋回している。

　翼つばさがあった。頭部は鷲わしのようだった。そこまではいい。が、何故こいつには足が四本もあるのだろう。前は鳥のそれだが、後ろ足は獣けもののそれだ。身体からだから生はえているのも羽毛ではなく剛毛。いつか匍都ハイトに来ていた見世物で見た、獅し子しを連想させる胴体。

　全体を総合して眺めてみれば。

　まるでお伽とぎ話ばなしで見たことのある、鳥獣王グリフオンのような。

　そいつは外庭に影かげを落としながら城の上空を飛ぶ。時には屋根に着地して飛び上がり、時には尖せん塔とうを蹴けって方向転換し、外がい壁へきで遊んでいるようにも見えた。

　数秒ほどその様よう子すを見上げた後、

「あ。……あ」

　イオはその場にへたり込んだ。

　心よりも先に身体からだが恐怖を感じたのだ。

　化け物が城を壊こわしている。

　着地した場所の瓦かわらは砕け、蹴飛ばされたところの煉れん瓦がは崩れ、既にあちこちがぼろぼろだ。由ゆい緒しよと歴史ある、市民革命においても破は壊かいされなかった王城が──十年ほど荒れるに任せて放置したような、無惨な姿になり果てようとしていた。

　そいつは空中で鷲わしの頭をきょろきょろとさせ、次の足場を定めようとしている。

　視し線せんが向いた先にあるものに気付き、思わず口走る。

「……だめ」

　駄だ目めだ。

　そこは──その建物は、やめて。

　だが痛切な願ねがいが化け物に届くはずもない。

　羽ばたいた巨きよ軀くはイオのほぼ真上、城と独立して建った一本の塔に、無ぶ遠えん慮りよにしがみつく。

　前王妃のための慰い霊れい塔とう。つまりは、アルトの住まう建物に。

　獅し子しの後ろ足が煉瓦に埋め込まれる。鳥の前足が屋根に突き刺さる。細い煉瓦造りの塔は天てん井じようの一部と外壁を崩落させていく。

　感情が悲しみに塗ぬり潰つぶされる。どうして、と思う。

　塔を守るのが自分の役目なのに。アルトが──主が帰ってきたら、この光景を見てどう思うだろう。住まいであると同時に母親の魂を祀まつる場所が、無惨にも。

　その場に座り込んだまま、亀き裂れつを広げていく塔を見上げ茫ぼう然ぜんとする。

　だからイオは、当然の帰結に気付けなかった。

　塔が壊れればその破片が落ちてくるということ。

　その真下にいる自分が、どうなるかということに。

「あ」

　崩れ落ちた煉瓦が雨のように降ってくる。小さいものは子供の頭ほど、大きなものは大人おとなの身体ほど。下にいる自分を避けてくれる道理などあるはずもない。

　目の前に迫ってからようやく絶叫する。

　降ってきた瓦が礫れきのひとつは、イオの身体を押し潰す軌道を描いていた。
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　飛来した鳥獣王グリフオンの姿を見上げ、シュナ＝ウィエナは満足げに微笑ほほえむ。

　城の周囲を飛び回り、屋根を踏み荒らし尖せん塔とうを蹴けり崩す様はいかにも雄大で、まさに幻げん獣じゆうと呼ぶに相応ふさわしいものだ。こんな珍しい物を目にできるとは、長生きはしてみるものだと思う。

　願ねがわくば、孫にもこの光景を見せてやりたかった。

　小さな孫は読書が好きで、子供向けのお伽とぎ話ばなしや中世騎き士し物語を好んでいた。龍ドラゴンや三つ首犬ケルベロス、蛇鶏バジリスク、そして鳥獣王グリフオン。それらの幻獣が実際に闊かつ歩ぽしている光景に、さぞ喜んだだろう。

　──すべては過ぎた夢か。

　この鳥獣王グリフオンの襲しゆう来らいこそが、即すなわち『決行の合図』だった。

　羽根を持つ巨大な獣けものは王城の外堀も外園も飛び越え、城の外がい壁へきを破は壊かいすることができる。が、どんなに壁かべを崩したとしても、更にその内側──中庭よりも先、王宮の中へ侵入することはできない。見えない壁に阻はばまれて嘴くちばしを傷めるのが精々だろう。

　地面はもちろん上空、ひいては地下までもを覆おおう球形の結界。昼夜季節に拘かかわらず、休むことなく張り巡らされているそれは、王と王族を護まもるまさに最後の砦とりでだ。

　結界の強固さは自分が一番よくわかっている。

　あれがなくなった時、王宮がいかに脆もろくなるのかも。

　ユヴィオールはもう到着しているのだろうか。それともまだのんびりと道中を楽しんでいるのだろうか。どちらでもいい。最後に会いたいという気持ちもない。

　懐ふところから卵大の、黒い珠たまを取り出す。

　結界の起き動どう鍵かぎだった。これを割り砕けば、城の外周に配置した七十二の結けつ界かい珠じゆが連動して破裂、それぞれ個別に煉れん獄ごくの扉を開きながら術式を繫つなげていき、王宮を守しゆ護ごしているものを遥はるかに超える規模の結界が展開される。守護結界がそれに吸収されたら、あとは結界が毒気へ還かん元げんされるのを待てばそれでいい。

　城を仰おおぎ見る。

　かつて仕えた古巣は、鳥獣王グリフオンによってあちこちが壊こわされてしまっている。

　この騒そう動どうに、王は何を思っているだろう。シュナが王宮守護特務を辞してから十年、当時はまだ若かった彼ももはや壮年に差し掛かる頃ころだ。立派な王であった。が、立派なだけでもあった。決して暗君ではないが、かといって名君にはほど遠い──今の世に似つかわしい、国の象徴として無ぶ難なんという他ほかない器。人生を賭として仕えた価値は、果たしてあったか。

「……ふむ」

　懐かい古こに耽ふけり、要いらぬことを考えてしまった。

　王など、もはやどうでもいい。王城のまほろばも顧かえりみるに値しない。

　シュナ＝ウィエナに課かせられた使命は、自らの生を完遂するのみだ。

　起き動どう珠じゆを乗せた掌てのひらを胸の前に掲げる。

　妻の、息子むすこの、義理の娘の、孫の顔を思い浮かべた。今まで殺してきた少女たちの悲鳴と肉の感触、内ない臓ぞうの手触り、骨を引ひっ搔かいた時の音、血管を千切った時の心地ここちよさを思い返した。

「ほ、ほ。満ち足りておったな」

　老人らしく穏おだやかに微笑ほほえんでひとりごちると、シュナは掌を返す。

　起動珠が地面に落ちる。

　珠たまの砕ける音は軽やかで甲かん高だかく、まるで子供の遊ぶ声に似ていた。
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　落ちてくる瓦が礫れきへの恐怖に思わず瞼まぶたを閉じたのと、身体からだが強く引っ張られるのとはほぼ同時だった。数秒を待っても頭に直ちよく撃げきする衝しよう撃げきはなく、代わりにぱらぱらと細かな石片が髪や肩に降りかかるのみ。怖おず怖おずと開いた目に映ったのは、自分の肩を抱く知った顔だった。

　イオは震ふるえる唇で、彼女の名を呼ぶ。

「あ……デーン、さん？」

　アイリス＝デーン。本名を、アイリス＝キャリエル。『魔ま剣けんの母』として瑩えい国こく史しに残る重罪人である彼女はしかし、イオにとっては故郷を同じくする同朋だった。

[image: ]

　ひとつの身体にふたつの魂を持ち、片方はイオの生命を狙ねらっている──フォグから聞かされた話をふと思い出し反射的に身を竦すくめるが、すぐに思い直す。

　今のこの人は、イオの知っている『デーンさん』だと。

　牝め豹ひようのような鋭するどい視し線せんと刺とげ々とげしい気配けはいは、恐ろしげでいて奥底で優やさしい。もうひとりの『アイリス』は、穏やかな表情に得体えたいの知れないおぞましさを抱えていた。

　それに、もしあっちであるなら、こうしてイオを助けてくれるはずがない。

「どうして、ここに……？」

「王宮の守しゆ護ご結界はこの辺にまでは及んでないんだな」

　イオの肩から手を離はなしつつ、アイリスは薄うすく笑えんだ。

「お陰で忍び込めた。まあ、衛えい兵へいひとり昏こん倒とうさせる羽目になっちまったが」

　笑んで、立ち上がる。

　片手に剣を持っていた。幅広で肉厚の、やや短い刀身。確たしか鎧断ちフアルシオンとかいうんだっけ、と記き憶おくを手た繰ぐる。どうやらこれで瓦礫を払いのけてくれたらしい。

「あの、ありがとうございます」

「騒さわぎに気付いてな。念のため来てみたんだが、勘かんが当たった、ってところか」

　どうやらそれが、最初の質問に対する返答のようだ。

「騒さわぎ？」

　塔にしがみついている鳥獣王グリフオンを剣の先で示しつつ、

「城の中にいたら気付けないか。今、外はえらいことになっちまってる。ああいうのがあちこちで暴あばれ回ってんだよ。あの野郎……地獄の蓋ふたを開けやがった」

　苦々しげに吐き捨てたアイリスの言葉に、イオは目を見開いた。

　外には今、アルトとフォグが任務で出動している。だとしたらふたりは、あんな化け物と戦っている最中なのだろうか。想像するだに身体からだが竦すくむ。不安で胸が張り裂けそうになった。

　剣を構えたアイリスが、こっちを見下ろす鷲わしの瞳ひとみを睨にらみ返す。

　緊きん張ちようの中で続く無言の時間──ややあって、対たい峙じはあっけなく終わった。

　鳥獣王グリフオンが不意に視し線せんを逸そらし、翼つばさをはためかせて上空に舞まい上がる。そのまま塔を離はなれて反対側の尖せん塔とうへと、ゆるやかに飛び去っていく。戻ってくる気配けはいはなさそうだ。

「……ふう」

　溜ため息いきとともに剣が降ろされた。

　しかし、直後。

　──きぃん！　と。

　石を金かな槌づちで力任せに叩たたいたような、甲かん高だかく耳障りな轟ごう音おんが鼓膜を揺さぶる。反射的に耳を塞ふさぎ顔をしかめたふたりの鼻び腔こうに、続けて濃こい香気が突き刺さってきた。

　耳の痛みよりも、そちらの方が激はげしかった。

「……っ!?」

　ふたりともが激しく咳せき込む。嗅きゆう覚かくを麻ま痺ひさせ肺はい腑ふを焼くほどのこれは、

「煉れん……ごほっ！　獄ごく、のっ」

　毒気だった。それも、とんでもない高こう濃のう度ど。

　アルトの周囲に立ちこめているものよりも更に強い。煉れん術じゆつ師しであるアイリスはおろか、耐性の高いイオですらも意い識しきが遠くなりかけるほど。

　肺が熱あつい。呼吸に激げき痛つうを伴う。喀かつ血けつは免まぬがれたようだが、寿命が一カ月くらいは縮ちぢまったかもしれない。口くち許もとを押さえつつ周囲を見れば、庭木のたもとに野鳥が落下していた。

　──この様よう子すだとひょっとしたら、城詰めの衛えい兵へいや同僚の侍女メイドたちも。

「な、んですか。今の……は」

「っ……無事か。たいしたもんだ」

　眉まゆをしかめたままの青い顔でアイリスは苦笑する。が、視し線せんは忌いま々いましげに城の外がい壁へきへ向いていた。舌打ちし、やりやがったな、と呟つぶやく。

「たぶん、王宮守しゆ護ごの結界が破られた。今のはその余波だろうさ。……まったくふざけたことをしやがる。王宮内はともかく、外で働いてた連中は無事じゃ済まねえな」

　耐性に弱い者は庭に落ちた野鳥のように即死。よくても喀血して昏こん倒とう、だろうか。

「城の防ぼう衛えいはこれでがたがただ。あの化け物もじきに舞まい戻ってくる」

　呼吸が落ち着いたのを見計らったように、手が差し伸べられてきた。

「来い。逃げるぞ」

「え……」

　それはイオにとって意外な──というよりも、想定していなかった科白せりふだった。

「ここはもう駄だ目めだ」

　アイリスは断言する。未いまだ毒気の馥ふく郁いくが立ちこめる庭と、ぼろぼろになった王城を見渡し、

「あの化け物だけじゃない。もうじき城は戦場になる。ユヴィオールの野郎……お前を襲おそったレイドの仲間だが、たぶん、そいつが乗り込んでくるだろう。ここにいても死ぬだけだ」

　手首を摑つかまれ、無む理り矢や理りに立たせられる。

「俺おれの隠れ家に行く。少しは安全だろうさ」

　イオの思考は混乱していた。

『逃げる』『ここはもう駄目』『城は戦場になる』。立て続けに発せられた言葉に、何がどうなっているのか未だ理解が及ばない。

　化け物が城を襲っているのはわかる。王宮守護の結界煉術が破られてしまったというのも本当だろう。それらすべてはユヴィオールとかいう人の企たくらみらしい。イオが襲われたのもそいつの仕業か。だとしたら、この前から起きている議ぎ員いんの失しつ踪そう事件を発端として、すべての流れは一本に繫つながっているのか。

　つまりアルトとフォグが戦っているのはそのユヴィオールという奴やつで、彼が幻げん獣じゆうを他ほかにも街に放っているということは、当然ながら相手をしているはずで──、

「待って、ください」

　イオの手を引っ張って歩きだそうとしていたアイリスに抵抗した。

「どうした？　忘れ物を取りに行ってる暇は……」

　足を止め、そうじゃない、とかぶりを振り、呼吸を落ち着けて。

　イオ＝テリーヌは、アイリスにはっきりと告げた。

「ごめんなさい。私、行けません。ここから逃げることはできません」

　アイリスは眼めを細める。

　それはたぶん、子供の我わが侭ままを咎とがめるのと同種の視し線せんだったのだろう。けれど元々の容よう貌ぼうのせいで、射殺すように鋭するどく、イオに圧迫感を与える。

「どういうことだ？」

　詰きつ問もんじみた声は優やさしさの裏返しだ。わかっている。そこまで真剣に心配してくれることに感かん謝しやもしている。けれどやはり答えは変わらない。

「ごめんなさい。私は行けません。だって、私の……」

　唇を咬かみ、自らの意志を確かく認にんするように、言う。

「……私の仕事は、待つことなんです。姫様の帰りを待つことなんです」

　そうだ。

　アルトとフォグは今、戦っているのだ。

　ふたりはきっと敵に勝つ。幻獣を倒し、城へ戻ってきてからユヴィオールとかいう奴も倒し、そうして戦いが終わって、この塔へ帰ってきた時に──笑って出迎えるのがイオの役目だ。お疲れさまとおかえりなさいを言うのが自分の務めだ。

　ふたりが逃げずに戦っているのだから、自分も逃げる訳にはいかない。だって、イオ以外の誰だれが、疲れたふたりにお菓子とお茶を用意できるというのだ。イオ以外の誰が、寝台に潜もぐり込んだアルトに子守歌を聞かせられるというのだ。

　不合理な思考であることはわかっている。こんな状況になってなお、いつもの日常がまた訪れるとは思えない。けれど、自分がそれを諦あきらめてしまったら──逃げ出してしまったら、アルトとフォグに、二度と平へい穏おんな日常は戻ってこないのではないか。

「私は、姫様にお仕えする侍女メイドなんです。だから、駄だ目めです。私はここにいなきゃいけないんです。ここで待ってなきゃいけないんです」

　伝わるかどうかはわからない。それでもイオは声を強くする。

「たいした忠誠だな」

　ややあって、アイリスが静かに言い放った。

「お前が仕えている姫様とやらは、瑩えい国こく王家……ラエの人間だ」

　視し線せんを合わせるだけで身が竦すくむ。ぞっとするほどの殺気が込められた眼めだ。

　いや、殺気ではない。

　それは憎しみだった。

　イオに対してではなく、恐らくは瑩国──この国の王家に対しての。

「お前も知ってるだろう？　瑩国王家はかつて中世の時代、俺おれたち乱ラン族ぞくをことごとく打ち殺し、荒野に首を並べて無む理り矢や理りに服従させた」

　もちろん知らないはずがない。

　イオは混血だが、それでも乱族の歴史を親から聞かされたことがあった。瑩国人によって民族の血を薄うすめられ、匍都ハイトへ出で稼かせぎに行かなければならないほどの貧しさを強しいられ──支配者に寄り添い利用されなければ生きていけないことへの不条理はあの里に根強く残っている。

「お前はそんな血筋に生まれた女を主と呼ぶのか？　俺たちの祖先の、輩ともがらの屍しかばねを無ぶ遠えん慮りよに踏み荒らした奴やつらの子孫に忠誠を誓い、命まで投げ出すのか？」

　正直なところ──乱族の血が薄いイオは、瑩国王家にそこまでの憎しみを持っていない。

　イオ自身、あまり深く考えたことはなかった。だって自分は乱族である前にイオ＝テリーヌというひとりの人間で、確たしかに乱族であることに誇りがないではないけれど、その誇りだけではやっぱりどうしようもないのだ。それに、過去にどんな歴史があってもイオを匍都ハイトへ出稼ぎに遣やったのはあくまで両親の選択で、口減らししないと家族が食べていけなかったから両親を恨うらむ気持ちにもなれないし、同じ理屈で瑩国や王家を恨むつもりもない。

　もちろん、そういうことではないのだろう。

　純血の乱族であるアイリスの抱える気持ちはきっと、もっと深い。イオのように思考を放棄して諦あきらめることをしなかった故に、イオの選択が許せないのかもしれない。

　だけど、それでも。

　アイリスが胸に秘めている乱族の誇りと同じくらい強い気持ちが──イオにもある。

「デーンさん……アイリスさん」

　イオは笑った。

　覚悟と決意で以もつて、彼女の目を見据える。

「私が姫様にお仕えするのは、姫様が王族だからじゃありません。そりゃ、私は頭の悪い考えなしだし乱族としては混血の半端者だしで、だから高貴なお血筋はさすがに綺き麗れいだなとかって、そんなふうに無邪気に思ったことがないとは言いませんけど……」

　できるだけ正直にいよう。

　噓うそはつかない。同じ血を分けた同朋に対して、噓で誤ご魔ま化かすことはしたくない。

「でも私が姫様にお仕えするのは、私が乱族である以前にイオ＝テリーヌだからで、姫様が姫様である以前に、私の……私たちのアルトだからです」

　アルトの、無邪気な笑顔えがおが浮かぶ。

　むくれて不ふ機き嫌げんな顔が浮かぶ。

　泣き顔。寝顔。穏おだやかな顔。気配けはい、仕し草ぐさ。

　一挙手一投足のすべてが愛いとおしい。血なんかどうでもいい。彼女の特異体質ですらも知ったことではないのに、ましてや血筋が関係あるものか。

「アルトって名前、まだ姫様が子供の頃ころに私が付けたんですよ。だから姫様は私とフォグの間じゃ、アルテミシア様じゃなくてアルトなんです。私が名付け親なんです。あの方は……いいえ、あの娘こは、私とフォグが見付けた、私たちの宝物なんです」

　思うがままに言い切った。

　アイリスには嫌われてしまうかもしれない。軽けい蔑べつされるかもしれない。でも、構わない。だってこれが自分の中にある噓うそ偽いつわりない気持ちなのだから。イオ＝テリーヌという人間そのものなのだから。だから、ごめんなさい──ぎゅっと拳こぶしを握り、目の前の相手を見上げる。

　アイリスは、

「……は」

　ややって、呆あきれたように。

　同時に、何故なぜか嬉うれしそうに、

「知ってるか？　乱ラン族ぞくの女は一いち途ずなんだよ。惚ほれた相手のことは絶対に裏切らない。だからお前も、混血の半端者なんかじゃない。誇り高く美しい乱族の女だ」

　笑った。笑ってくれた。

「アイリスさん」

「わかった。お前はここで姫さんの帰りを待て。姫さんの部へ屋や……塔の地下だったか？　そこならあいつらも無む闇やみに攻め込んではこないだろうさ」

　くい、と親指の先で慰い霊れい塔とうを指し示す。

「何とはなしに、お前はそう言うんじゃないかと思ってたよ。悪かったな、試すような真似まねをして。……もちろん、一いつ緒しよに来てくれるんならその方がよかったんだが」

「ごめんなさい。ありがとうございます」

　ぺこりと下げたイオの頭が優やさしく撫なでられる。

「覚悟はあるんだな？　俺おれはここに一緒にいて守ってはやれねえぞ。隠れ家に帰って、まだやらなきゃいけないことが残ってるからな」

「はい。頑張ってみます」

　頷うなずくと、アイリスは腰帯を探り、そこに挟んでいたものを取り出す。

「これを渡しとく」

　差し出されたのは、首飾りネツクレス──の、ようなものだった。

　円に編あまれた鎖くさりと、先端に取り付けられているのは振り子ペンデユラムに似た涙るい滴てき型がたの金属片。

　よく見ればひとつではない。

　つまり、まったく同じ意匠の首飾りネツクレスがふたつ。

「何です、これ」

「ひとつはお前に。それから、お前の姫さんが帰ってきて……その時に、もし必要な状況だと判断したら、残りのひとつを着けさせろ。最悪の場合に備えてのものだから、着けずに済むに越したことはないけどな」

「ただの首飾りネツクレスじゃないってこと、ですか？」

「剣だ」

　イオはどきりとした。

　彼女がそう言うのであれば、つまりこれは、かの『アイリスの魔ま剣けん』のひとつか。

「はっきり言うが、あまり出来のいい子じゃない。むしろ性格の悪い部類に入る。だけど普通の剣をお前に渡しても使いこなせないだろうし、そもそも今の状況からして、お前の置かれた立場が悪い方に転ぶ可能性は大いにある。そうなった時の最後の手段だ。……しつこいようだが、使わずに済むならその方が絶対にいいもんだからな」

「それって……」

　使い方を教えておく、と。

　そう言って、アイリスは説明を始めた。

　内容は単純だった。

　同時に、彼女が真面目まじめな、どこか思い詰めたような顔をしている理由もわかった。

　──確たしかにこれは、性格が悪い。

　正直なところ、どんな状況になればそんな力を使う機き会かいが来るのだろうかとも思うし、仮に機会が来たとしても絶対に使いたくはない。

　だが一方で、意味があるものだというのはわかる。たぶんこの首飾りネツクレスの力は、持っていることそれ自体が重要なのだ。イオの覚悟を、形として示すために。

　故に、受け取ることにした。

　ひと組の首飾りネツクレス──十二番めの剣、つまり『アイリスの十二番』というらしい。

　差し出された鎖くさりは予想よりも遥はるかに軽く、まるで羽根のようだった。

　イオにはその軽さが逆に、途方もない重みに感じられた。
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　キアス＝メネレックは城の中庭にいて、結界の壊こわれる音を聞いた。

　もちろんキアスにはそれが、王宮守しゆ護ごの最後の砦とりでが消滅した証あかしであるという認にん識しきはない。

　ただ──鼓膜を硝子ガラス片へんで引ひっ搔かかれたような未知の不快さに、厭いやな予感を覚えた。

　城で異常事態が起きたのかもしれない、と、心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。

　中庭にいたのは、呼び出されて出向いていたからだ。

　自室の扉に差し込まれていた手紙によって──筆跡は違っていたが、マーガレットの署名があった。侍女メイドにでも代筆してもらったのだろう。現在微妙な立場にいる自分に、王族が直筆の手紙を出す訳にはいかないが故の配はい慮りよに違いない。

　城門で追い返されるのではないかと不安だったが、あっさりと通されたことで確かく信しんする。これはやはり王女の計らいだったのだ、と。

　国内で起きている議ぎ員いんの連続失しつ踪そう事件に祖父が関かかわっている可能性が高いという容疑がかけられていて、故に孫である自分も謹きん慎しん中ちゆうの身。本来なら他人にかかずらっている余裕はない。だが、キアスの心はマーガレットのことを気き遣づかう想おもいに支配されていた。

　婚約者であるディード王子が暗殺され、瑩えい国こく内ないでは変事が起きている今、彼女はどれほど悲しみに沈み不安な思いを抱いているだろう。故に自分がお慰なぐさめしなければならない、と。

　或あるいは、自分の未来が絶望に彩られているという事実を、想い人への憂ゆう慮りよで誤ご魔ま化かしたかっただけなのかもしれない。マーガレットに不幸をもたらしたのがそもそも誰だれの祖父であるのかという当たり前の因果にすら思い至れずに、キアスは城へとやってきた。

　──そうした矢先に、この奇妙な轟ごう音おんである。

　変事はまだ終わっていないのだと直感した。

　加えてさっきから、城の周囲が騒さわがしい。遠くから地鳴りのような響ひびきが伝わってもくる。まるで城が投とう石せき機きにでも晒さらされているかのようだ。

　不安でたまらなかったが、外に出て状況を確たしかめるのではなく、王宮へ行くことを選んだ。

　マーガレットが心配だ。お側そばにいて、自分が護まもって差し上げなければならない。彼女もまた手紙を寄よ越こすほどにキアスを頼ってくれているのだから。

「……姫様」

　呟つぶやく。懐ふところに入れた短刀を服の上から摑つかむ。

　剣術の心得も貴族の嗜たしなみとして稽けい古こされた通り一遍のものしかなく、ましてや教わったのは剣術。短刀の扱いなどほぼ素人しろうとに近い。しかしこれはメネレック家に伝わる護ご身しん用ようの懐かい刀とうで、かつてキアスの先祖たちはこれで敵を打ち倒し、栄光を築き上げてきたという。

　ならばその加護が、自分にもあると思いたい。

　キアスは中庭を抜けて王宮内へと足を踏み入れる。

　そこはいつもよりずっと静かで、妙に不気味な感じがした。
















　蛇鶏バジリスクの群れは一匹一匹を見れば、さほど手て強ごわいように感じられなかった。

　ただしこれはあくまでレキュリィの印象に過ぎない。カルブルック＝ティーウェは国内随一の腕前を持つ天てん堂どう騎き士し、彼にかかればいかな幻げん獣じゆうとはいえ赤子をあしらうも同じである。敵にしてみれば、相手が悪かったと言うべきだ。

　もちろん戦せん闘とう技術を持たない一般人の場合、蛇鶏バジリスクは充分以上に恐るべき化け物だろう。

　現に、レキュリィたちの行く先──馬車を走らせる道すがらには、人々の死体が累々と横たわっている。ある者は脇わき腹ばらを食い破られ、ある者は頭部を叩たたき割られ、ある者は一見無傷でありながら皮ひ膚ふを赤黒く変色させた状態で事切れていた。これはつまり蛇鶏バジリスクが毒を持っていることを意味しており、たとえ現状で苦戦していないとはいえ、警けい戒かいに値する情報である。

　毒の種類がわからない以上、煉れん術じゆつでの解毒は難むずかしいだろう。それに馬がやられれば足も止まる。馬はもちろんのこと乗員全員、まかり間違ってもかすり傷ひとつ負う訳にはいかない。

　馬車はリチャードの鞭むちで『特区シテイ』の大通りを走りながら、蛇鶏バジリスクどもを倒して回っている。間合いの長い『アイリスの七番』は車上から獣けものを打ち殺すのにうってつけだったし、王弟殿下もどうしてなかなか、馬の操あやつり方が上手うまい。不意の出来事さえなければ順じゆん調ちように化け物を駆逐し、そのまま王城へと逃げ込むことができそうだった。

「さて。問題はどこまでやるか、だな」

　馬車の座席に足を組んで鎮ちん座ざしつつ、護ご身しん用ようの短刀を弄もてあそびながら誰だれにともなく言う。

　耳みみ聡ざとく聞きつけたリチャードが振り返らないままで声を張り上げた。

「根絶やしにしたいというのが本音だが、そうもいかんだろうな」

「きりのいいところでやめておくが賢けん明めいでしょう」

　カルブルックも同意する。吞気のんきな調子ではあったが、座席と御座の間に立ち剣を振るいながら、無む論ろん、近寄ってくる化け物たちを打うち洩もらすことはない。

「二十は殺しましたかな。あとどれほどいるのかは計りかねますが……」

「儂わしらが暴あばれ過ぎるのも本末転倒ではあるな」

『特区シテイ』の住人、つまりレキュリィの部下たちは、自らを犠ぎ牲せいにしてでもレキュリィたちを外に逃がそうという使命感を持ってくれているはずだ。幾らやられっぱなしでは気が済まないとはいえ、彼らの思いを無む碍げにしてしまう訳にもいかない。

　リチャードの立場を鑑かんがみても、匍都ハイトがこんな状況である以上は一刻も早く城に戻って王属軍に指示を出す必要があるだろう。もっとも王属軍自体が、先だっての『引ひき裂さき魔ま』以降、人員不足で有名無実化してしまっているきらいはあるが──今考えるとユヴィオールはそれも見越してあの事件を企くわだてたに違いない。周到さが腹立たしくあった。

　屋や敷しきを出てから十五分ほど。十分前はひっきりなしに襲おそいかかってきていた蛇鶏バジリスクどもも、もうこちらが探さなければ見付からなくなってきている。

「殿下。そろそろ城に向かうことにしよう」

「うむ。あらかた退治は済ませたようでもあるし、頃ころ合あいか」

　リチャードは鞭むちを振るい、馬車の方向を変えた。

　東側の門から『特区シテイ』を抜ければ、城へ真まっ直すぐ続く大通りに出る。三十分もかからずに着けるだろう。匍都ハイトがどんな様よう子すになっているのかも気になるし、『使徒』と戦っていたフォグたちの動向もできれば知っておきたいところだが、まずは城に入ることが肝要か。

　黙もつ考こうしながら馬車の振動に揺られていたレキュリィの視界に、黒い影かげが映った。

「む……」

　馬車の行く先、つまり『特区シテイ』を出る門の前。

　人影らしきものが、まるで門を塞ふさぐようにして立っている。

　リチャードもそれに気付き、

「どう！」

　馬の手た綱づなを引いて速度をやや落とした。

　近付くにつれてはっきりしてくる人影の輪りん郭かくに、レキュリィは思わず目を凝こらした。

　というのも、寄ってもなお人影が人影のままだったのだ。

　理由はすぐにわかった。纏まとっている異相のせい──黒くろ尽ずくめである。

　全身を覆おおう喪服に加えて、頭にかけた薄帽ヴエールも、指先を覆う手袋グローブも、闇やみが染み出てきたかのように黒い。それらを纏う中身にしても、髪の毛はもちろん瞳ひとみも、唇に差した紅べにすらも黒一色。病やまいじみた肌の白さと相まって、まるで色彩をすべて失ってしまったかのような姿だった。

　その人影──二十歳ほどの淑しゆく女じよは、馬車を出迎えるように薄うすく微笑ほほえんだ。

「久方ぶりにございますね、殿下」

　リチャードも門の前に立つ女を轢ひき殺すことができず、必然、馬車は停とまる。

　久方ぶり、と女は言った。ならば王弟の知人か。

　しかしリチャードは無言。誰だれかわからずに戸惑っているようだ。

　女を凝ぎよう視しし、レキュリィは記き憶おくを手た繰ぐった。黒尽くめの異相はともかく、目鼻立ちに覚えがある気がする。どこかで出会ったか、遠目に見たか。

「カルブルック、お前はどうだ」

　執事バトラーに問うと、彼は糸目を細めてぽつりと呟つぶやいた。

「もしや……ドレインの」

　女の顔がぱっと明るくなる。

「あらまあ。ご存じですの？　お会いしたことがありましたかしら」

　小首を傾かしげて黒塗りの唇を歪ゆがめる。

　直後、彼女の背後──周囲がざわめいた。

「……っ!?」

　建物の陰や、喪服の裾すそ。身を隠していたらしい蛇鶏バジリスクたちが大小併あわせて数十匹、まるで母親を慕うようにしてひょこひょこと集まってくる。

　そのうちの小さな一匹が羽根をばたつかせ、女の腕に乗った。
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「うふふ、ひひ。どうです？　……わたくしの愛いとしい子供たちは」

　おっとりと蛇の胴を撫なで、鶏にわとりの頭に頰ほお摺ずりする。

「ふん、そういうことか。道理で見たことのある顔だ」

　おぞましさを奥歯で咬かみ潰つぶし、レキュリィは顎あごに手を遣やった。

「お会いするまでもなかろう。十年前当時、父親と一いつ緒しよにぬしの人相書きも出回ったぞ」

　車上から居い丈たけ高だかに見下ろす。

　何故なぜならばこの女は、紛れもなくレキュリィたちの敵だからだ。

「イーサ＝ピル＝ドレイン。かの『幻想の庭師』……ジルチ＝ルマ＝ドレインの忘れ形見が、まさか成長して父親の罪をなぞろうとはな」

　女──イーサは無言で笑った。

　一見友好的なようでいて、妙な歪いびつさのある笑顔えがおだった。まるで感情と表情が乖かい離りしているような、楽しそうでいてその実は心に何も抱いていないような。

「……なるほど、思い至って然しかるべきだった」

　リチャードが苦々しげに口を開く。

「幻げん獣じゆう騒さわぎが起きる以前、確たしかドレイン家はメネレックと懇こん意いだったな。あれを境に付き合いは途と絶だえたと聞いていたから、すっかり見落としていた」

「ふふ……そうですね。メネレックのおじさまが助けてくださらなかったら、わたくし今いま頃ごろは、路頭に迷って匍都ハイトの裏通りで春をひさいでいたやもしれません。想像するだにおぞましいですわ。わたくしの操みさおは人間なんかではなく、この子たちへ捧ささげるためにこそありますのに」

　蛇の胴体に接せつ吻ぷんしながらの常軌を逸した科白せりふ。

　確かく信しんした。こいつは父親同様に箍たがの外れた狂人だ、と。

　ともあれ、一連の流れに対する得とく心しんはいった。

　メネレック伯はく爵しやくはそもそも昔から、悪わる巧だくみに盛んな輩やからだったということだ。

　かつてドレインが煉れん禁きん術じゆつに手を染めて没落した際にも、これは何かに使えると踏んで裏で付き合いを続けていたのだろう。イーサの口振りを見るに、取とり潰つぶされた貴族のひとり娘が元気に育つよう、資金も援助していた様よう子す。

　十年前にドレインの抱いた妄執は、匿かくまわれた子に受け継がれていた。それがユヴィオールという男の目に留とまったことで、こうして国家への叛はん逆ぎやく行為として結実したのだ。

　メネレックにとっての誤算は、ユヴィオールが彼の想像の上を行ったことだろう。子飼いの部下にしたと思っていたら、人脈と手て駒ごまを盗まれた挙げ句に殺されたという訳だ。

「私の失策だ。もっと早く気付いていれば防げたかもしれない」

　悔かい恨こんとともに吐き捨てるリチャード。

　しかし、それはさすがに自責が過ぎる。

　メネレックとユヴィオールの繫つながりが明らかになったのすら、わずか一週間ほど前のことなのだ。そこから彼の前歴を洗ったとしても、過去におけるドレインとの交流から幻げん獣じゆうの襲しゆう来らいを予想しろとは無理な相そう談だんである。実際、国の諜ちよう報ほう部ぶや『レキュリィの宴うたげ』が総力を挙げて調ちよう査さしたにも拘かかわらず、この流れは起きてしまっているのだから。

「ねえ、殿下。わたくしのことは思い出してくださいましたか？　十年前、まだドレインが社交界に出入りしていたみぎりのこと」

　懐なつかしげな口調のイーサに、王弟の気配けはいは重苦しかった。

「ああ、思い出したよ。私の袖そでを握って離はなそうとしなかったあの小さな可愛かわいらしい娘と……まさかこんなところでこんな再会をしようとはね」

　それとは裏腹、漆しつ黒こくの淑しゆく女じよは虚うつろでおぞましい微笑ほほえみを浮かべる。

「お恥ずかしい。あの頃はわたくし、殿下のことが大好きで、王家のこともお慕いしていたのですよ。まったく身の程知らずで愚かでしたわ」

　ひひ、と。まるで老婆か道化師のような含み笑いを見せて、

「ラエ王家など、叩き潰して殺し尽くすべき、憎らしく厭わしい汚い血筋ですのにね」

　嬉うれしそうに楽しそうに──剣けん吞のんに吐き捨てる。

　三人ともが硬直した。

「わたくしがここにいる理由、もうおわかりですわよね？　わたくしが匍都ハイトへ戻ってきた理由、もう説明しなくても構いませんわよね？　わたくし、あなたがたとは本来口も利きたくありませんの。王族である殿下はもちろん、ここで暮らしている人間どもなどとは、同じ空気を吸うのすら耐えられませんわ」

　イーサは手に乗せた蛇鶏バジリスクの嘴くちばしに再び接せつ吻ぷんをする。

「……ですから、もう始めましょう。ふふ」

　そうして笑顔えがおのまま、穏おだやかな気配けはいのまま、ただ言葉だけをおぞましく──、

「お父とう様さまの仇かたき。わたくしの大好きだった、可愛かわいいあの子たちの仇……さあ行きなさい蛇鶏バジリスクたち。この者どもを食い殺して、臓ぞう物もつの匂においでわたくしの子宮を満たしなさい？」

　瞬しゆん間かん。

　数十匹の蛇鶏バジリスクどもが一斉に、レキュリィたちに襲おそいかかった。

「カルブルックっ」

「はっ！」

　主人の叫びに老ろう執しつ事じが応こたえる。

『アイリスの七番』はひと振りで鞭むちのように伸びしなり、化け物を群れごと叩たたき落とす。が、やはり一いち撃げきではすべてを殺すとまではいかない。何匹かは致命傷を負って石畳に転がったものの、半分ほどは傷を負いながら再び鎌かま首くびをもたげる。

　体たい軀くの小さなものは翼つばさを羽ばたかせて旋回していた。

「ふん、鶏にわとりのくせに生意気な」

　これでは前方だけではなく横、背後、上も警けい戒かいしなければならない。

「奥様、こちらへ」

　レキュリィを座席から御者座、つまりリチャードの隣となりへと促すカルブルック。さすがに範はん囲いを狭せばめなければ守りきれないと判断したのだろう。

　そうして本人はふわりと跳ちよう躍やくし、馬の背に飛び乗った。

　隣となり合った二頭に足を一本ずつ器用に預け、剣を構え直す。

「足あし許もとにお気を付けください。馬車の下から万が一、ということもあります」

「面めん倒どうをかける」

　不安はあるだろうにあくまで毅き然ぜんとした態度を崩さないリチャードに、

「ふむ。王弟殿下に労ねぎらって頂けるとは、恐悦至極ですな」

　笑い──執事バトラーの剣けん舞ぶは、幕を開けた。

　正面、イーサの方を向いたまま、四肢からは力が抜けているようにも見える。だがその実、剣を握った腕は刀身と一体化したように滑らかに動き、襲いかかってきた蛇鶏バジリスクをまったく無む駄だのない動きで的てき確かくに撃うち落としていく。

　背後だろうが足許だろうが上空だろうが、間合いに入ってくる時間差を計算しつつ蛇じや腹ばら剣けんの軌道を細かく変え、まさに結界のごとく一匹も洩もらさない。

　当然、後ろに目が付いているはずもない。それどころか糸目をいっそう細め、どうやら瞼まぶたを半ば以上閉じているようだ。つまりカルブルックは視覚ではなく気配けはいだけで蛇鶏バジリスクどもの位置を察知し、的てき確かくに攻こう撃げきしているのだった。

「……見事」

　リチャードがぽつりと呟つぶやいたのは無む意い識しきでだろう。

　神業と呼んで差し支えない技量である。

　レキュリィやリチャードはもちろん、二頭の馬車馬をも完全に守りきっていた。

　相手は考えなどないに等しい畜生、撃うち落とされて生きているなら再び首をもたげて襲おそいかかってくるのみ。つまりこれを続けていればいずれはすべてを狩り尽くすことは自明だった。

　五匹。十匹。十二匹。二十匹。

　小さなものは一撃で、大きなものも三振りで。時には切り裂かれ、時には叩たたき潰つぶされ、時には引っかけて放り投げられ──哀れな獣けものたちは相手の力量の凄すさまじさも理解できず、ただひたすらに地面に赤い血の花を咲かせ続ける。

　だがそれでも、レキュリィは安あん堵どできなかった。実際に戦っているカルブルックはもちろんのこと、リチャードも緊きん張ちように唇を固く引き結んでいる。

　理由はふたつある。

　ひとつは、ここが終着点ではない以上、蛇鶏バジリスクどもが全滅するまで気が抜けない故。

　もうひとつは、鉄門の前に佇たたずんでいるイーサが、未いまだ穏おだやかに微笑ほほえんでいる故だった。

　単に自分の愛する獣たちが死体を積つみ重ねていることすらも楽しいのか。或あるいはもしや、何か奥の手を隠しているのか。それがわからないことには油断できなかった。

「ふふ……ひひ」

　もはや残る蛇鶏バジリスクも数少なく、十ほどになった頃ころ。

　イーサが気味の悪い含み笑いを洩らした。

「よくも。よくもこんなにも殺してくれますわね」

　怨えん嗟さの響ひびきは美しい容よう貌ぼうと裏腹、地獄の底から這はい出てくる蜘蛛くもの子のよう。

「十年前もそうでしたわ。わたくしの可愛かわいいあの子たちを……まだ蒸留器レトルトから生まれて間もなかった、罪のないあの子たちを。王属軍の下げ賤せんどもが容赦なく！」

　彼女の言葉に反応したのか、蛇鶏バジリスクたちの攻撃が止やんだ。

　あるものは距きよ離りを取り、あるものは主の足あし許もとに寄り、あるものは肩に乗り、案ずるように頭をひょこひょこと動かす。仕し草ぐさには愛あい嬌きようなど微み塵じんもなくただおぞましい。にも拘かかわらず、化け物を慈いつくしむイーサの瞳ひとみは優やさしげに潤うるんでいた。

　肩に乗った一頭を、白い指先が撫なでる。

「あなたたちは捕食者なのです。人間どもの上位に位置する、喰くらう側なのです。それを忘れてはいけません。いいですか、あなたたち……」

　喪服に化け物を侍はべらし語りかける、狂乱の淑しゆく女じよ。

　その視し線せんが不意に、こちらへ向いた。

　穏おだやかだった顔が一転、鋭するどくなる。眉まゆが歪ゆがみ、目が吊つり上がる。

　イーサ＝ピル＝ドレインは、叫んだ。

「わたくしに、あなたたちの狩りを見せておくれ！」

　攻こう撃げきが再開する。

　残った九頭が一斉に、宙へ舞まった。

　カルブルックが気配けはいを鋭くする。レキュリィとリチャードが身構える。

　これまでの攻撃と変わらないように見えた。いや、むしろ数が少なくなった分、ぬるい。襲おそいかかってくる方向は上、右、下、前方。

　これならば『アイリスの七番』がひと振りで撃うち落として終わりではないか。

　誰だれもがそれを期待したが、しかし直後──イーサがさっきまで見せていた余裕には確かつ固ことした理由があったことを、三人は思い知る。

　前方、カルブルックの間合いからやや外にいた一匹が空中で鎌かま首くびをもたげる。

　嘴くちばしをいっぱいに開き、鶏冠とさかを揺らし、

「な……っ!?」

　喉のどから、どす黒い毒液を吐き散らした。

　これまでどの蛇鶏バジリスクにも見られなかった、初めての行為に不意を突かれた。『アイリスの七番』も液体には対処しきれない。

　鼻はな面づらへ毒液を浴びた馬の一頭が大きく嘶いななき、苦しみとともに前足を上げて暴あばれだす。その背に立っていたカルブルックは即座に跳ちよう躍やくし隣となりの馬へと足を寄せた。

　所作は見事。が、刹せつ那なの隙すきができた。

　それを見計らっていたかのように別の一匹──特別に小さな蛇鶏バジリスクが、馬車の車しや輪りんを這はい蛇じや腹ばら剣けんの隙間をかいくぐって、柄つかを握った手首へと飛びかかる。

「くっ！」

　嘴に啄ついばまれ、袖そでが裂け、血が滲にじむ。

　さしもの老ろう執しつ事じも不覚を取った。

「ひひ。ふ、うふふふふふ、ははははっ！」

　蛇鶏バジリスクどもを見事に操あやつった黒装束の淑女は、高らかに笑い声をあげた。

　傷口から毒を注ぎ込まれたカルブルックが、苦く悶もんの表情を浮かべて膝ひざを突く。

　レキュリィは驚きよう愕がくに目を開きつつ、訪れた危き機きに体温が下がるのを感じた。
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　首を咬かみ折られて絶命したキリエが、石畳へとくずおれる。転がった死体は地面に落ちていたニーナの眼がん球きゆうを押おし潰つぶし、どさりと斃たおれる音に微かすかな水気を混じらせた。

　三つ首犬ケルベロスは吐き捨てた死体を一いち瞥べつすると、興きよう味みなさげにそっぽを向いた。

「ふん、出来損ないの人間もどきは犬も喰くわんか」

　唇を歪ゆがませたグイードの目には同情や憐れん憫びんなど一切感じられない。壊こわれた道具を評するような仕し草ぐさで、軽く肩を竦すくめるのみだ。

　実際のところ──彼はキリエをただ本当に、便利だから利用していたに過ぎないのだろう。人造人間ホムンクルスという存在を軽視し、道具と同じように、人格を尊重するつもりもない、か。

　もちろんそれでも構いはしないのだけど、と。

　キリエは思った。

　ただ、これまで自分がグイードと交わした会話や抱いてきた感情を、それらに労力を費やしてきたことを、後悔する気持ちが生まれた。ついさっきの失望や落胆すらもそうだ。失望するだけ損であり、落胆するだけ無む駄だだったのかもしれない。

「……それでも私は、あなたのことが嫌いではなかったわ」

　建物の壁かべから湧わき出た青い液体──『群体アンテノラ』の温床から身体からだを引き抜きながら、薄うす笑わらいを浮かべつつ吐き捨てる。声に気付いたグイードが立ち止まり、振り返った。

「どういうつもりだ？」

　お前の役目は終わったのに何故なぜまた出てきたのか、そういう意味だろう。

　キリエに人格を、感情を見ていない。

　人格や感情など気き遣づかう必要はないと思っているのだ。だから傲ごう慢まんな物言いをする。

「私はさっき、あなたに殺されたのよ。だったら私がどういうつもりなのか、これから何をするつもりなのか……わかるでしょう？」

「何を言っている？　ふざけているのか」

　道具が勝手に動くことに対する不快感はあっても、道具が意志を持って自分に反抗するかもしれないとは懸け念ねんしない。もしくは仮に反抗されたとしたら、

「くだらんことで私の手を煩わずらわせるという訳か。人間以下の家畜のくせに人間の言うことすら聞けんとは、役立たず以下のゴミだな、お前は」

　捨てればいいと──そう考えている。

　青い衣を滴したたらせてもうひとりの自分を引っ張り上げつつ、腰の短杖ロツドを抜き放った。

「そうね」

　グイードの言葉に対して、不快感は感じない。憎しみも怒りも悲しみもない。

　ただ、もうやめようと決めただけだ。

「道具扱いされるのも、打ち捨てられるのも、『群体アンテノラ』たる私の運命かもしれないわ。だからそれに関してどうこう言うつもりはない。でもね、グイード様……グイード＝レレイス」

　ふたりから三人。そして自己を四人に増殖させたところで、並んで笑う。

「あなたが私という道具を捨てるのであれば、私はあなたに使われる道具であることをやめる。私は私のやりたいようにやるために、私を使う」

　そうだ。

　捨てられたのなら仕方がない。

　この有用な──『群体アンテノラ』という、有用な道具キリエを、

「私は道具であると同時に、私という自我を持った存在であるのよ。ならば私という自我が、私という道具を使うことにするわ。あなたよりも上手じようずに、あなたよりも大切にね！」

　この人造人間ホムンクルス『第三円トロメア』たる私キリエが、有効に活用してやろう。

　三人のキリエが、グイードと三つ首犬ケルベロスを取り囲むように散開した。

　ひとりは司令塔兼補充要員として、距きよ離りを取って後退。

　全員が手首に『グラフの数珠じゆず』を巻き、短杖ロツドを携えている。

「なるほどな。新しい飼い犬に嫉しつ妬として古い飼い犬が手を嚙かんでくるか。面おも白しろくもない」

　グイードの物言いはあくまで不ふ遜そん。こちらを脅威には感じていないようだ。

　ふたりを向かわせる。

『錬鉄シヤミイ２』で短杖ロツドから刃を生はやして左右から斬きりかかった。

　三つ首犬ケロベロスに迎げい撃げきさせるだろうという予想に反して、グイードは自ら対応してきた。

「ふん」

　ぞんざいに振った腕には、いつの間にか物々しい籠手ガントレツトが嵌はめられている。キリエが死んでいた隙すきにでも着けたのか。油断していたと思いきや抜け目がない。

　金属と金属がぶつかり合う音、二連。

　双方向からの刃を流りゆう麗れいに、鉄の拳こぶしで撃うち返す。

「く……！」

　力は強く、キリエたちは弾はじき飛ばされる。着地し体勢を整ととのえようと思った時にはもう追撃の体勢を取られていた──速い。

　甲こう羅らにも似た籠手ガントレツトによる、肘ひじから振り回すような攻撃。

　ひとりは頭ず蓋がいが砕けた。もうひとりは内ない臓ぞうを破裂させた。

　一撃の重さも尋常ではない。石畳に転がって手足を痙けい攣れんさせるふたりの自分を驚おどろきとともに眺めつつ、残ったキリエのひとりはグイードに笑えんだ。

「戦えたとは、意外だわ」

　事務と頭脳労働が仕事のひょろい司教とばかり思っていたが。

「禁数局の使命は異教徒の殲せん滅めつ。私はその局長だぞ？　無力なはずはないだろう」

「以前、身体からだを抱いた時は華きや奢しやだとしか思えなかったけど」

　胸にも首周りにも、あんな動きのできるような筋肉が付いていた記き憶おくはない。

「……まさか、強化しているの？」

　身体機き能のうを高める煉れん術じゆつは幾つか存在する。筋力の増幅であったり反射神経の強化であったり、動体視力の向上であったりと、どれも原理的にはそれほど高度なものではない。

　だが当然ながら、使う者は少なかった。筋力や神経を強化し酷使すれば効果が切れた後に多大な負荷がかかるし、何より煉術を体内にかけるというのは、煉れん獄ごくの毒気を肉体そのものに流し込むに等しい行為であるからだ。つまり大概の人間が、生体強化系煉術を使うよりも普通に身体を鍛きたえた方がまし、と考える。

　例外はごく一部。視力や聴ちよう力りよくなどの鍛えようがない部分を一時的に強化する場合と、それから──頭のいかれた奴が自らの身体を省みずに使う場合、だ。

「この国の煉術師どもは、こんな便利な術を何故なぜ使わない？」

　力を誇示するように腕を振りながら、くつくつと嗤わらうグイード。

「どのみち地獄に落ちるさだめの異教徒が命を惜しむのだから、まったく滑こつ稽けいなことだな」

「狂信者が命を惜しまないのは滑稽じゃないとでも言いたいの？」

「当然だ。神のために身を捧ささげたからには、命を惜しむのは背教に等しい」

「……それは結構なことね」

　だが自らの身体を省みないことに関しては、キリエに一日の長がある。

「『起きろレエゼ』！　麗うるわしの谷／底なしの欲／溶けて／混ざれ！」

　口の中で小さく言こと霊だまを詠えい唱しようした。

　相手が身体を強化しているのであれば、こちらも同じことをすればいい。

　筋力と反射速度を高める第だい五ご冠かん術式『剛力トルク３』を自らに流し、刃を生はやした短杖ロツドを手に跳ちよう躍やく。距きよ離りを詰め、一気に斬きり付ける。

　こちらが間合いに入ってもグイードは動かない。

　術式の効果が切れて反応できないのかと刹せつ那なに考えるが、そうではなかった。

　攻こう撃げきが当たる寸前──天地がぐちゃぐちゃになったと錯さつ覚かくするほどの衝しよう撃げきが、意い識しきの外からキリエの身体を横殴りにする。まるで巨大な鉄てつ槌ついで殴られたような衝撃。石畳を転がって建物の壁かべに叩たたき付けられてようやく、キリエは止まる。

「か。……く」

　身体は動かない。ぐらぐらと揺れる視界の中に映ったのは黒色の巨大な獣けもの、三つ首犬ケルベロス。

　体当たりされたのだ。

　存在を忘れていた訳ではない。むしろ襲おそいかかられないように注意しながら位置取りをし、グイードへ攻撃を仕掛けたはずだった。なのに──身体強化術式をかけていてもなお、こちらが反応できない速度で間合いの外から飛び込んでくるというのか。

「ふむ」

　全身の骨を砕かれて横たわるキリエを検分するような目で、グイードが頷うなずいた。

「身体強化術式を軽く凌りよう駕がするか。さすが化け物といったところだな」

　寄って、三つ首犬ケルベロスの身体からだを撫なでる。巨きよ軀くはしなやかでありながら隆々としていた。

　これとは比べるべくもないほど小型の狼おおかみにすら、人間は抵抗虚むなしく食い殺されることがままある。そう考えると圧倒的な戦せん闘とう能力を持っているのも当然なのかもしれない。ましてや煉れん禁きん術じゆつで産み出された規格外の猛もう獣じゆう、強化術式が意味をなさなかったのも道理か。

　しかし──小こ手て調しらべのつもりだったとはいえ、三人が呆あつ気けなく全滅。

「次の準備はできたか？」

　距きよ離りを取って人員補充に努めていたキリエに視し線せんを向け、余裕の表情で問うグイード。

「待っててくれるとは優やさしいわね」

　額ひたいの冷や汗を隠しつつ薄うす笑わらいを浮かべ、答える。

　今度は五人。さて、どう仕掛けるか。

　思考しながら身構えたのと、

「愚か者め。待っていたのは増殖だけだ」

　グイードが厭いやらしく微笑ほほえんだのは、同時だった。

　短い唸うなり声ごえとともに、漆しつ黒こくの巨きよ軀くがキリエのひとりに飛びかかる。

「……っ!?」

　躱かわすため背後に退こうとしたが、それよりも獣けものの疾走が速かった。

　三つ横に並んだ頭部、その真ん中の顎あごに首を食い破られ血が飛沫しぶく。その時には既に、両側の頭ふたつがそれぞれ別の──両りよう隣どなりに立ったキリエを睨にらみ付けていた。

　向かって右の前脚がぞんざいに振るわれた。ふたりめのキリエは鋭するどい爪つめに引き裂かれ呆気なく腹部から腸を零こぼれさせる。脚での攻こう撃げきは同時に、身体からだの方向を変えて反対側へ再度跳ちよう躍やくするための予備動作。真ん中の頭部がまだキリエを咥くわえたままに、左の頭部が三人めのキリエへ頭からまるごとかぶりつく。まるで首から上が消失したようにも見えるほどの速度で。

　一秒も経たたず、人数を半分に減らされた。

　三つ首犬ケルベロスから最も遠くに立っていた司令塔役──六人めのキリエは慌てて踵きびすを返し、大通りの脇わきにあった路地裏へと隠れるように逃げた。それは咄とつ嗟さの判断として正しかったといえる。

　何故なぜなら残ったふたりも、次の一秒であっという間に殺されてしまったからだ。

　四人めは三つ首犬ケルベロスの体当たりで内ない臓ぞうが破裂、五人めは飛びかかりで押し倒された挙げ句に胴体を食い千切られふたつに分割される。

　グイードは一歩も動かないままに、三つ首犬ケルベロス一頭だけでこのざまとは。

　路地裏の陰でキリエは歯は咬がみする。

　こちらに『群体アンテノラ』の能力を使わせたところで一気に叩たたく。つまりあいつの狙ねらいは増殖限界に違いない。キリエの能力を熟じゆく知ちし、かつ、圧倒的な戦せん闘とう力りよくを行使できるが故の対処法だ。

　現時点でキリエに残された増殖可能回数は、あと八。

　アルトとフォグ、更にはニーナ＝スレイジと連戦を重ね過ぎたせいもあるにせよ、最大の問題はグイードと三つ首犬ケルベロスだった。ほんの数分で既に十人、三分の一が消費させられている。

　それでも、このまま負ける訳にはいかない。何としてでもあの男に、自分──キリエを切り捨てたことを後悔させてやりたかった。

　まずは三つ首犬ケルベロスをどうにかする必要がある。

　が、まともに戦やり合ったのでは勝ち目がない。身体能力の差は飛び抜けていて、数で押したところでさっきと同じ、結果はわかりきっている。

　ならば、どうするか。

　三つ首犬ケルベロス。お伽とぎ話ばなしや神話にしか出てこない、本来ならば架空の動物。戦って倒す方法など、それこそ神話にでも求めなければわからないのではないか。

　と、そこまで考えたところで、キリエは思わず呟つぶやいた。

「……神話？」

　確たしか、三つ首犬ケルベロスの出てくる神話をどこかで読んだ。死んだ恋人を迎えに行くべく冥めい府ふへ赴おもむいた男の話だ。道中で出くわした地獄の門番たる三つ首犬ケルベロスに、彼はどう対処したか。

　──試してみる価値は、あるかもしれない。

　路地裏から様よう子すを窺うかがう。グイードは逃げた自分を捜す気もないらしく、倒れ伏したキリエたちに一いち瞥べつをくれることすらせず先へ進もうとしている。三つ首犬ケルベロスを従え、本来の目的である匍都ハイト市民たちを襲しゆう撃げきし破は壊かいすべく。

　路地裏から大通りへ再び出、キリエは彼の前に立ちはだかった。

「どこへ行くの？　まだ終わってないわ」

　グイードは眉まゆをひそめ、無言でつまらなさそうな顔をする。

　隣となりに立った黒い巨きよ軀くは、キリエを睥へい睨げいして三つの頭すべてで舌なめずりをした。
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　振り下ろした短刀は、鱗うろこの表面に傷を残す。

　だが厚い鱗は岩のように硬く、フォグの刃が肉に到達するまでには至らない。

『アイリスの十六番』──二十瓩キロという質量を持った攻撃も、五米メートルを超える巨軀の前には小石がぶつかるも同じだった。毒気を喰くらい強化した筋力で挑んでようやく鱗を貫通できる程度。が、たとえ短刀を突き刺しても、鱗の下には更に分厚い筋肉の装甲がある。

　アルトの放つ『つらら』や『とげ』も同様だった。上手うまくすれば何本かは皮ひ膚ふに突き立ってくれるものの、大概は翼つばさのひと叩たたきで防御されてしまう。

　急所さえ突ければどうにかなるかもしれないという希望は、戦いを続ければ続けるほどに失われていく。龍ドラゴンの動きは巨体に似合わず素早すばやいし、何より動作のひとつひとつの持つ威力があまりに高すぎた。向こうが軽くあしらっているつもりでも、当たれば骨の一、二本は覚悟せねばならず、全力の攻こう撃げきを受ければ即死も免まぬがれない。

『消失点カイナ』のお陰で身体能力と治ち癒ゆ能力がどうにか追い付いているという状況だ。

　龍ドラゴンとの戦せん闘とうを始めてから、十五分ほどが経過している。

　しかしフォグの主しゆ観かんでは、もう数時間ほども続けているかのようだ。

　何度めかの交こう錯さくを経て、体勢を整ととのえるためアルトの『障壁エレール２』内部に退たい避ひした。

　驚おどろくべきことに、龍ドラゴンもまた、この間は仕掛けてこない。『障壁エレール２』に攻撃を加えても無む駄だなことを学習しているのだ。離はなれた距きよ離りで身構え、牙きばを剝むいてこちらを睨にらんでいる。

「大丈夫？」

　肩で息をしているフォグに、アルトが問うてきた。

「ええ。問題ありません。……ただし、取りあえず今のところは、ですが」

　一いち時じ凌しのぎに噓うそで安心させても意味がない。故に、事実を告げる。

　それはフォグとアルトが戦いの場において、対等な関係になりつつある証拠でもあった。

「このまま続けても少しずつ不利になっていくかもしれません。一撃まともに喰くらえば終わる可能性もある。正直なところ、勝つには決め手が必要ですね」

「……『やみ』はどうかしら」

　こことは別の異空間に放り捨てるのであれば、確たしかに鱗うろこの厚さなど問題にならないだろう。

　しかし、果たして上手うまくいくか。

「あいつを吞のみ込める大きさのものを作れますか？　おまけに相手は飛ぶ」

　人間と違い翼で脱出することが可能な以上、術の相性が悪い。

「そうね……難むずかしいかも」

　既に殆ほとんどの煉れん術じゆつを試してしまっている。

『ほのお』は甲殻の表面を焼いただけに留とどまった。『いばら』に至ってはひと暴あばれで引きちぎられて終わり。『つらら』や『とげ』のような、物理的に硬い攻撃はかろうじて通じるが、それも柔らかい場所を的てき確かくに突ければの話。唯一、ある程度効果があったと思われたのは『いかづち』だが、それも足止め程度。翼と表皮が避雷針の役割を果たして電撃を逃がしてしまう。連続で当てればまだ可能性はあるにせよ、おいそれと連発できるほど単純な煉術ではない。

　強いて収しゆう穫かくを挙げるとすれば、相手が未知の存在ではなくなってきたことくらいだろうか。

　どういう動きでどういう攻撃を繰くり出してくるのか。どこが柔らかくてどこが硬いのか。どのくらいの速さで動くのか。どの程度の速度まで反応できるのか。そういったことが観かん察さつによって見えてきた。幸いにも相手は獣けもの、わざと手加減するということを知らない。故に、向こうの実力についてはある程度把握できつつあった。

「どうかしら、フォグくん。私のイパーシは」

　やや離はなれた場所で戦いを傍ぼう観かんしていたトリエラが楽しそうに問うてきた。

　廃はい墟きよと化した喫茶店テイーハウス、その屋外席テラスの椅い子すにゆったりと腰掛けて、まるで観客のようだ。

「手て強ごわいですね、さすが、と言ってもいい」

「あら、ありがとう」

　地面に落ちて割れた陶杯カツプ──『使徒』の襲しゆう撃げき前まえにリチャードが使っていたものだ──を拾って弄もてあそび、お茶が出てこないのを残念がるような仕し草ぐさをしてから微笑ほほえむ。

「この子はね、私が作った中でも特に、あなたたちに合わせて設計したのよ。ユヴィオールが持ってきてくれた情報を見ながら、できるだけアルトさんの攻こう撃げきに耐えられるようにね」

　ただの戯ざれ言ごとだと聞き流すところだったが、科白せりふの一部に違和感がある。

　気付き、眉まゆをひそめる。

「待ってください。『作った中』？」

　まさか──。

　フォグの疑問に、トリエラは頷うなずく。

「あら、言ってなかったかしら？　そうよ。匍都ハイトは今、私の子供たちで溢あふれ返っているわ」

「……っ！」

　そんなことが、と。背筋に氷が差し込まれた気すらした。

　可能性としてはあり得る話だった。しかし、この龍ドラゴンがあまりに巨大かつ常じよう識しき外はずれだったせいで、これ一頭きりだと思い込んでいたのだ。

「あとどれだけ、こいつのような化け物が？」

　隠す気もないようで、返答はあっさりとしていた。

「あなたたちと戦っている龍ドラゴンに加えて、三つ首犬ケルベロス、鳥獣王グリフオン、それから蛇鶏バジリスクの群れ。短期間での生産は本当に大変だったのよ？　っと、まあいいわ。苦労話は置いておいて」

　いや、べらべらと喋しやべる理由はむしろ、

「あなたたちのお仲間がどれだけを対処できているかはわからないけど、鳥獣王グリフオンが向かっているお城なんかは守る人がいなくて大変なんじゃないかしら」

「城、ですって……!?」

　こちらを焦じらせるために、他ほかならない。

　リチャードは幸い『レキュリィの宴うたげ』が保ほ護ごしてくれている。もちろん『特区シテイ』にも化け物が差し向けられていることは考えられるが、カルブルックたちが護ご衛えいしてくれている以上はまだ安全なうちだろう。問題は、王城にいるであろう人たち。

「イオ。お父とう様さま、マーガレット」

　アルトが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。その三人はアルトにとってすぐに思い出せる大事な存在であると同時に、アルトが重要に思えるすべての者たちだった。

「大丈夫です、アルト」

　恐れるように震ふるえ始めた少女の手を、反射的に握った。

　強く、さっきフォグが励ましてもらった時のように。

「こいつを片付けてすぐに城へ向かえば、間に合います」

「でも……」

「焦ったら相手の思う壺つぼです。そうなれば僕たちだって危うい。だから落ち着いて。……それに城は匍都ハイトでも一番強固な要よう塞さいなんですから。そう簡かん単たんにやられはしませんよ」

　イオは塔の地下に逃げ込めばいい。王とマーガレットは王宮守しゆ護ごの結界がある。故に、こちらの考えるほど危き機き的てき状況ではない──もちろん、楽らつ観かんはしていられないにせよ。

　鳥獣王グリフオンとやらがどれだけの大きさでどれほどの化け物なのかが問題だ。もしこの龍ドラゴンよりも強大だったとしたら、結界煉れん術じゆつを破れるほどのものであったら。

　そう考えると落ち着けなくなるが、今は不安を表に出している場合ではない。

　アルトは唇をぎゅっと咬かんだ。

　泣きそうな顔を俯うつむかせ、耐えるように息を吸い、そうして顔を上げる。

「わかったわ」

　顔は晴れない。恐怖は払ふつ拭しよくできていない。それでも瞳ひとみには再び決意の色が浮かんでいた。

「まずは勝つ。いいですね」

　笑ってみせる。頷うなずいたのを見てから手を離はなし、再び短刀を構えた。

　あまり悠長に構えていられなくなったのは事実だが、もとより時間をかければそれで倒せる相手ではない。長期戦が不利であることは変わらないのだから、一刻も早く勝しよう機きを見み出いだしけりをつけるだけだ。そうして城へ向かい、王城を守る。

「アルト、十分です」

　身を屈かがめ、戦せん闘とう再開の準備をしつつフォグは言う。

「十分間、僕がひとりであいつの相手をします。その間、気力を整ととのえておいてください。……『きりさめ』が使えれば、勝機も出てくる」

　具体的な策がある訳ではなかった。

　が、『きりさめ』が使えるのと使えないのとでは、戦術に大きな差がある。現状で打つ手が見えない以上、まずは戦況を『きりさめ』が使用可能なところまで持っていくしかない。

　幸い、煉れん獄ごくの毒気を喰くらい続ければフォグの体力は無限に近い。こうしてアルトの傍そばで休んだだけでもだいぶ回復できている。

　あとは、龍ドラゴンの一いち撃げきを喰らわないこと。即死や手足を欠損しないこと。

「ふふ。頑張ってね、フォグくん」

　割れた陶杯カツプを弄もてあそびながら、トリエラが背後から挑発してくる。

「最悪の場合、私を人質に取ってみるというのはどう？　その子は私を親みたいに慕ってるの。ひょっとしたら止まってくれるかもね」

「止まらなかったらどうするんです？」

「そりゃあ、私も死ぬだけよ」

　当然ながら、そんな狂った方法を試すつもりは寸すん毫ごうもない。何より、トリエラの妄言は時じ間かん稼かせぎだ。相手をしている暇があるものか。

　身を沈め、両足に力を込めた。

　龍ドラゴンが敵意を察し、ぐるると喉のどを鳴らす。

　傍かたわらに立つアルトの身体からだから立ち上る花の香りを吸い込み『消失点カイナ』を発動させ──フォグは再び、赫あかい巨きよ軀くに向かって身体ごと飛び込んでいった。
















　久しぶりにくぐる城門は、以前のような荘そう厳ごんさを失っているように見えた。

　先に放った鳥獣王グリフオンが外がい壁へきを無む惨ざんに破は壊かいしてしまっていたせいか。それとも、衛えい兵へいたちがその場に倒れ伏してしまっているせいか。或あるいは──単に自分の感情が、昂たかぶっているせいか。

　ユヴィオールは、自分の鼓動が早くなっているのを感じていた。

　道中でシュナ＝ウィエナの死体を見た。結界煉れん術じゆつを見事破壊できたはいいが、城門の衛兵と同じように高こう濃のう度どの毒気を浴びそのまま事切れてしまったようだった。いかな煉術師とはいえ、老ろう齢れいの弱った肺はい腑ふではさすがに耐えられなかったらしい。

　彼の死を悼いたむ気持ちはあったが、骸むくろを弔とむらうことはしなかった。シュナが作ってくれた時間を有効に活用することこそが餞はなむけだと思った。

「しかしこりゃあ、思った以上にひでえな」

　隣となりを歩くレイド＝オータムが、周囲を見渡して苦笑する。

　衛兵はもちろん、たまたま城にいた貴人、果ては中庭で飼われていた魚や野鳥まで。毒気にやられた者たちの死体があちこちに散見される。

　警けい護ご詰づめしていたらしい煉術師たちもちらほら見掛けた。こちらはさすがに生きていて、ある者は苦しそうに座り込み、ある者は惨状におろおろとし、ある者は倒れた者を介護していた。もちろん、見掛け次第殺しておいた──王宮守護特務の結界煉術師たちも同様に。

「この先も同じようなことになってんじゃないだろうな？」

　中庭から王宮へ繫つながる扉を前に立ち止まり、問うてくるレイド。

「大丈夫ですよ。結界の内側は無事なはずです」

　結界煉術を解除した際の毒気は、境きよう界かい線せんの外側へ向かって放出される。どんなに巨大であってもその原理は変わらないはずだ。

「まあ、無事じゃなければないで、問題はないんですがね。手間が省けるだけです」

「は、それもそうか」

　無む駄だ話ばなしをしながら扉を押し開け、王宮へと足を踏み入れた。

　中は静かだった。そもそも鳥獣王グリフオンの襲しゆう撃げき以前から人が少なかったらしい。

　元々、それを計算して騒さわぎを起こしたというのもある。

　議ぎ員いんたちの失しつ踪そう事件を起こしたことで、臆おく病びような貴族連中が匍都ハイトから郊外に逃げた。これにより必然的に、王城へ出入りする者の人数も減少。護衛の衛兵や王属軍は『引ひき裂さき魔ま』事件以降慢性的な人員不足が続いているが、先日から王弟リチャードが囮おとり捜査で外出しているせいで、ただでさえ少ない人員がそちらに割さかれていた。更には城へ襲来した鳥獣王グリフオンの存在。残った煉術師たちがあれに対処しない訳にはいかない。

　つまり何もかもが、ユヴィオールの計算通りということだ。

　王宮を囲む回廊にも、玉座の間がある二階へと続く螺ら旋せん階段にも、人の気配けはいはなかった。

　ただしこれに関しては人員不足が原因ではない。恐らく残存兵力が玉座の間に集結し、王を守ろうとしているのだ。さすがに彼らは選えりすぐりの手練てだれたちだろう。

「準備はいいですか？」

　階段をゆっくり上りながら、レイドへ問いかける。

「何人いるんだろうな。五十人とかか？」

　相棒は吞気のんきな調ちよう子しで薄うす笑わらいなどを浮かべている。

「そこまではいないでしょう。せいぜい三十人ほどですかね」

「はは、たいして変わらねえじゃねえか」

「つまり三十人だろうと五十人だろうと相手にはならない、と？」

「まあな」

　あっけらかんと頷うなずく。謙けん遜そんする気はないようだ。

　無む論ろん、王属軍を侮あなどっている訳でもない。

「よっしゃ」

　螺ら旋せん階段の行き着いた先、扉の前に立つ。

　見上げるほど大きな、城の装飾に比しても一際豪ごう奢しやな両開きの扉だ。

「派は手でにぶちかますかね、大将」

　レイドが右腕──液体金属でできた義手『アイリスの五番』を掲げた。肌はだ色いろの擬ぎ態たいが解け、鈍にび色いろの表面が露あらわになる。続いて裏側に亀き裂れつが入り、ぱかりと開きながら割れて広がる。棘とげのごとく伸びた五指と併あわせて見れば、胴体の平たい蜘蛛くものようだった。

　掌てのひらの側、つまりは『アイリスの五番』の内部それ自体にびっしりと描き込まれた複雑な紋様は、煉れん術じゆつ陣じん。展開することで繫つなぎ合わされ、完全な形となる。

「この前は結局試せなかったんだよなあ、これ。あの坊主のせいでよ」

「大丈夫、今は誰だれもあなたの毒気を喰くう者はいませんよ」

　腰に差した長刀を、鞘さやから引き抜いた。

「勢いで王まで殺さないでくださいね」

「保証はできねえな。何せ、実戦じゃ初めてだ。……そっちこそどうなんだ？　その得物は」

「さて、これも実戦は初めてですから」

　剝むき身の刃やいばを眺める。

　ごく緩ゆるやかな弧を描く細身で、長さはおよそ一米メートル。

　白はく濁だくした半透明の刀身は磨すり硝子ガラスか、或あるいは朝あさ陽ひを受けて輝かがやく湖面のようだ。

「知っているかい、レイド」

　そのいっぷう変わった刃を見詰めながら、ユヴィオールは言った。

「遥はるか東の国では古来、王は鹿しかに喩たとえられたそうだよ。剣と血による下げ克こく上じようが当たり前だった時代……王位の簒さん奪だつは、狩りにも似た娯楽だったのかもしれない」

「なるほど、じゃあこれからやるのは鹿撃ちって訳かい」

　冗じよう談だんめかすレイドに、笑って返す。

「ああ。まずは私が、茂みを揺するとしよう」

　柄つかを持つ手に力を込め──扉に向けて軽く振るった。

「……ふむ」

　結果に、思わず目を見開く。

　鋼鉄製の扉が、するりと斬れた。

　腕に残るのは軽く、薄うす絹ぎぬを裂くような手て応ごたえのみ。

「ひょお、おっかねえ」

　レイドが肩を竦すくめると同時、分断された鉄てつ扉ぴがゆっくりと向こう側へ倒れていく。

　鼻をつく白びやく檀だんの香りは、王のおわす聖域に焚たかれた高貴な空気。

「よし、鹿しか撃うちの前に兎うさぎ狩がりだな。……王様、初めまして、元気かい!?」

　レイド＝オータムが煉れん術じゆつの起動しかかった右腕を振り上げながら、不ふ遜そんに玉座の間へ入っていく。傍かたわらを通り過ぎていく彼からは、白檀香を搔かき消すほど強い血と鉄の匂においがした。

　それに安あん堵どと無粋を覚えながら、ユヴィオールもまた王室へと土足を踏み入れる。

　──さて、この白檀を血と鉄に染めようか。
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　同じ頃ころ、キアス＝メネレックは後宮にいた。

　城の一階、王宮の最奥部にして玉座の間のほぼ真下。王族の女性たちが住まう区域である。

　通常時であればキアスのような伯はく爵しやく家けごときが足を踏み入れることの許されない場所はしかし、最低限の護ご衛えいすらおらずまるで無防備な状態だった──というよりも、後宮を護まもるべき近衛このえたちが全員、キアスとは逆に城の外へと逃げ去ってしまっていたのだ。

　これは、半ば偶然であり半ば必然だった。

　衛兵たちは完全に混乱していた。お伽とぎ話ばなしの化け物が城の周りを飛び回って暴あばれているという常じよう識しき外はずれの異常事態に加え、守護結界が破られるという前代未聞の出来事が重なった故だ。

　化け物の話が近衛兵たちに伝わったところで、王宮の外にいた近衛長が毒気を浴びて昏こん倒とう、指揮系統が麻ま痺ひ。結果、化け物の凶報を最後に伝令が途と絶だえてしまう形となり、兵士たちは恐慌状態に陥ってしまった。

　王室警けい護ごの近衛兵が敵を前に逃亡など、本来なら許されるはずもない。しかし数カ月前から続く変事により王属軍が慢性的な人員不足に陥った結果、近衛兵たちは使命感も薄うすければ経けい験けんも少ない新米揃ぞろいで、多くは下級貴族の次男坊や三男坊だった。強力な守護結界に当て込んで、最も厚くせねばならない王宮が手て薄うすになってしまったのは皮肉でしかない。

　これは、結局のところ王家の権威など現代においてはそんなもの、という証左でもあった。

　絶対王政の時代とは違い、国の主権は市民とそして議ぎ員いんたちに分散して与えられている。そんな状態では必然的に、命を賭として王室を護まもろうという者も少なくなってしまう。

　ユヴィオールによって周到に演出された混乱と、国の置かれた情勢。それらが幸と不幸に折り重なった結果──キアスは王女の寝室まで、苦く難なんなく辿たどり着く。

　最初に彼を見み咎とがめたのは、部へ屋やの前に控えるお付きの侍女メイドふたりだった。

　ひ、と声をあげて脅おびえたように立たち竦すくむ。

　無理もない。王女のお付きは下働きの平民とは違って箱入りの貴族令れい嬢じよう。後宮に見知らぬ男が入ってきたというだけで卒倒してしまい兼ねない。

「ど、なたです、あなたは？」

「キアス＝メネレック。伯はく爵しやくだ。王女から手紙を受け取って参上した」

　名乗るが、震ふるえる目をきょろきょろとさせるばかり。

「……お前たち、外が今どうなっているのかわからないのか？」

　重ねて問うが、反応は変わらなかった。

　無理もない。化け物の話はさっきまでキアスも知らなかったのだ。

　泡を食って逃げていく近衛このえたちの会話が洩もれ聞こえ、それで事情を知った。俄にわかには信じがたいものだったが、ずっと断続的に響ひびいてくる地鳴りのような音は充分に危き機き感かんを煽あおるものだったし、ここまで王宮内に人ひと気けがないのであれば何にせよ異常事態には違いない。

　──近衛兵ども、後宮に変事の報告すらせず逃げ出したのか。

　騎き士しの風上にも置けない愚物どもめと唇を咬かんだ。

　それでも、王女は大丈夫だ。自分がいるのだから。

「姫様！　私です、キアスです！」

　侍女メイドたちを無視して扉を叩たたいた。

「ここは危険です！　逃げましょう！」

「……キアス様？」

　何度か扉を叩くと、奥から怖おず怖おずとした声がある。

「どういうことですか。何故なぜあなたがここに……」

　彼女の返答に微かすかな違和感を覚えた。

　そもそも手紙で呼びつけたのは王女であって、だから「何故ここに」と問われるのはおかしいではないか、と。だが「中庭で逢あう約束なのに何故後宮まで来たのか」という意味だろうと思い直す。キアスは手紙が王女からのものだと完全に信じきっていた。

「お約束を違たがえてここまで来てしまいすみません！　ですが、非常事態です。城の外で化け物が暴あばれているそうで……いえ、信じられないかもしれませんが……」

　自分でさえまだ半信半疑な情報だったせいで、言葉が濁にごる。

「しかし、自分が衛えい兵へいに止められることなくここまで来ている、それをお察しください。変事が起きているのです。ここにいては姫様の御おん身みも危ないと思い参上しました！」

　半ば叫んでいた。語るほどに言葉が熱ねつを帯びていく。

　キアスは必死だった。ただ、マーガレットの──愛いとしい人の身を案じるがために。

「お願ねがいします、開けてください！　せめて顔をお見せください！」

　拳こぶしを強く打ち付ける。相手が脅おびえてしまうかもしれないということにも気付かずに。

　やがて、扉を叩たたくこと、五度。

「わかりました、キアス様」

　──彼にとって幸運だったのは。

　マーガレットがまだ年若く、国政に深く携わっていなかったことだった。そして悳とく国こく王子暗殺の報を受けて狼ろう狽ばいし、国内情勢に関して無む頓とん着ちやくになってしまっていたことだった。

　つまり彼女は、メネレック伯はく爵しやくが国家反逆罪に問われていることを知らなかった。キアスが犯罪幇ほう助じよの可能性ありとして謹きん慎しん中ちゆうの身であることを、知らなかった。

　王女にとってキアス＝メネレックは──あの舞ぶ踏とう会かいの夜に自分を助けてくれた、信頼できる幼おさな馴な染じみのままだったのだ。

「どうぞお入りになって、話を聞かせてください」

　扉が開く。愛しの姫君が怖おず怖おずと顔を覗のぞかせる。

　久しぶりに目にするマーガレットは少しやつれていた。キアスは思わず抱だき締しめそうになる衝しよう動どうをどうにか抑えながら、落ち着いた態度で一礼し、笑った。

「ありがとうございます、姫様」

　尊敬する亡き祖父からの、いかなる時も紳士たれという教えに、忠実に。

「どうかご安心を。僕が必ずや、あなたをお護まもりします」
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　カルブルックが傷を受けたのは右手首だった。

　それは彼が剣を操あやつっていた利き腕だ。

　もちろんカルブルックの技量からすれば、たとえ左腕一本であろうとも戦せん闘とう能力は些いささかも落ちない。『アイリスの七番』は使用者の意志を伝えて自在に動く剣であり、そういう意味でもたかがかすり傷程度は何の障害にもならないだろう。

　ただし、たかがかすり傷であればの話だが。

「ひひ、残念ですわね！　残念でしたわね」

　イーサ＝ドレインがまるで老婆のような声で嗤わらっていた。身体からだを歪ゆがめて背を曲げる仕し草ぐさも同様で、容姿の美しさに似つかわしくなく、むしろおぞましさを助長する。

「あなた、もうお終しまいですわ。この子たちの毒はとてもとても素敵すてきなの！　さあ慌てなさいな。慌てて無様ぶざまに転がってくださいな。ふふ。……ひひ、ひひ、ははは！」

　それは狂気の末か、或あるいは孤独な育ちの故か。

　重犯罪者として父親を喪うしない、所領を没収され、密ひそかな援助を頼りにただひとりで生きる──手入れすらままならず日々廃はい墟きよとなっていく旧ドレイン屋や敷しきで、国と王家への怨えん嗟さを胸に、父親と幻げん獣じゆうたちの喪に服したまま十年間を過ごした結果なのだろう。

　もちろん、今は彼女に同情などしている場合ではない。

「カルブルック、どうだ？」

　御者座に腰掛けたまま、レキュリィは執事バトラーに問う。

　背には冷や汗があった。しかし態度には出さない。

「少々困りましたな」

　老ろう執しつ事じもまた、言葉とは裏腹に表面上は落ち着いていた。

　服筒ズボンの腰に巻いていた革帯ベルトを抜き取り、自分の上腕をきつく縛しばって血流を止める。一連の動作はまったく淀よどみなく、かつ素早すばやかった。毒を受けた咄とつ嗟さの対応としては完かん璧ぺきだろう。

　もちろん、そんなものは応急処置にすらならない。どんなに血流を縛ってもいずれ毒は回る。即効性なのか遅効性なのか、どういう破は壊かいをもたらすのか。

　さっき見た死体を思い出す。同じく蛇鶏バジリスクの毒でやられたと思おぼしきもの──皮ひ膚ふが赤黒く変色していたのを見るに、神経毒だけではなく出血毒も含まれている可能性が高い。

「……レキュリィ殿」

　隣となりに座ったリチャードは焦しよう燥そうに青ざめていた。いかなる時でも堂々たる態度を取れるというのは施政者としても王族としても必要な能力だが、この状況でそれを求めるのはさすがに酷だろう。彼は自分と違い、カルブルックに絶対の信頼を置いている訳ではない。

「大丈夫だ、殿下」

　故にレキュリィがすべきは、尊大な態度を取り続けることだった。

「儂わしの執事バトラーは、この程度でどうこうなる男ではない。そうだな？」

「無む論ろんです、奥様」

　カルブルックは立ち上がった。

　一刻も早く処置しなければ毒が全身を回るであろう状況で、そうなってしまえば自分はもちろん主と王弟の命もないであろう状況で──焦る素振りすら微み塵じんも見せず、堂々と。

「ひひ、ひ？　……何です、その態度は？　面おも白しろくありませんわね」

　頰ほおを引ひき攣つらせたまま、嘲ちよう弄ろうの笑えみを浮かべていたイーサが舌打ちした。

「ひと咬かみだけでは足りませんでしたか？　でしたら、もっと……」

「いえ、さすがにもうごめんですな」

　無む碍げに言い捨てて、執事バトラーが左腕を振る。

『アイリスの七番』は利き腕でなくともまったく同様に──いや、それ以上と思えるほどの精せい確かくな動きを見せた。

　残っていた蛇鶏バジリスクたちが瞬しゆん時じに撃うち落とされていく。

　毒を受けた刹せつ那なの攻防で斬きり殺した一匹を除けば、残った数は八。瞬まばたきするよりも短い間で、それらがすべて石畳に転がる。

「な……っ」

　イーサは眉まゆをひそめた。何匹かはまだ絶命していないだろうがそれでも深ふか傷でを負ったのは間違いなく、これでは追つい撃げきで毒を与えることができないと悟ったのだ。

　だが、彼女の予想はまだ甘い。

　カルブルック＝ティーウェという男のことを、侮あなどり過ぎている。

　すべての蛇鶏バジリスクを打ち据えたのとほぼ同時、執事バトラーは跳ちよう躍やくした。

　静から動へ、稲妻と見み紛まがうほどの所作。馬の背から地面へと降り立ち『アイリスの七番』を放り捨て、手近に倒れていた蛇鶏バジリスク、比較的小さな身体からだをした一匹をぞんざいに摑つかむ。

　まだかろうじて生きているそいつは手の中で暴あばれるが、首を握られていては逃げられない。

　摑みながら地面を蹴けり、地面を蹴りながら蛇鶏バジリスクの首を強く絞り、首を強く絞りながら頭を指先で押さえて器用に嘴くちばしを開けさせ、そして。

「失礼致します」

　短い言葉は、イーサの耳に届いただろうか。

　そいつの口を無む理り矢や理りに、イーサの手首──袖そで口ぐちの中へと押しつける。

「……え？」

　首が絞められていたのを急に解放されれば、畜生とて慌てるも道理。蛇鶏バジリスクはさっきまで慕い寄り添っていた主の手首を嘴で咬かんだ。

　数秒の後。

　黒装束の淑しゆく女じよは、自らの腕から流れる血の意味に気付いて錯さく乱らんした。

「ひ。あ、あああああ！　ああああああああっ!!」

　さっきまでの落ち着いた佇たたずまいから一転。金切り声をあげて踞うずくまった。

「毒！　毒がっ！　わたくしの身体に、汚らしい毒がっ」

　もはや彼女に余裕はない。

　髪を振り乱し、薄帽ヴエールが頭から落ちるのにも気付かずに袖をまくり、蛇鶏バジリスクに咬まれた傷口を露あらわにする。「何てこと！　何てことですの！　この下衆げすが、畜生が！　わたくしを……飼い主を咬むなんて、出来損ないの屑くずめ！　急がせたのが間違いだった！　急がせて造ったからこんなこと、こんなことに、畜生めが！」続いたのは罵ば倒とうだった。さっきまではあれほどまで愛いとおしそうに撫なでていた蛇鶏バジリスクに、ありとあらゆる下品な言葉を吐き捨てる。

「おやおや。それがぬしの本性か」

　レキュリィの皮肉は聞こえていないようだ。

　イーサはきいきいと喚わめきながら裙スカートをまくり上げる。

　露あらわになった太ふと腿ももには革紐ベルトが結ばれていて、透明な硝子ガラス管かんが取り付けてあった。

　軟木コルクで栓をされ中に透明な液体の入ったそれが細い指に摘つままれたと同時。

　カルブルックはいつの間にか再び手にしていた『アイリスの七番』で、

「……再度、失礼」

　硝子管を搦からめ、奪い取る。

「っ、あ、ああああ……何を!?」




　──まさにすべては、カルブルックの描いた算段通りだった。




「返せ！　それはあっ！」

　絶叫するイーサを無視し、彼は悠々と馬車まで歩いて戻ってくる。そうして硝子管をレキュリィに渡すと、自分の右腕を差し出した。

「奥様、頼めますかな」

「ふん、主をこき使うか。ぬしも偉えろうなったものよな」

「面目次第もありません」

　軽口を叩たたきながら、レキュリィが護ご身しん用ようの短刀をひらつかせる。柄に仕込んだ鍵けん器きの引き金を操そう作さし『愚者の石グラクシール』で煉れん術じゆつを起動。

　第だい五ご冠かん相当の、ごく初歩的な医い療りよう煉術──『血尖針エルノ７』。

　短刀の形状が変化し、先が枝分かれする。内部に細い管を持った針と、薬品を吸い上げる小型の喞筒ポンプ。医者たちの間では当たり前のように使われているその金属加工煉術は、硝子管の中に入っていた血清を、カルブルックの体内へとわずか数秒で流し込んだ。

「ふむ。……これで助かりましたな」

「そうすぐには効くまい。しばらくは調ちよう子しが悪いやもしれん。城まで休んでいろ」

「いやはや、本当に面目次第もありません」

「きぃぃぃぃぃっ！　返せ！　返しなさい！　それを！　わたくしにぃ！」

　地面に膝ひざを突いたままの姿勢でイーサが叫んでいた。血を吐くような、切せつ羽ぱ詰つまった声だった。主を心配したのだろうか、もはや虫の息だった蛇鶏バジリスクの一匹が弱々しく這はいずりながら足あし許もとへと寄っていく。が、彼女は見向きもしない。悔し紛れに拳こぶしを石畳へと打ち付けるのに巻き込まれて蛇鶏バジリスクの胴体が潰つぶれてもなお、気付いた様よう子すもない。

「……驚おどろいたな」

　リチャードが心底からの表情で感嘆する。

「きみは彼女が解毒薬を持っていることを知っていたのか？」

「あくまで可能性ですな。確たしかめてみる価値はありました」

　毒を使う者が、その解毒手段を手て許もとに用意している可能性は極めて高い。何らかの間違いで自分が毒を受けた時に対処する必要があるからだ。

　もちろん、最初から体内に抗体があるという線せんもあった。頭の螺子ねじが完全に外れていて、解毒剤など持ち合わせていないことも考えられた。結果的にイーサ＝ドレインは、その点に関してはまったく定石通りの、常じよう識しき的てきな思考を持っていたということになる。

「もし血清がなかったらどうするつもりだったのかな」

　さすがに育ちのいい王族にとっては想像の埒らち外がいにある攻防だったと見えて、半ば啞あ然ぜんとしたまま質問を重ねるリチャード。

　対する返答はこともなげだった。

「はい。その時は、毒の回る前に腕を切り落とせば済む話ですな」

「……なるほど」

　王弟は絶句し、それから観かん念ねんしたように笑って肩を竦すくめた。

「レキュリィ殿が落ち着き払っていた理由がよくわかったよ」

「買いかぶりです。私は腕をなくさずに済んで安あん堵どしている臆おく病びよう者ものですよ。……さて」

　カルブルックは振り返り、イーサの方へと視線を戻す。

「もう血清は残っていないと見えますが、如何いかが致しますかな」

　さっきまで煩うるさいほど繰くり返していた激はげしい罵ば倒とうは既にない。踞うずくまったままの姿勢で苦しげに呼吸を荒くしている、無様な女の姿がそこにあった。

「ひ。か……はっ。たす、たすけ……」

　喉のどを押さえながら石畳を搔かき毟むしり、それでも舐なめるようにこちらを見上げてくる。

　漆しつ黒こくの装いは乱れに乱れ、ぞんざいにぶちまけた墨汁インクのようにも見えた。

「イーサ＝ピル＝ドレイン」

　馬車の上、御者座に腰掛けたままに、リチャードは言った。

「きみの境遇に同情しないではない」

　さっきまでの態度とは一転、冷れい徹てつとも言えるほど荘そう厳ごんで、冷酷ともとれるほど高貴なそれは──私情を完全に押し殺した、為い政せい者しやとしての顔だった。

「十年前、私の袖そでを摑つかんで離はなさなかったきみの姿を思い出すよ。あどけなく可か憐れんだった」

　言葉だけを見れば人情味がある。が、声音に一切の感情は見られない。内心はどうあれ、彼は氷のような威圧を、鉄のような不ふ遜そんさを演じていた。

　同情や慈悲に意味などない。

　何故なぜならリチャードに、彼女を生かす気はないからだ。

「私はイーサ＝ピル＝ドレインという少女の記き憶おくを、あのままに留とどめておこうと思う。可愛かわいらしく無邪気な笑顔えがおだけを覚えておこうと思う」

「い、や。たすけ。なぜ、わたく、しまで。……ゆるさない」

　もはや意い識しきは朦もう朧ろうとしているようだ。体内の毛細血管が壊こわれ、陶とう磁じのように白かった肌にも黒みが差している。傷口の処置をした訳でもなく、カルブルックのように強きよう靭じんな体力を持っている訳でもないのだから当然のこと──毒が回るのも早い。

「許されようとは思っていない。王家の、為い政せい者しやの歴史は血に塗まみれている。そんなものにいちいちかかずらっていては、私は生きていけない」

　リチャードは馬車の鞭むちを打った。毒を鼻はな面づらに浴びた一頭も既に落ち着きを取り戻している。毒が体内に入らなかったのか、それとも人間よりも抵抗力があったのか。数刻後はわからないが、しばらくはまだ働いてもらえそうだ。

「さらばだ、イーサ。せめて私はきみのことを忘れない。それが手た向むけになると信じている」

　その言葉にも、感情は込められていなかった。

　本当に彼女のことを忘れるつもりがないのか、本当に忘れないことが手向けになると思っているのか、どちらともに真偽は読み取れない。

　だがリチャードの手た綱づなを持つ手は、微かすかに震ふるえていた。

　車しや輪りんがイーサ＝ピル＝ドレインの傍かたわらを過ぎる。彼女はまだ微かに震え、何事かを呟つぶやいていた。それが怨えん嗟さなのか命いのち乞ごいなのか懺ざん悔げなのかはもうわからない。

「思わぬ時間を食ってしまった。城へ急ごう」

　王弟の呟きが、轍わだちの音に混じって消える。

　難なん儀ぎなものだなと、レキュリィは小さく溜ため息いきを吐ついた。背後を振り返ると、死にかけた蛇鶏バジリスクどもが最後の力を振り絞り、哀れな女の周りに集つどっているのが見えた。
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　行く先を塞ふさいで立ちはだかったキリエを、グイード＝レレイスは無表情で睥へい睨げいした。

　それは彼がキリエに対して、もはやいかなる期待をも抱いていないことを意味していた──道具としても、敵としても、障害としても、遊び道具としても。

　当然だろう。三つ首犬ケルベロスに襤ぼ褸ろ切きれのように遊ばれ、抵抗もできないまま引き裂かれるような無様を見せたのだ。彼にしてみれば路傍の石ころが邪じや魔まな場所に転がっているに等しい。

　だがキリエ自身、その評価を甘んじて受けるつもりはない。

「どこへ行くの？　まだ終わってないわ」

　不敵に笑えんでみせる。

　グイードは眉まゆをひそめて、言った。

「遊びたいのならば、次の満月を待てばいいではないか」

　つまり──増殖限界が再び更新されてから挑んでこい、という進言。いや、侮ぶ蔑べつだ。

「待てると思うの？　次の満月までに、あなたは死んでるかもしれないじゃないの」

「そうかもしれんな」

　強化煉れん術じゆつは寿命を著しく縮ちぢめる。本来は華きや奢しやで戦せん闘とうの心得もないグイードのような者があれだけの力を発揮するには、筋力や反射神経はもちろん、動体視力や心肺機き能のうも強化しているはずだ。反動は使った煉術の量に比例する。半端ではない負荷があるだろう。

　これはつまり、グイードが術を使うだけで自滅へ突き進んでいるということでもある。

「神話を思い出したの」

　キリエは肩を竦すくめて、穏おだやかに語り始めた。

「伎ぎ国こくのものだったかしら。登場人物の名前は忘れてしまったけど、三つ首犬ケルベロスが出てくる話よ。蛇に咬かまれて死んだ恋人を連れ戻すために冥めい府ふへ行く、吟遊詩人の話。……知ってる？」

「興きよう味みがないな」

　返事はつれなかった。

「異教の伝承などを覚えるために割さく頭は持っていない。それに、この化け物が異教徒どもの神話に出てきたところで、下げ賤せんな道具であることは変わらんよ」

「そう。あなたはそうよね」

　あの話を本当に知らないのか。それとも、聞いたことはあっても覚えていないのか。

　或あるいは、知っているが思い出す気もないのか。

　だがその傲ごう慢まん故に、お前は敗北を喫することになるのだ。

「……／……を／槌つちに……」

「ん？」

　グイードが首を傾かしげて周囲を見渡した。微かに聞こえたのだろう。

「寄る辺……に／渾こん……とん、と／累せよ」

　再び、声。さっきよりはやや大きい。キリエの耳にも届いた。

「誰だれだ？」

　それが人間の声であるということには思い至ったようだ。が、声が洩れ聞こえたことの意味は理解できていない様よう子す。人間の耳と脳は、断片的に聞こえた『声』を、意味のある『文章』だと思い込み、無む意い識しきに意味を見み出いだそうとする。故に気付けない。

　意味など最初から、ないということに。

　そうだ。意味などない。煉獄の毒気へ干渉する言霊に、文章としての意味はない。

　キリエにはひとつひとつの言葉がはっきりと聞き取れていた。

　というよりも、その言葉はキリエ自身が発していたものだったからだ。

「災さい禍かに惑い／惑いに縁よすがを／其そはひと筋の／怨えん嗟さを抱け」

　キリエは呟つぶやいた。三つ首犬ケルベロスの後方、さっきグイードに内臓を潰されて虫の息のキリエが。

「病を捲まき／重ねて去れ／憂うれいを拾い／淀よどみて去いね」

　三つ首犬に全身の骨を砕かれたキリエが死にかけた状態で呟いた。

「恍こう惚こつに入りて底なし沼よ／瞠どう目もくを経て滄そう海かいの雫しずくよ／四十六の軛くびきを遵じゆん守しゆせよ」

　三つ首犬の爪に臓腑を引き裂かれたキリエが息も絶え絶えに呟いた。

「淫いん靡びなれど／淫いん猥わいなれど／猥雑なれど／貞てい淑しゆくの名の許もとに／経血を捧ささげよ」

　三つ首犬の体当たりで内臓を破裂させられたキリエが意識も朦朧と呟いた。

「寄せて／返せ／骸むくろは花に／花は腐肉に／腐肉は蝶ちように／蝶は擂すり鉢ばちに」

　三つ首犬によって胴体から真っ二つに引き裂かれたキリエが譫言のように呟いた──。

　キリエの得意とする、言こと霊だまの集団詠えい唱しようによる高位術式の即時発動だった。

　術者は先の戦いで分裂した十人のうち、即死を免まぬがれた五人。

　起動している術式はふたつ──ひとつは単純なもので、さっき既に発動を終えている。現在詠唱で紡いでいるのは、最初の術式が用を終えた後に使う次の一手だった。

　本来ならばもっと長大な編へんが必要なものだが、創成に際して原料を用意することで必要な言霊を大幅に圧あつ縮しゆくしている。その原料とはつまり、血。

　即死した四人と、術者五人の身体からだから溢あふれ出る、キリエ自身の夥おびただしい血だ。

「……貴様、何かを企たくらんでいるのか？」

　こちらの態度がおかしいことにようやくグイードが疑問を持った。だが視し線せんは無傷で目の前に立っているキリエに向いている。背後で死にかけているキリエたちにではない。

「もう遅いわ」

　顎あごで、グイードの隣となりにいる三つ首犬ケルベロスを指し示した。

「あなたが興きよう味みないと切って捨てた神話、内容を教えてあげる」

　三つ首犬ケルベロスはいつの間にか四つ足を曲げ、石畳に伏せている。

　身体から力を抜き、三つの頭を地面へ付くほどに下げる。

　三つの顎すべてが大きな欠伸あくびをし、六つの瞼まぶたすべてがゆっくりと降りていく。

「まさか……」

　気付いたようだが、既に遅おそい。




「恋人を取り戻すため冥めい府ふへ行った吟遊詩人はね……行く手を阻はばみ立ちふさがった地獄の番犬を、竪たて琴ごとを弾き歌を紡いで眠らせたのよ」




　第だい六ろつ冠かん術式『黄昏の歌エレンテイーナ１』。

　医い療りようによく使用される、麻酔薬の創成という単純な煉れん術じゆつだ。キリエは三つ首犬の胃に収まっていた自身の血をそれに変換させた。もちろん、濃のう度どを極限まで高めた上で。

「っ……目を覚ませ！」

　血相を変えて三つ首犬ケルベロスを殴りつけるグイード。効果があるはずはない。麻酔の威力は第だい三さん冠かん術式にも匹敵するほど高めてある。いかに規格外の猛もう獣じゆうといえども抗あらがえるはずはない。それでも、昏こん倒とうしてもおかしくないのにゆっくりと眠りについているのはさすがと言えるが。

　──まあ、万が一でも起きられたら困るから、次の手を打っているのだけど。

「グイード様。後ろをご覧らんになってくださるかしら？」

　既に起動は終えた。創成も完了した。

「なん、だと」

　背後を振り返ったグイードがそれを認め、驚きよう愕がくに後じさる。

「第だい一いつ冠かん術式『伽藍舞シユラヴイナ５』」

　キリエは笑い、それの名を呼ぶ。

　深しん紅くの液体でできた、巨大な刃やいばを。

　長方形を斜めに断ったような──傾斜した刃のついた台形、つまりは断頭台ギロチンに使われているものとまったく同じ形の斧おの。違うのは長さおよそ三米メートル、幅一米メートルという大きさと、

「知っているかしら。それはね、仮想生命なの」
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　生きていて、術者の意志に連動して飛び回るという性質を持っていることだ。

　血を原料にしない場合、必要な言こと霊だまはキリエの詠えい唱しようしたもののゆうに三倍。本来なら五人どころか数十人でようやく起動できる規模である。圧倒的な破は壊かい力りよくを誇る上に高速飛行と自由操そう作さが可能なこともあって、戦略兵器相当の第だい一いつ冠かん位術式と定められている。

　現世に留とどまっていられる時間は保もって一分だが──充分な時間だ。

　右腕を掲げ、操作を開始した。

　まずはグイードではなく、眠りについている三つ首犬ケルベロス。

　断頭台ギロチンさながらに刃やいばを立て、頭部目掛けて上空から真まっ直すぐに落下させる。

　石綿のような剛毛と筋肉の鎧よろいに覆おおわれた太い首も抗あらがえなかった。刃の部分は高速で細かく震しん動どうしており、触れただけで岩をも削り斬きる。無む論ろん、無防備に寝ていては避けようもない。

　三つの首が石畳に転がった。断だん末まつ魔まの悲鳴すらなく地獄の番犬は息絶える。

「おのれがぁ！」

　ついにグイードは激げつ昂こうした。キリエを敵として、障害として再び認めた証あかしだった。

　敵意と怨えん嗟さがない交ぜになった表情で睨にらんでくる。当たり前だろう。神の名の許もとに異教徒へ鉄てつ槌ついをくだすための武器を──有用な道具を奪われたのだから。しかも自分が切って捨てた、無価値であるはずの道具の手によって。

　籠手ガントレツトを装着した両腕を構え、向かってくる。

　怒りのせいか拳こぶしは大振り、先ほどと違い迎むかえ撃うつのに苦はない。

「は……かかってらっしゃいな、司教様！」

　キリエは自らに『剛力トルク３』を発動し、身構えた。

　真っ直ぐ放たれた右拳の一いち撃げきを、頭の上で両腕を交こう叉ささせて受け流す。続いて腹部に突き入れられた左拳は体勢が崩れているため勢いが落ちている。故に、身を捻ひねって躱かわす。

　躱しざまに身体からだを反転させながら回まわし蹴げり。グイードの脇わき腹ばらへと直撃する。

　肋あばらの折れる感触が、脛すねに伝わってきた。

「ぐ……っ、おおおお！」

　怒りに任せたままグイードは構わずに突っ込んできた。急きゆう場ば凌しのぎに治ち癒ゆ煉れん術じゆつでも使ったか、或あるいは痛覚を麻ま痺ひさせたのか。どちらにせよ徒いたずらに寿命を縮ちぢめるだけだ。

　生命というのは、そんなふうに無む駄だ遣づかいするものじゃない。

　逆上の結果として生命を削るなどという愚行、殉じゆん教きようにもほど遠い。

　つまり──この男も所しよ詮せん、人間なのだ。

　異教徒を討うつとか信仰の証として身を捧ささげるとか神の名の下に敢あえて罪を犯すとか、そういった崇すう高こうな大義名分がなければ生命を無駄遣いすることすらできない。死というのはそんなに重いものではないのに。もっとくだらない、もっと無為な、もっと無益な、ただの現象。自ら破滅へ進むのならば、虚むなしさ以外の何も残らない愚行なのに。

　──たとえば、こんなふうに。

　体当たりをわざと躱さずに受け止める。

　血を吐きながら落ち葉のように吹き飛ばされつつ、薄うすく笑えんだ。

「喰らえ」

　言葉と同時、キリエの身体からだが針で突いた護謨ゴム鞠まりのように破裂した。

　あらかじめ仕込んでおいた煉れん術じゆつによる自じ爆ばく。

「な……っ!?」

　血ち飛沫しぶきが、手足が、内ない臓ぞうが、辺りに飛び散りグイードの視界を覆おおう。骨の破片が高速で吹き飛んで皮ひ膚ふを打つ。咄とつ嗟さに腕で顔を防御するもそれこそが致命的。

「ねえ、グイード様」

「いつかみたいに」

「抱いてあげるわね」

『伽藍舞シユラヴイナ５』の言こと霊だまを詠えい唱しようさせつつ密ひそかに増殖させていた三人が、背後からグイードの身体からだに縋すがり付いた。ひとりは足、ひとりは背、ひとりは腕。当然、極限まで身体強化術式を重ねてある。一分後には反動で血を吐いて絶命するほどに強く。

　グイードが喉のどから悲鳴を絞り上げた。

　足の腱けんが千切れる音が聞こえた。内臓の潰つぶれる音が聞こえた。腕が折れる音が聞こえた。

　そして拘こう束そくされた彼の目前に浮かぶのは、こちらに狙ねらいを定めた断頭台ギロチンの刃やいば。

　キリエたちの血を、生命を無む駄だ遣づかいして創成された──無む機き物ぶつの形をした仮想生命。

「教えてあげる、グイード＝レレイス」

『伽藍舞シユラヴイナ５』の傍かたわら、石畳に広がった青の水から出現しつつ、四人めのキリエが不敵に笑えむ。

「これが生命を無駄遣いするってこと。私は信仰もなければ信念もなく、ただ面おも白しろ半分に自分の死を弄もてあそぶのよ……理解した？　人造人間を舐めるな、人間風情が」

「き、さま。貴様が、貴様ごときが、邪じや魔まするのか！　私の。私の信仰を、私の殉じゆん教きようをっ！」

　その絶叫に、グイードへ縋り付いた三人のキリエが順番に笑んだ。

「そうよ、信仰など無意味、殉教ですらない。あなたはここで無駄死にするの」

「だからせめて、私たちが一いつ緒しよに死んであげるわ」

「そうね、私たちが案内人よ。神の祝福を受けずに生まれた畸き形けいの魂が、ね」

「あなたは私たちに連れ去られるの。天国にも地獄にも行けないわ」

「天国でもなければ地獄でもない、神様とはまるで無関係な底なしの暗いどこかへ」

　そこを仮に──煉獄とでも呼ぼうか。

「やめろ、やめろお！」

「駄だ目め」

　グイードの前に立ったキリエが腕を振り、上空に浮かんだ『伽藍舞シユラヴイナ５』を操そう作さした。

　血の断頭刃は風を裂きながら振るわれた。斜め上から高速で、角度を付けての襲しゆう撃げき。

「やめろ、やめろ、やめろやめろやめろやめろおおおおおおおおああああ、ぎぁ！」

　断末魔は無様で、神こう々こうしさや崇すう高こうさなど欠片かけらもなかった。たぶん、神への祈りも。

　巨大な刃やいばはまったく無慈悲にグイードの胴体を──三人のキリエと一いつ緒しよに切断する。

　石畳に転がる八つの肉。

　人間だった欠片かけらがふたつと、人造人間ホムンクルスだった欠片が六つ。ごちゃごちゃに入り交じった肉片たちへ、解除された『伽藍舞シユラヴイナ５』が血液に戻って雨のごとく降り注ぐ。その背後には首を刎はねられた三つ首の化け物と、累々と折り重なるキリエの死体たち。

　──このおぞましい光景のどこに、神の存在があるというのか。

　すべてを無慈悲に見下ろしながら、ひとり残ったキリエは唇を咬かんだ。

「さよなら、グイード様。あっちで私と仲良くしてね」




　餞はなむけの言葉は誰だれに向けてのものだったのだろう。

　人造人間ホムンクルスは眉まゆを歪ゆがめながら拳こぶしを握り、それでも嘲ちよう弄ろうの表情で、孤独に笑った。
















　眼がん下かで繰くり広げられた一連の戦いはあまりにおぞましく、現げん実じつ離ばなれし過ぎていた。

　これは幻なのかもしれないという疑念すら生まれた。利き目を失ったが故に、残った左目が冥めい府ふの光景を映し始めたのではないかという妄想すらあった。

　集合住宅の屋上で、キリエの戦いを茫ぼう然ぜんと見下ろしていたニーナ＝スレイジだった。

　下が騒さわがしいのに気付いたのはついさっきのことだ。屋上の縁へりまで這はっていって下を覗のぞき込んだのは、右目をくり抜かれた痛みと絶望から逃とう避ひするためでもあった。

　無む意い識しきの目もく論ろ見みだったが、それは見事に成功する。

　右目のことなど吹き飛ぶほどの凄せい惨さんな地獄が、顕けん現げんしていた。

　まずは黒い巨きよ軀くを持つ化け物──三つ首犬ケルベロス。神話の世界にしか存在しないはずの空想の生物が、現実に吠ほえ、唸うなり、暴あばれ回っていた。

　それを従える男に立ち向かっているのは、さっきニーナの大事な利き目を奪ったあの憎らしい人造人間ホムンクルス──キリエ。最初は一方的に殺されていたが、先ほど凄すさまじい煉れん術じゆつを発動して三つ首犬ケルベロスと男を惨殺し終えたところだ。

　すべてが信じられなかった。この世の光景ではないと思った。この匍都ハイトは自分が生まれ育った街だ。慣なれ親しんだ故郷だ。それがあんなもので汚されていいはずがないのに。

「うひゃー、すっごいねー」

　と。

　唐突に自分の耳みみ許もとから聞こえた声にびくりとして横を向く。

　とんがり帽子に黒い外套コート。頰ほおに描かれた涙滴の紋様。

　いつの間にここへ来たのか、ティ・キ＝ライムがニーナの隣となりに座り込んでいた。

「あなた……」

「さすが人造人間ホムンクルスだなあ。あんな戦い方見たことないや。面おも白しろいな、うん」

　地獄の広がった地面を指差してけらけらと、実に楽しそうだ。

「ねえ、ニーナは全部見てたの？　あれ」

　こちらを向いて無邪気に問いかけてくる。

　ニーナが右目を失っていることは、気付いてもいないかのように無視していた。本当に気付いていないはずはない。恐らく、どうだっていいのだろう。

　彼女の倫理感に違和感と怒りを覚えないではない。が、ティ・キのような人物に介抱や慰なぐさめを求めるのはそもそも無む駄だであるし、何より、今はそんなことを責めている場合ではない。

「ティ・キ＝ライム。人造人間ホムンクルスよりも、もうひとつの化け物の方が問題です」

　起き上がり、胸の革紐ベルトに取り付けてあった小物入れから包帯と当て布ガーゼを取り出す。自分の右目をそれらで応急手当しながら、怪け訝げんな顔のティ・キに言った。

「下で死んでいる三つ首犬ケルベロス……あれは煉れん禁きん術じゆつで造られた生物ですね」

　ニーナも煉術師だ。すぐに見当は付く。

　そして煉れん禁きん術じゆつがいかに罪深いかということも、充分以上にわかっている。

　自分が眼球を抉えぐられたことなど、これに比べれば何でもない。何故なぜならこれは最大の禁きん忌きを犯すと同時に、匍都ハイトを破は壊かいしかねない大罪だからだ。たとえ右目を──利き目を失った身であったとて、瑩えい国こくに住まう煉れん術じゆつ師しである以上はこれに抗あらがわなければならないと思う。

「冗じよう談だんではありません。幾ら私たちを捕ほ縛ばくすることができないからといって、幾ら人手が足りないからといって……仮にも王家があんな化け物を使うなど、許されることではない！」

　怒りとともに、正義感とともに吐き捨てた。

　傍かたわらに落ちていた愛銃を拾い上げて抱き寄せる。包帯を巻いてもなお疼うずくことをやめない右眼がん窩かに火が点ついたようだった。狙そ撃げき手しゆとしての生命を絶たれたに等しい自分がどれだけ役立てるのかはわからないが、それでも匍都ハイトを護まもるため、自分はユヴィオールに──、

「あのさー、ニーナ」

　熱ねつに浮かされるような激げつ昂こうに冷や水を浴びせたのは、吞気のんきなティ・キの呼びかけだった。

　吞気というよりも、きょとんとした不ふ思し議ぎそうな顔だ。

「何言ってるの？」

　そんなことを問うてきた。

「何、って。あなたも見たでしょう、あの三つ首犬ケルベロスを」

「いや、見たけどさ」

「煉禁術で創成された禁断の生物です。あんなもの、生まれてきてはいけない」

「うん、そうだね。まあ、そうだよね。……だから？」

　だから？　ではない。以前から思っていたが、この娘は少しおかしい。倫理感が欠如している。彼女はやはりユヴィオールの仲間に相応ふさわしくないのではないか。

「あ、そうか！　そういうことか」

　咎とがめるように睨にらみ付けていると、ティ・キが不意に、閃ひらめいたような表情へと変わる。

　得とく心しんとともに両手を叩たたき、魔ま女じよの装束を纏まとった少女は言った。

「ニーナはさ、つまり、そう思ってるんだね」

「……え？」

　言葉の意味がわからず、今度はニーナがきょとんとする。

　立ち上がり、破顔するティ・キ。

「なるほどねー。確たしかにそう見えないこともないよね！　あのおっきなわんこが私たちの敵で、人造人間ホムンクルスちゃんがわんこと戦ってるってことは……王家が煉禁術であのわんこを造って街に放ったってことか！　私たちと人造人間ホムンクルスちゃんを仕留めるために！」

　何がおかしいのだろう。

　お腹なかを押さえてくすくすけらけらきゃらきゃらと、かしましいほど哄こう笑しようする。

「あはははは！　おっかしい！　そう考えちゃうんだ！　そういうふうな頭なんだ！」

　そしてひとしきり、思う存分に声を張り上げた後──ティ・キは表情を唐突に変える。唇を引き結び、細くしていた目を開け、無表情に近い顔でニーナを見下ろしてきた。

　しゃがみ込み、両手で膝ひざに頰ほお杖づえを突いて、接せつ吻ぷんできるほどの距きよ離りに顔を近付け、

「あのね、ニーナ。きみ、おかしいよ」

　そう、言い放った。

「は……？」

　精神に欠陥があると見下していた相手に異常扱いされたことへの怒りよりも、何故なぜそう断じられたのかに対する疑問が濃こい。呆あつ気けに取られているニーナへ彼女は茫ぼう洋ようと、それでいて冷れい徹てつさを感じるほど無む機き質しつに語りかける。

「きみも知ってると思うけど、私の頭は狂っている。でもね、狂っているけど、何が悪くて何が悪くないかくらいはわかるよ。私たちがしているのがとってもとっても悪いことってくらいわかるよ。ユヴィがとってもとっても悪い奴だってことくらい、わかるんだよ」

「ユヴィオール、様は……」

　悪い奴やつ？　そんなはずがない。何故なら彼は堕落した王家と腐敗した政治を糾ただすために戦っているのだから。正義でこそあれ、悪なはずがない。

「きみみたいなのが一番罪深いよ」

　ティ・キは断言した。

　空虚で無表情な視し線せんで、ただ軽けい蔑べつだけを声こわ音ねに込めて。

「いいことと悪いことの区別が付かない。自分がいいことをしている側にいると思い込んで、それをまったく疑おうとしない。そうして、自分の正しさを勝手に周囲に強要するんだ。それは罪だよ。いいとか悪いとかを超えたところにある、駄目なことだよ」

　ニーナにだけではなく、どこか遠くにいる誰だれかに向かって、吐き捨てるように。

「私のお父とうさんやお母かあさんだった人たちと、ニーナは同じだね。自分が正しいと思い込んでるんだ。だから、自分の都合に合わないことを認めない、受け入れない。あのね、教えてあげる。信じられるかどうかはわからないけど、教えてあげるよ」

　そうして。

　ティ・キ＝ライムは再び、唇の端に笑えみを浮かべた。

　だがそれはさっきまでと違ってどこか禍まが々まがしさのある、どこか人間らしい──つまり憎しみと嘲あざけりを入り交じらせた、女の情念を感じさせる笑顔えがおだった。

「幻げん獣じゆうを造ったのはユヴィだよ。そしてユヴィはもうね、きみのこと要いらないって。私でいいの。ユヴィと一いつ緒しよに悪いことをする女の子は……私だけでいいんだよ」

　ニーナの身体からだががくがくと震ふるえ始めた。

　彼女の言葉は認められない。受け入れられない。噓うそに決まっている。そう思うのに、何故か震えが止まらない。心が乱れていく。記き憶おくの一番大切な部分に焼き付けていた、あの人の笑顔が──ユヴィオールの笑顔えがおが、急に思い出せなくなる。

「じゃあね、ニーナ。私、ユヴィに頼まれごとがあるから行くね」

　皮肉に聞こえた。お前ではなく自分の方がユヴィオールに大事にされているんだ、という。

　ティ・キ＝ライムはまるで妖よう精せいのように、集合住宅の屋上から跳ちよう躍やくする。

　落下した先にいるのは人造人間ホムンクルスであるキリエと、人造の化け物である三つ首犬ケルベロスの死体。彼女の言う頼まれごとというのはあれらに関係しているのだろうか。ユヴィオールは自分のことなんかよりも、煉れん禁きん術じゆつで造られた禁きん忌きの生物たちが大事なのだろうか。だとしたらやっぱり、彼があの生物を創成し、匍都ハイトを破は壊かいしようとしたのだろうか。

　疑問が次々に浮かんでは消えていく。

　何故なぜだか真冬のように寒い。ニーナは両腕で身体からだを抱だき締しめた。震ふるえは収まらなかった。

　それはつまり、自分の中にある絶望が確たしかなものであることを意味していた。
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　王城へと到着してすぐ、レキュリィたちは異変に気付いた。

　むしろ一いち目もく瞭りよう然ぜんだったと言った方がいい。それほどまでに、王城は変わり果てていた。

　まずは外見。外がい壁へきのあちこちが崩れ、十年ほど手入れなしに放置したかのような惨状だった。屋根の一部は崩落し尖せん塔とうの幾つかは中途から折れ、つい半日前まで纏まとっていたはずの絢けん爛らんと荘そう厳ごんは、頽たい廃はいと無惨に取って代わられてしまっている。

　城の中は更に酷ひどかった。詰めていた衛えい兵へいやたまさか訪れていた貴族たちの死体があちこちに転がっている。何人かは斬きり殺されていたが殆ほとんどは外傷がなかった。血を吐いている者が多い。中庭の池には魚が腹を見せて浮いている。つまりは高こう濃のう度どの毒気による即死。

　城の無音は普ふ段だんとまったく違う不ふ穏おんさをしんと響ひびかせていた。

　王宮の守しゆ護ご結界が破られたことは、もはや明らかだった。

　遠目に城が見え始め、外壁の損傷に気付いた瞬しゆん間かんから三人ともがまったく言葉を発さなくなった。無言で馬車を急がせ、城門へ乗り入れ、そうして衛兵たちの死体に目を見開く。前代未聞の変事──間違いなく瑩えい国こく史しに残るであろう凄せい惨さんな悲ひ劇げきが起きていることへの焦りと恐怖があった。真っ先にどこへ行くべきなのかは全員が承知していた。

　王宮を突っ切り、二階へと続く螺ら旋せん階段を上る。

　一段ごとに、近付くにつれて濃こくなっていくのは血の匂におい。三人の足が速まる。走りだす。王宮内で全力疾走するなど、王室典てん範ぱんに照らし合わせれば重罪であるにも拘かかわらず。

「くそっ……」

　リチャードが吐き捨てた。王族にあるまじき下品な言葉だったが咎とがめる者はいない。

「くそ、何てことだ……何てことだ！」

　階段を上りきる。扉は鮮あざやかな刃物で切り裂かれたかのように破は壊かいされていた。

　もはや血の匂においは臓ぞう物もつ臭しゆうと形容すべきほどに濃こく、加えて白びやく檀だんの香りとそれから妙な焦げ臭さが混じり合って、吐き気を催すほどの異臭となっている。

　冗じよう談だんではない、とレキュリィすらもが思った。この国で最も神聖不可侵である場所から──こんな臭においがしていいはずがない。

「陛下……兄上！　兄上っ！」

　絶叫とともに玉座の間に飛び込むリチャード。

　レキュリィとカルブルックが続けて到着する。

　三人を出迎えたのは、狂乱の爪つめ痕あとだった。

「っ……く」

　口くち許もとを押さえた王弟を誰だれが責められよう。むしろ嘔おう吐としなかったことを賞しよう賛さんすべきだ。

　玉座の間には、あちこちに死体が転がっていた。

　数はわからない。何故なぜならそれらは血ち溜だまりに浮かぶ肉塊であって、人間として数えられるほどに原形を留とどめていなかったからだ。

　かろうじて死に方だけはわかった。二種類──幾片かに分断された死体と、焼け焦げた死体とに大別できる。剣で斬きり殺されたのと、煉れん術じゆつか何かで焼き殺されたのと。

　中身の入った鎧よろいの欠片かけらや柄つかを握る腕のくっついた刀剣などがあちこちに落ちている。つまりこれらは、王を守しゆ護ごせんがためにここへ集つどった王属軍たちの成れの果てだった。

「一番乗りはきみたちか」

　声があった。

　血でところどころがどす黒く染まった絨じゆう毯たんの奥、つまり王のおわすはずの玉座、その手前。

　ひとりの人間が、レキュリィたちを歓迎するように待っている。

　もはや誰何すいかするまでもない。

　一連の事件すべての首しゆ謀ぼう者しやである、

「ユヴィオール＝カタシェレティス……！」

　感情の読めない目をした、薄うす笑わらいの似合う青年であった。

「陛下は、兄上はどこだ！」

　リチャードが再び叫んだ。落ち着きなどとうに失われている。周囲の惨状も見えていない。ただ最も大事なもの──絶対に死守しなければならない人物の安否だけを求めて。

　だがそれは状況を鑑かんがみれば、絶望的なことだった。

「陛下、か」

　ユヴィオールは悠長に両腕を広げた。

「国で最も高貴な血筋の当主であり、国家の象徴。政まつりごとの中心におわす装置」

　そのうちの片手に、何かを持っている。

「なかなかの人物だったよ。護ご衛えいたちが殺されていく中、ひとり逃げることなどせずずっと鎮ちん座ざしていた。狼狽うろたえたり命いのち乞ごいしたりなどもまったくしなかった。自分の運命を理解し、王としての威い厳げんと尊厳をまったく損なうことがなかった。……見事と言っていい」

　ぞんざいに摑つかまれているのは亜あ麻ま色いろの頭髪。垂れているのは長く伸びた顎あご鬚ひげ。

「あに、うえ……」

　瑩えい国こく国王、トーマス＝ミル＝ラエの首が、そこにあった。

　両目は閉じられている。穏おだやかな表情をしていた。苦く悶もんや憤ふん怒ぬ、後悔など微み塵じんも感じられない。ユヴィオールの言う通り──玉座まで攻め込まれ護衛も失ったのであればここで散るのが自分の運命だと、恐らくは覚悟を決めて死んだのだろう。

「あ。ああ、……」

　リチャードが膝ひざを突く。唇を震ふるわせる。

　彼にとっては血を分けた兄であり、命を賭として護まもらなければならない君主でもあった。それが自分の留守中に殺されたとなれば心痛はどれほどだろう。

　だが、王弟への同情も彼の感情も、今この場、この状況下では危険な障害にしかならない。

「……カルブルック」

　レキュリィは短く執事バトラーを呼ばった。言葉で伝えるまでもなく彼は命令を理解する。

「殿下、失礼を」

　リチャードの横にかがみ込み、肩を抱きながら首を手しゆ刀とうで打つ。驚きよう愕がくに目を見開いたのも一いつ瞬しゆん、すぐに彼は昏こん倒とうしてくずおれ、カルブルックに抱き上げられた。

「なるほどいい判断だ」

　国王の首をぞんざいに放り捨てながら、ユヴィオールが肩を竦すくめる。

「王弟殿下に暴あばれられてはやりにくくなる、ということか」

「然しかり、だな」

　実際、この男の分析通りの判断だった。

　リチャードは王族であり政治家である。

『使徒』どもの襲しゆう撃げきや蛇鶏バジリスクとの戦いに付き合うことになったのはあくまで例外と成り行きであって、本来はこんな刃にん傷じよう沙ざ汰たを見るべきではない。

　加えて、彼は国王の死を目まの当あたりにして狼ろう狽ばいしていた。心中は察するに余りあるが、余りあるが故にこのままにしておく訳にはいかなかった。平常心を失えばどんな行動に出るかわからないし、それをユヴィオールに付け込まれてリチャードまでもが殺されてしまうなどという悲ひ劇げきが起きては、ますます取り返しの付かないことになる。

　もちろん、彼を気絶させた理由はもうひとつある。

「ユヴィオール＝カタシェレティスよ。ここまでをしでかしておいては、もはや語ることもあるまいな。儂わしにも問いたいことはない。何が目的だなどとは尋きくまい」

「おや、私の動どう機きを知りたくないと？　レキュリィ殿にあるまじき浅せん薄ぱくだね」

「……黙だまれ」

　かつて、ユヴィオールのいない場所で彼に対して怒りを露あらわにしたことがある。

　人々を上うわ面つらの妄言で誑たぶらかし、本心を見せぬままに笑って使い捨てる者──と。

　その憤いきどおりは変わらない。が、この男は今に至るまで、こんな惨事を引き起こしておいてなお、本心を見せぬままに笑っている。

　ならば、もはや語り合ったところで何の意味があろう。

　腰帯の奥に差していたものを引き抜いた。

「ぬしの事情など知ったことか。いかに崇すう高こうな目的があろうと関係ない。王殺しの大逆を犯してまで成し遂げなければならぬことなど、どのみち人の手に余る」

　指に挟み込んだそれは、赤い液体の入った試し験けん管かん。

「貴様は儂わしがこの手で、直じき々じきに殺してくれる！」

　レキュリィは叫んだ。

　それは彼女の偽らざる本音であった。

　だが同時に、疑念を確かめるための一手でもあった。

　試験管の栓を引き抜き、中身を床へと振りまく。

　カルブルックは既に顔を背けている。リチャードは昏こん倒とうさせてある。故に、これを目にするのは自分と、それからユヴィオール＝カタシェレティスのみ。

　大理石と絨じゆう毯たんに散らばった『供犠の血トロメア』が、紅ぐ蓮れんとなって燃もえ上がる。

　羽根のように舞まい散り木の葉のように踊り、炎のように輝かがやく光。目にした者の眼がん球きゆうから経けい絡らくを駆け上り、脳へと到達して魂を灼やき焦がす。

　人間の魂は決して無事ではいられない。何故なぜならこの光は人の魂が持つ形に反応するからだ。無事でいられるのは、たとえば獣けものや鳥、魚。

　それからレキュリィのような、人間とは別の魂を与えられた存在──。

「ふむ。綺き麗れいだね。それがきみの奥の手かい？　……『第三円トロメア』」

　ユヴィオールは炎を前に、穏おだやかに笑っていた。

　愉快そうに、燃え盛る紅蓮の光を涼しげに、じっと眺めていた。

　苦しむ様よう子すはまったくなかった。

　やがて炎が勢いをなくし、大気に溶けて消きえ失うせるまでを見届けても──彼の薄うすら笑いは微み塵じんも変化なく、視し線せんは炎の消えた後の床を興きよう味み深ぶかげに眺めるのみ。

「なるほどな」

　レキュリィの疑念は、確かく信しんへと変わる。

「まったく面めん倒どうなことだ。これで……貴様の目的を問とい質たださねばならなくなった」

　以前から、ひょっとしたらという思いはあった。

　一方で、勘違いではないかと考えてもいた。何故なぜならこの男はどうにも、自分たちとはどこか雰囲気が違っている。フォグに、キリエに、レキュリィに共通する、己おのれの背負った運命に対する覚悟が──ある種の誇りのようなものが──まったく感じられない。

　もちろん、勘違いであってくれた方がよかった。

　事情も尋きかぬままに殺せていればどんなに楽だったか知れない。苛いら立だちと憤いきどおりに任せて魂を灼やき首を刎はね、それでお終しまいにできたのであれば、何も考えずともよかった。理由のわからない狂人の所業だと思考を停止できたのに。

　だが、そうもいかなくなってしまった。

　レキュリィには理由ができた。

　この男が何故こんな所業を行ったのかを問い、知る必要がある。そうしなければならない。何故なら、妻は──夫の子がしでかしたことに対して、責任を負うものだからだ。

『供犠の血トロメア』の炎を目に焼き付けて魂が無事な人間などいるはずがない。

　そしてこの力は、同じ人造人間には効果がない。

「……こんなところにいたか、『第四円ジユデツカ』」

　レキュリィは憤りと敵意をいっそう強め、ユヴィオールに吐き捨てた。

「我らが弟よ。貴様、何故このような暴ぼう挙きよに出る？」

　ユヴィオールは──人造人間ホムンクルスは、薄うすく笑えんだまま。

　あくまで穏おだやかに、あくまで他た人にん行ぎよう儀ぎに、レキュリィを挑発する。

「じきにわかります。ですが、まだだ。まだ役者は揃そろっていない……せっかくだから、きょうだいたちが一堂に会すのを待ってみませんか？」

「感動の対面になるとでも思うておるのか？」

「さて、どうでしょう。それはあなたたち次第かと思いますよ。まあ、どのみちそちらは待つ他ほかにない。何故ならあなたとそこの執事バトラー殿は、私に勝てないからです」

「……試してみるか？」

「試してみてもいいのですか？」

　柄つかに手を遣やったユヴィオールを睨にらみ返す。

　自分の執事バトラーを侮辱されたことが苛立たしい。

　が、一方で、これに乗る訳にはいかない。

　ただでさえこちらは気を失ったリチャードを抱えているのに、当のレキュリィもこと戦いに関してはまったくの無力である。足手まといがふたりいる中では、いかなカルブルックとて単身でこの男を仕留めきれそうにない。

　先ほど蛇鶏バジリスクに受けた毒のこともある。早めに血清を打ったとはいえ幾ばくかは身体からだを蝕むしばんでいる。決して万全ではないはずだ。

　──よもや、すべてがこやつの掌てのひらの上ではあるまいな。

　こちらに不利な条件ばかりが重なる中で、レキュリィは唇を咬かんだ。

　彼の提案通り、待つしかなかった。少なくとも長兄であるあの少年と彼の姫君がいれば、こちらにも勝しよう機きが見えてくるはずだった。
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　それと同じ頃ころ、レイド＝オータムは玉座の間を離はなれて一階へと下りていた。

　レキュリィたちの到着に合わせた訳ではもちろんない。結果としてすれ違う形になっただけであり、或あるいは運が悪ければ、階段などでばったりと出くわす可能性もあっただろう。

　もちろんレイド本人も、玉座の間へ客人がやって来たことに気が付いていない。

　だが、いずれあの場に集まるべき者たちが集まってくるということだけは既に知っていた。というよりも、ユヴィオールから聞かされていたのだ。

　そういうことになる、と。

　正直なところ、彼の目もく論ろ見みはすべてが順じゆん調ちように進み過ぎていて、気味が悪くすら感じる。

　もちろん、一から十まで水も漏らさない計画を立てていた訳ではないだろう。細かいところはすべてその場任せだし、脇わき道みちに逸それることだってあった。

　故に──恐ろしいのは、気味が悪いのは──そういった細かなところを現場任せにし、寄り道もしておいてなお、結果のすべてが望む結末に進みつつあるということ。そして、ユヴィオール自身がその過程を楽しんでいるということだ。

　それは圧倒的な手腕のなせる業か、或いは預言でも授かっているのか。

　初めて会った時のことを思い出す。

　国外にいたレイドに、丁てい国こく法王庁を通じて接触してきたユヴィオールはこう言ったのだ。

　──近いうちに、あなたのやった殺人事件を超える騒そう動どうを起こしてみせます。

　それを達成した時の条件として、仲間になるよう言われた。レイドは面おも白しろ半分に受けた。

　高たかを括くくっていた。十年前に匍都ハイトを恐怖のどん底に叩たたき落としたこの『殺さつ戮りく博士はかせ』様の所業を、あんななまっちろい若造が超えられるはずがない、と。

　結果は、ご覧らんの通り。ユヴィオールはイパーシ＝テテスとかいう似非えせ人造人間ホムンクルスを使って見事『引ひき裂さき魔ま』事件を演出、匍都ハイトを再び恐怖の坩堝るつぼと変えた。

　しかも結果的に見れば、その『引き裂き魔』事件すらも、今日きようこの日のための布石に過ぎなかったのだから恐れ入る。レイドだけではなく、トリエラ＝メーヴによる幻げん獣じゆうたちも、あの事件がなければ造ることはできなかっただろう。更に言うなら──丁国法王庁の間諜としてレイドが情報を横流ししたことで、グイード＝レレイスも引っ張り出せたという訳だ。

　まったく、本当にすべてはあいつの思う壺つぼだ。

　気味が悪い。気味が悪くて、面白くて仕方ない。

　こうなるとわくわくしてくる。自分のやったことが煉れん術じゆつ方程式のようにぴたりと枠に嵌はまり、それが思わぬ方向に繫つながって転がっていくのだから。もう最後まで、言われた通りに動いてやろうと思う。結果、死ぬことになったとしても。

　当面のレイドの役目は──あの玉座の間に集まるべき者たちのうち、こちらが呼ばなければ集まりそうにない者たちを連れてくることだった。

　一階の回廊を巡り、正面の扉を開けて奥に進む。

　そこは王家の女性たちが住まう男子禁制区域。つまり、後宮である。

　正直なところ、頼まれた時にはふたつ返事で引き受けた。高貴なご婦人たちが暮らす女の園を拝おがめるとはまったく男おとこ冥みよう利りに尽きる、と。

　だがいざ足を踏み入れてみると、これがどうにも居い心地ごこちが悪い。

　空気はやけに陰気だし化粧臭いし、柱や絨じゆう毯たんの意匠も華美で落ち着かない。それによくよく考えたら、大陸の王制国家と違ってこの国は一夫多妻制ではないから、美女たちがよりどりみどりなどということはあり得ないのだ。後宮で暮らすのは王妃と王女のふたりきりで、しかも王妃は年とし増ま、王女は子供ときている。お付きの侍女メイドくらいは目の保養になるかと思ったが、いい家柄の箱入り娘ばかりらしく、こちらの姿を見るや失神などしてくれる。

　大変気分が悪い。なので、片っ端から殺すことにした。

　目当ての人物がどこにいるのかよくわからなかったので、目に付いた扉をすべて開けて確たしかめる。幾つめかの扉はやけに頑丈で当たりかと思ったが、こちらは王妃の寝室だった。生意気にも侍女メイドに槍やりなどを持たせて立たて籠こもっていたからついでに皆殺しにしておいた。

　どうせ夫ももう死んでいる。後を追わせてやるのが人情というものだ。

　そして、王妃を殺してから部へ屋やを漁あさること更に三つ。

　いい加減飽き始めてきたところで、ようやく当たりに出くわす。

　控えていた侍女メイドふたりの心しん臓ぞうを突き殺し、扉を蹴け破やぶった先。

「お、いたいた」

　部屋の隅で身を縮ちぢこまらせる年若い少女と、それを護まもるように前に立つ少年の姿があった。

「キアス＝メネレック。それからマーガレット王女殿下……だよな」

「……誰だれだ！」

　少年は詰きつ問もんしてきた。なかなか堂々としている。

　恐れを知らないのか、それとも恐ろしさがわからないのか。たぶん両方だろう。話に聞く限りでは、祖父の庇ひ護ごの下で甘やかされて育ったはずだ。

「俺おれが誰かなんて、まあいいじゃねえか。坊ちゃん、嬢じようちゃん」

　子供を脅おどす趣しゆ味みもないので、できるだけ柔らかい態度で言う。

「ユヴィオールが待ってる。ふたりともだ」

　ただし──わかりやすいほどの殺気を、込めて。

「いいな、来てもらうぜ？」

　瞬しゆん間かん。

「あ。……あ」

　キアスの両足から一瞬で力が抜け、その場にへたり込む。見ていて哀れになるくらい全身をがくがくと震ふるわせ、目に涙までを浮かべて唇を青くする。一丁上がりだ。

　ただし、背後の王女には効かなかった。どうもこちらは、他人の殺気というものに無む頓とん着ちやくで、感度が一切ないらしい。キアスが急に震え始めたのをきょとんとした顔で見ている。

「おー……こいつはびっくりだなおい。自信なくすぜまったくよ」

「っ……何ですか、あなたは」

　キアスを背後から抱だき締しめながらも、気丈に問うてくる。

　せめて外にいた侍女メイドくらいお淑しとやかであればレイドの強こわ面もてを見ただけで卒倒してくれたのかもしれないが、下手へたに気が強そうな分始末が悪い。こういう女は苦手だった。

　恐がらせるにはわかりやすく剣でも突きつけるしかないか。しかし最初に得意げに凄すごんでおいて、今更そんなみっともない真似まねをするのも格好が付かない。

　仕方なく、こっそりと右腕──『アイリスの五番』の指先を変型させる。髪の毛ほども細い糸を伸ばし、床を通じて彼女の首筋へ這はわせた。そうしておいて先端で麻酔煉れん術じゆつ『黄昏の歌エレンテイーナ１』を創成、薄うすめて注射。すぐに王女は昏こん倒とうし、深い眠りにつく。

　キアスが血相を変えた。「マーガレット様に何をした！」と、詰め寄るように叫ぶ。恐怖で身体からだが動かない状況で、よほどこのお姫様が大事なようだ。

「心配すんな、暴あばれられても面めん倒どうだし眠ってもらったんだよ」

　──これだから子供の相手は苦手なんだ。

　心中で愚ぐ痴ちを吐いた。

　ふたりとも連れてくるのが難むずかしいようならひとり殺しても構わないと言われていたからその気分になりかけるが、ユヴィオールの薄ら笑いを思い出してやめた。やっぱりあなたには無理でしたか、などと言われるのが目に見えている。癪しやくなので意地でも完遂してやろう。

　王女を肩へぞんざいに担いだ。そうしておいてキアスの腕を無む理り矢や理りに引っ張り上げる。

「いいか坊主、悪いようにはしねえ。その二本の足で立って歩いて、そうして俺おれに付いてきてくれりゃあよ……お前の大事な姫さんの安全も保証してやる」

「なんでだ。何故なぜ、僕らを!?」

「知らねえよ、そんなこと」

　本当に、知ったことではない。あいつの考えていることなど──後になってなるほどそうだったのかとわかるようなことばかりだ。

　もちろん、その感覚は嫌いではないのだが。レイド＝オータムともあろうものが、どうにもあの得体えたいの知れない男に入れ込んでしまっているらしい。

「さ、行くぞ」

　キアスの背を押し、歩きだす。玉座の間の惨状を見て気絶されないといいが、などと考えながら、やれやれと溜ため息いきを吐ついた。
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　グイード＝レレイスと三つ首犬ケルベロスの死体をしばらく眺めていた。

　どこかに埋めてやろうという気分になるかと思ったがそんな感傷はまったく湧わかなかったので、このまま放置しておくことにする。

　とはいえ、キリエには行く当てがない。

　さすがにこのままアルトとフォグのところへ戦いを挑みに行くのは無む謀ぼうだ。しかし次の満月まで待って再戦というのも、今の状況を考えると難むずかしいものがあった。恐らくあのふたりもユヴィオールの放った化け物と戦っているだろうし、そもそも匍都ハイトがこんな有様になっている以上、瑩えい国こくの情勢がこれからどうなるのか見当も付かない。

　いっそ、アルトとフォグを手伝てつだってやろうか。そうすれば少なくともあいつらが化け物に負けることはなくなる。瑩国がどうなれ、生きてさえいれば再戦は可能だろう。

　そんなことを考えている時だった。

　ふわり、と。

　上空から──恐らくは路地に面したどこかの建物の屋上から──飛び降りてきた黒い影かげがキリエの目の前に着地する。漆しつ黒こくの外套コートにつば広のとんがり帽子。お伽とぎ話ばなしに出てくる魔ま女じよのような出いで立たちをした少女だった。

　見たことがある。確たしかユヴィオールの仲間で、名前はティ・キ＝ライム。

　三つ首犬ケルベロスといいこの魔女装束といい、ユヴィオールは中世に憧あこがれでも持っているのか。そう呆あきれるが、同時にわずかな焦しよう燥そうを覚える。次はこいつと戦わされるのかもしれない。

　警けい戒かいするキリエの目前で、ティ・キは立ち上がった。

「や、こんにちは」

　外套コートの裾すそを摘つまみ、にこやかに笑ってお辞じ儀ぎをする。

　そういえばこの女、どうにも摑つかみ所のない性格をしていた気がする。肚はらの探り合いができないから始末が悪い。迷った挙げ句、単刀直入に尋きくことにした。

「何の用かしら？」

　魔女の返答はしかし、キリエに眉まゆをしかめさせる。

「ん、さあ。よくわかんない」

「……はあ？」

　──目の前に飛び降りてきておいて「わかんない」？

　これ以上ないほど率直な問いかけだったにも拘かかわらずこれか。

「あんた、ふざけてるの？　喧けん嘩かを売ってるって解釈してもいいのかしら」

「ううん、違う違う。そうじゃないよ」

　戦うつもりはないのか。ますます混乱してくる。

「だったら何の用なの？　まさか世間話でもしに来た訳じゃないでしょう」

　舌打ちしつつ睨にらみ付けた。

　するとティ・キはややあって急に手を叩たたき、

「ああ、そっか！　そういうことか！」

　勝手に得とく心しんし、頷うなずき始める。

「どういうことよ。……説明しなさい」

　頭が痛くなってきた。会話自体が通じない。これならまだアルトの方がましだ。

　もう無視してこの場から去ってやろうか、などと考えていたキリエはしかし、

「ごめんね。『よくわかんない』って言ったのは、ユヴィのことだよ」

　ティ・キの口にした──ユヴィオールの名に、再び心しん臓ぞうを跳ねさせる。

　彼女は続けた。

「きみのこと、ユヴィが呼んでるの。私は連れてきてくれって頼まれたの。でも私はどうしてユヴィがきみに会いたがってるのか『よくわかんない』。それだけだよ」

「……何よ」

　一歩後じさり、短杖ロツドを握って身構える。

「結局、単純な用事なんじゃない。……でも、お断りね」

　今更あいつが何の用だ。再び協力してくれとでも言うつもりか。冗じよう談だんではない──もはや法王庁との関係も切れた以上、ユヴィオールに与くみする理由などどこにもなかった。

「うん、ごめんね」

　魔ま女じよが再び謝あやまってくる。ただし悪びれた様よう子すはまったくない。

　それもそのはず、

「断られても連れていくよ。私はユヴィに頼まれたことを実行するだけだから」

　こちらの意志を汲くむ気など、相手には最初からないからだ。

「あ、そう。交渉決裂って訳ね」

　だったら殺し合うしかない。

　息を整ととのえた。まずは距きよ離りを取ってひとりふたり殖やす必要がある。

　もう小こ手て調しらべなどせず大規模煉れん術じゆつで一気に片を付けるか。『伽藍舞シユラヴイナ５』の再起動がいいだろう。さっき使った血液がそのまま残っているし、加えて三つ首犬ケルベロスの血も使える。

　そう思い、背後を軽く一いち瞥べつした。一瞥し──、

「……え？」

　キリエは、啞あ然ぜんとする。

　ついさっき、数分前に首を落としたはずの三つ首犬ケルベロスが、いない。

　正せい確かくには死体がなかった。

　頭部が三つ転がっているだけで、首から下がどこにも見当たらない。

「噓うそ……」

　思わず身体からだごと振り返る。

　やはり消失していた。

　あの巨きよ軀くを見逃す訳がないし視界に入らないはずもない。なのに、どういうことだ。甦よみがえって走り去ったとでもいうのか。首なし死体が？　そんな怪かい談だんあり得るものか。

「うん。そのわんこを運ぶのも、私の仕事だよ」

　三つ首犬ケルベロスの死体に気を取られていると、耳みみ許もとで楽しげな声がした。

　ティ・キ＝ライムが背後に立ち、肩に手を置いている。

「大人おとなしくしててね。どのみち、どんなに暴あばれても無む駄だなんだけどさ」

　言葉とともに毒気の香りが鼻をつく。

　同時、視界が暗転した。

「な……っ!?」

　唐突に訪れる真まっ暗くら闇やみと無音、そして失われる重力。何が起きたのかわからず反射的に手足を振り回して暴れると、身体の周囲に柔らかい壁かべのようなものがある。

　どこかの狭い異空間に閉じ込められたのだと悟った。

　つまりもとよりこいつは、自分をこうして運ぶつもりだったのか。

　出せと絶叫するも、声はどこにも届かなかった。壁を殴っても護謨ゴムのようで手て応ごたえがない。

　キリエは自分の迂う闊かつさに歯は咬がみしながら、苛いら立だち紛れに拳こぶしを強く握った。
















　迫ってくる龍ドラゴンの顎あごをすんでのところで躱かわす。

　躱しざま、肩口まで踏み込んで『アイリスの十六番』を全力で叩たたき込む。

『消失点カイナ』によって強化した筋力による力任せの一いち撃げき。刃やいばは硬質の鱗うろこを突き破り肉に到達した。が、やはり短刀の不利、急所である動脈を抉えぐるには刀身の長さが足りない。

　引き抜いて後退すると同時、振るわれた前脚が胸を掠かすめていく。後ろ脚より華きや奢しやとはいえ太く鋭するどい爪つめはフォグの腕ほどの太さがある。まともに当たれば無事では済まない。

　爪が胸元を通過したのを見計らい、再度距きよ離りを詰める。

　翼つばさをかいくぐって背中に足をかけ、跨またがるように乗ってから『消失点カイナ』を発動。湾わん刀とうの柄つかを両手で逆さに握り、振り上げて突き入れた。

　刺さる。が、これも浅い。背中に生はえた棘とげも邪じや魔ましていた。

　せめて脊せき髄ずいを傷付けることができればと思ったが届かないようだ。

　ぐぉおおおおお！　と、痛みに反応して龍ドラゴンが吠ほえた。前足を上げて翼をばたつかせ、身体からだを振ってフォグを振り落とそうとする。翻ほん弄ろうされる前に背を蹴けって脱出。反射速度を最大まで強化すればどうにか龍ドラゴンに対して後ごの先せんを取れるところまで、動きに慣なれてきていた。

　しかし、飛とび退のいて着地したのは龍ドラゴンの背後。

　丸太ほどの太さがある尻尾しつぽが風切り音をたてて薙なぎ払われた。

　躱せないと悟る。故に鍵けん器きを作動させて再度毒気を吸収、肉体と反射神経を強化。接触の瞬しゆん間かんを見切り、同じ方向に跳ちよう躍やくしつつ勢いを殺し──振り回される尻尾に乗った。

　派は手でに飛ばされる形になるが、負傷はない。そのまま民家の壁かべに激げき突とつするも、煉れん瓦がが崩れることで衝しよう撃げきが分散される。見かけほどに痛みはないし、尾の一撃を喰くらうよりは遥はるかにいい。

　もちろん、瓦が礫れきの中でじっとしてはいられない。

　人間相手であれば敢あえて動かずにおいてやられたと油断させることもできるが、敵は獣けもの。こちらが生きているかどうか本能で察知してくる。急いで起き上がった。

　民家の中は当然ながら無人だった。家主には悪いが利用させてもらおう。

　壁をぶち抜いてフォグが突っ込んだのは居間。階段を見付けて二階へと駆け上がる。龍ドラゴンがのそのそと家に向かって歩いているのを窓から確かく認にんし、そのまま飛び降りた。

「……っおおおお！」

　裂れつ帛ぱくとともに、落下の勢いを借りて龍ドラゴンの翼を──上から狙ねんう。骨組の間に張られた翼よく膜まくは蝙蝠こうもりのそれのようで、他ほかの部位に比して薄うすい。脆もろいと見た。

　向かって右側の翼。

　湾刀を振り下ろし、捻ひねりながら引き裂いた。

　龍ドラゴンが苦く悶もんの咆ほう哮こうをあげて怯ひるむのを他所よそに、フォグは着地して距離を取る。痛みで暴あばれ回っている間は動きが滅茶苦茶めちやくちやで先読みがしにくく、下手へたに仕掛けると巻き込まれる。これも何度かの攻防の末、身体で覚えたことだった。

　息を整ととのえつつ鍵けん器きの引き金を操そう作さし、毒気を喰くらって体力を回復させる。

　戦いを傍ぼう観かんしていたトリエラが、背後から大きな声で呼びかけてきた。

「おーい。私が作ってあげたそれ、役に立っているようで何よりだわ」

　まるで世間話のように楽しげに、緊きん迫ぱくした状況などまったく無視した口く調ちよう。

「お陰さまで、助かっていますよ」

　皮肉を込めて返す。ただし、効くとは思えないが。

「翼つばさを狙ねらうとはやるわね。これであの子はもう上手うまく飛べないわ」

　案の定、自分勝手に会話を進めてきた。

「離り陸りく自体は無理をすれば可能かもしれない。滑空はどうにかなるかな？　でも、風を上手く孕はらめないから羽ばたいても揚力不足だし、左右の平へい衡こうも維持できないでしょうね。ドレインの屋や敷しきからここへ来た時みたいに長距離の飛行はもう不可能か」

　龍ドラゴンの損傷を楽しげに、数式でも解くかのように分析する。

「……可哀かわい想そうだとは思わないんですか」

　思わず吐き捨てた。彼女が倫理感を捨て去ってしまっていることを改めて実感させられる。

　悲しさと不快さが同時に襲おそってくる感覚。気分が悪い。

「あなたが造った子でしょう。幼おさな馴な染じみの名前まで付けて」

　返答は簡かん潔そだった。

「そうよ。だから？」

「な……っ」

　結局のところ──もう、駄だ目めなのかもしれないと思う。

　彼女は取り返しの付かない場所まで行ってしまった。そこは一度踏み込んだら終わりの場所で、だからフォグの知っているトリエラ＝メーヴはもう、どこにもいないのだろう。

　けれど、それでも。

　たとえフォグの前にいる彼女が残ざん滓しでしかなくても、諦あきらめきれるものではない。

「せめて、僕が。僕らが止めなきゃいけないんだ」

　決意するように呟つぶやいた。

　この戯たわむれに創つくり出された哀れな龍ドラゴンを。そして、もはや決定的に違ってしまった彼女を。

　しかしフォグの感情とは裏腹に、トリエラの狂気は朗らかな笑えみを浮かべる。

「それにしても、まさかここまでやるとは思わなかったなあ」

　喫茶店テイーハウスの椅い子すから立ち上がり腕を組み、ゆっくりと歩き始める。

「この調子だとちょっとまずいわね。じわじわと押されていってる。この子が傷付こうがどうしようが知ったことではないけど、私の研究成果が無為になるのは気分が悪いわ」

　勝手なことを言いながら広場の隅へと移動し、フォグと龍ドラゴンをじろじろと睥へい睨げいし、

「……だから、とっておきを見せてあげる」

　トリエラ＝メーヴは、不敵に笑った。

「イパーシ！」

　大声を張り上げて龍ドラゴンの名を呼ぶ。

　反応して頭を向けたのに視し線せんを合わせ、手を挙げて振り下ろす。

「やりなさい！」

　フォグは身構えた。彼女の言葉が牽けん制せいや脅おどしのための虚言とは思えなかった。つまりこの化け物には、まだ見せていない何かがある。

　主の命令を理解したのか、龍ドラゴンが鎌かま首くびをもたげた。

　上体を起こし頭を引き胸を反らし、顎あごを大きく開ける。

　吼ほえるというよりも、まるで大きく息を吸い込んでいるかのような仕し草ぐさ。

「……まさか」

　フォグは自らの予想に、ばかばかしいと思いながら戦せん慄りつした。

　噓うそだ、と思う。できるはずがない、と。

　だが、果たして不可能と断じていいものか。そもそも、現実にあり得ない生物がここにいるのだ。ならばその生物に現実にあり得ないことができたとしてもおかしくはない。

　それに──伝承にある龍というのは元来、そういう存在なのではないか？

　予備動作は五秒ほどもあっただろうか。

　フォグの悪い予感は的中した。

　まるで大砲か、或あるいは火山のように。




　龍ドラゴンの口が──三度連続して、巨大な火球を弾丸のように吐き出した。




　三つすべてが横並びに、フォグへと高速で飛来する。

　背筋に鳥肌が立った。戦慄とともに体温が下がった。『消失点カイナ』による身体強化が残っていたのが幸いして、火球の軌道をかいくぐり、すんでのところで躱かわす。

　それと同時に前方へと跳ちよう躍やく。

　身体からだを投げ出して受け身を取りながら地面を転がり、その場から全力で退たい避ひする。

「っ、……！」

　家屋の壁かべや石畳に着弾した火球が炸さく裂れつ、爆ばく発はつ。

　轟ごう音おんとともに周辺が一気に燃もえ上がった。

　熱ねつ風ぷうに耳が、爆音に脳が揺さぶられた。頭ががんがんと揺れて意い識しきがぐらつく。火傷やけどを負わなかったのは幸いだったが、意識をしっかり持たなければ。

　背後を一いち瞥べつする。家屋を巻き込んで帯状に広がった炎はその場で燃え盛り続けていた。勢いを増しこそすれ消える気配けはいはまったくない。

　恐らく原理としては、アルトの『ほのお』に近いだろう。

　体内で生成した可か燃ねん性せいの何か──粘着質の液体か、もしくは固体──を圧あつ縮しゆくし、口から射出。吐き出したと同時に大気に反応して火球となったそれが、着弾場所に飛び散ってへばり付くという理屈だ。仮に直ちよく撃げきを喰くらったら全身を炎に包まれ命を落としていたかもしれない。

　トリエラは知っているのだろうか。

　かつて自分とアルトが、イパーシ＝テテスを、この龍ドラゴンの火球と似た煉れん術じゆつで殺したことを。

　知った上で意い趣しゆ返がえしをしたのか、或あるいは偶然の皮肉なのか。尋きく勇気はなかった。尋いたとしても詮ないことでもあった。

　それに今はそんな感傷で動きを鈍にぶらせている場合ではない。

　龍ドラゴンが再び上体を反らして頭を引いている。

　このままではまずい。背後は火の海で後退できず、次にまた同じように前方へ逃げればそれだけ龍ドラゴンの間合いに近付く。今度は直接攻撃を仕掛けてくるだろう。

　左にはアルトがいる。ならば右か、敢あえて前か。

　フォグが『消失点カイナ』で身体からだを強化すると同時、火球がまた三つ発射される。

　考えている余裕はなかった。

　故に反射的に、前方へと──疾走した。

　飛来してくる火球へ向かっていく形となる。相対速度が高い。

　背筋に緊きん張ちようが走る中、身を屈かがめてぎりぎりで避ける。頭上を通り過ぎていく熱ねつの塊をやり過ごしながら、更に地面を蹴けって加速。

　フォグは湾わん刀とうを携え、火球を吐き出した隙すきを狙ねらって龍ドラゴンへと突進する。
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　アルトの仕事は我慢することで、それは胸に重い苦痛をもたらすものだった。

　単身で龍ドラゴンと戦うフォグの姿を見ていると、はらはらして落ち着かない。きっと大丈夫だと信じてはいても──攻撃を躱かわす姿や真剣な表情は、どうしてもアルトを不安にさせた。

　見ているだけで心しん臓ぞうが張り裂けそうだった。できるのならば加勢したい。煉術を撃うち込んで龍ドラゴンを怯ひるませてやりたい。それだけで彼の負担はどれだけ減るだろう。

　だが、できない。

　してはいけない、と思った。

　何故なぜならアルトは、フォグに言われたからだ。

　気力を整ととのえろ、と。

　だったら守らなければならない。疲れを癒いやし『きりさめ』が再び使えるようになることが大事なのだ。そのために彼は今ひとりで頑張っているのだから。アルトが戦いに参加してしまっては意味がなかった。すべてが無む駄だになってしまう。

　龍ドラゴンが身を反らして炎を吐いた時は思わず顔を逸そらした。驚おどろいたし恐こわかった。龍ドラゴンが炎を吐いたことよりも、フォグがやられてしまったのではないかという不安が。

　轟ごう音おんが耳をつんざく。炎の熱ねつ気きはここまでも伝わってくる。刻一刻と進み、目まぐるしく変わっていく戦況に心しん臓ぞうが痛いほど跳ねている。呼吸が浅い。そわそわする。

　それらすべてを抑え込み、アルトはじっと耐えていた。

　落ち着かない気分とは裏腹に、集中力が高まっていくのが自覚できる。それは期待だった。きっとフォグに「やろう」と言われたら、自分は全力で頑張れるだろう。あとは身体からだが追い付いてくれるかどうか。それにはあと少しだけ力を溜ためる必要がある。

　もうすぐだ。

　もうすぐきっと、フォグは自分の許もとに戻ってきてくれる。

　だからそれまで我慢して、深呼吸をしておこう──。




　アルトは必死だった。

　だから、自分が以前と変化していることには気付いていなかった。

　わかりにくいものではある。フォグの命令に従い、言われたことを守る──それだけを見れば、表面上は以前の関係とまったく同じだからだ。

　違うのは、アルトの心。彼女の心境。

　命令の意味を理解し、成功するかどうかに懸け念ねんを覚えながらも、信頼して従う──無条件に、無感情に言うことを聞いていた以前とは違う。一連の感情には心痛と葛かつ藤とうが伴うからだ。

　それらに耐えられているのは、紛れもなく成長であり成せい熟じゆくだった。

　──心痛を克服し葛藤を乗り越え覚悟を得た時、人は自分の実力を最大限に発揮できる。

　頑張る、という言葉の意味を、彼女は本当の意味で理解しつつあった。
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　龍ドラゴンの火球は威力が高い分、隙すきが大きい。

　発射までに幾分の間を要する上に、発射後は身体を仰のけ反ぞらせて無防備になる。

　トリエラの命令があるまで使わなかった理由も恐らくはそれだろう。もちろん、威力が高すぎて危険ということもあるだろうが。

　とにかく──咄とつ嗟さの判断で前方へ飛び込んだのは、結果的に良策だったと言える。

　炎を吐く直前とほぼ同じ、鎌かま首くびと半身をもたげたような姿勢で龍ドラゴンは硬直していた。フォグが疾走してきていることは理解しているはずで、その証拠に両の眼球はこちらを捉とらえている。が、身体の反応が追い付いていない。まさに好こう機きだった。

　今まで狙ねらえなかった場所がある。常に細かく動き回り、位置の定まらなかった部位。

　つまり、頭部。

　脳ではない。額ひたいを覆おおう鱗うろこは特に分厚く硬そうで、両側には鋭するどく長い角も生はえている。とてもではないがこの湾わん刀とうでどうこうなるとは思えない。

　狙いはもっと別、生物の急所であり確かく実じつに柔らかい部分──眼がん球きゆうだった。

　前脚を横目に、石畳を蹴けって垂直に飛ぶ。炎を吐いた直後の中途半端に開いた口内を目前に、鼻はな面づらに手を掛けて上昇。『アイリスの十六番』を振り上げて、

「……おおおおおっ！」

　右眼球へと全力で、突き立てた。

　刃やいばを引き抜く余裕はなかった。殆ほとんど反射的に龍ドラゴンがもがき暴あばれ始めたからだ。振り回す頭に弾はじき飛ばされそうになって柄つかから手を離はなし、頰ほおを蹴り背後へ逃れた。

　ぐうううううう、と、苦く悶もんの悲鳴は大きく歪ゆがんで鼓膜を揺さぶる。猫が顔を洗うような仕し草ぐさで傷付いた目を擦こするが、深く突き立った湾刀は折れも抜けもしない。

「あらあら」

　トリエラが後じさりながら眉まゆをひそめた。

「痛覚なんて取とり除のぞいておけばよかったかしら」

　ただし発されるのは、子に対する気き遣づかいではなく自分の手掛けた創造物への後悔。

　その感情もごく軽かったようで、すぐに暴れる龍ドラゴンから視し線せんを逸そらしこちらへ向き直る。

「でも、どうするの？　フォグくん。きみ、武器がなくなっちゃったよ」

　苦痛の咆ほう吼こうが広場を揺るがす中にあって、彼女の声は何故なぜかよく聞こえた。

「鍵けん器きがないと例の力もすぐには使えないでしょ？　窮きゆう鼠その一いち撃げきを喰くらわせたのはいいけれど、結局は不利を招いただけじゃないかしら」

　お前がこれからどういう手を打つのかに興きよう味みがあるとでも言いたげな口く調ちようだ。

「……そうですね」

　確たしかに、今のフォグは丸腰だ。

　どんなに毒気を喰らって身体からだを強化しても、龍ドラゴンの鱗を素手で引き裂くことはできない。

　だから──大きく距きよ離りを取りながら、アルトの許もとへと後退する。

「フォグ」

　背後からかかった声は、落ち着いているようでいてわずかに震ふるえていた。

　感情を必死で抑え、平静を保とうとしている時のものだった。

「すいません、アルト」

「大丈夫だった？　どこも怪け我がしていない？　平気？　火、熱あつくなかった？」

　声をかけると矢継ぎ早に質問が飛んでくる。

　随分と心配をかけてしまった。すまないと思う。同時に嬉うれしくある。ずっと不安な気持ちでいただろうに、それでも戦いを見守っていてくれたのだ。

「僕は大丈夫です。アルトは？」

「うん」

　問うと頷うなずく。強く、力強く。

「大丈夫。フォグが戻ってきてくれたもの。私はもう元気いっぱいよ。いけるわ」

　──そうか。

「だったら、いきましょう……勝ちに」

　策は既に考えてある。恐らくこれならばやれるはずだ。

　龍ドラゴンが痛みに暴あばれている間に、アルトへ説明する。手早く、簡かん潔けつに。それほど複雑なものではないこともあり、すぐに理解してくれた。

「頼みますよ」

「任せて。フォグも……気を付けてね」

「ええ、もちろんです」

　言葉を交わし、視し線せんを交こう叉ささせ、一いち瞬しゆんだけ手を握にぎり締しめ。

「トリエラ＝メーヴ！　これから僕らが、あなたの悪夢を終わらせるっ！」

　自身を鼓こ舞ぶするようにトリエラの薄うす笑わらいへと叫んで、飛び出した。

　フォグが走り出すと同時、アルトの背中に煉れん術じゆつ陣じんが浮かぶ。揚あげ羽はの紋様は複雑に、黒い幾何学模様は整せい然ぜんと。ある部分は固定されていながらもある部分は目まぐるしく変化を重ね、複数の煉術を一度に紡ぎ始める。




　アルトが目を閉じて、厳おごそかに呟つぶやいた。

「……『きりさめ』」




　煉術陣の周囲にまず出現したのは、剣だった。

『とげ』や『つるぎ』とは違う、柄つかと鍔つばから刃やいばの生はえた、らしい形をした細身の両もろ刃は剣けん。

　刀身は一米メートル弱、長剣の部類に入る。それが同時に、五本。
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「なるほど、武器がないなら作ってもらう、ってこと？」

　トリエラが感心したように片かた眉まゆを上げた。

「でも、それがイパーシの鱗うろこを通るのかしら。きみは毒気を食わないと非力でしょう？」

　その指摘は正しい。が、見当違いだ。

　何故なぜなら彼女は『きりさめ』のことを知らない。

「アルト！」

　走りながら片手を挙げた。

　剣の一本が勢いよく射出される。あっという間にフォグの疾走に追い付き、肩口を掠かすめかけたところで──中空で柄つかを摑つかみ、受け止めた。

　当然、剣の周囲には糸状に縒より解ほぐした『障壁エレール２』が渦巻いている。それを喰くらって身体からだを強化しつつ、龍ドラゴンへと一気に間合いを詰めた。

　跳ちよう躍やくし、逆手に持って振り下ろす。まずは肩口、『アイリスの十六番』であらかじめ斬きり付けて鱗うろこを削っておいた部位だった。

　剣は鱗を突き破り、刀身の半分ほどを龍ドラゴンの体内に突き立てる。

「二本め！」

　振り返らないままに叫ぶ。

　一本めの柄から手を離はなすと、次の剣が射出される風切り音。

　フォグのいる場所目掛けて的てき確かくに飛来したそれをまた摑み、同じように周囲の『障壁エレール２』を毒気へ還かん元げんして補給。今度は背中に飛び乗り、先の戦いで付けた傷口目掛けて突き刺す。

『アイリスの十六番』でしつこく繰くり返していた攻こう撃げきは、すべてこの時のためだった。

　湾刀は鱗を割れる程度に頑強だが、刀身が短いせいで下の肉までは断つことができない。故にさっきまでの攻防では、最初から鱗の破は壊かいを主目的としていたのだ。

　鱗が裂けて割れた傷口は無防備になる。多少柔らかい剣──たとえば煉れん術じゆつで創成したようなものでも、突き立てることは可能。

　背に刺した二本めを引き抜くことなくそのままに放置し、飛び降りる。

　龍ドラゴンの向かって左側に回った。眼がん球きゆうを潰つぶしてあるからこちらは死角。

「三本め！」

　今度は射出の勢いも利用して、傍かたわらに来たと同時に柄つかを握って投とう擲てきの要領で腕を振り抜く。翼つばさの付け根、脇わきに刺し入れた。

　肉を深く抉えぐられているにも拘かかわらず、龍ドラゴンは苦く悶もんの叫びをあげもしなければ暴あばれ回ったりもしていない。引ひっ搔かかれた程度にしか感じていないようだ──それもこちらの予定通り。

　剣の刀身には麻ま痺ひ毒どくが込められている。この巨体のせいで毒自体は効きにくく、動けなくなるには至らないようだが、痛覚を鈍にぶらせる効果はあったようだ。

「四本め！」

　弾丸のような速度でやってきたそれを受け取り、今度は背後へ。

　尻尾しつぽの中ほど、さっき交こう錯さくした時に付けておいた傷を上塗りする形で刺突。

　龍ドラゴンはフォグの姿を見失ったまま、自分の尻尾を追いかける子犬のように必死にぐるぐるとその場を回る。その姿は滑こつ稽けいであり、同時に悲しくもあった。もはやこいつは自分の姿を見付けることはできないだろう。

　フォグは剣を捨てて再び龍ドラゴンの背中に飛び乗ると、アルトを見据え、叫んだ。

「五本めっ！」

　自分へ向かって飛んできた最後の一本。

　龍ドラゴンの背に立ったまま、柄を摑つかんで手首を返し──まるで首を刎はねる処刑人のように、龍ドラゴンの首くび許もとへ切っ先を突きつける。

　──準備は、終わった。

　肩口。背中。脇腹。尻尾。

　龍ドラゴンの身体からだには四本の剣が突き立っている。

　刀身を半分ほど肉に埋め、陽ひに銀ぎん色いろを煌きらめかせている。

　五本めの剣はフォグが手に持ったまま。何故なぜならこれは通り道だからだ。

　刃やいばの向く先は首許の更に向こう──『アイリスの十六番』が刺さったままの、右目。

　剣の周囲には、薄うすい『障壁エレール２』が張り巡らされ、見えない網あみとなって広がっている。

　間を置く必要はない。さあ、仕上げだ。

　アルトが龍ドラゴンの三米メートルほど前方に立ち、号令を待っている。

　剣を射出しながらゆっくりとその距きよ離りまで近付いていたのだ。

　背中に広がった煉れん術じゆつ陣じんは既に動きを止め、ひとつの煉術を発動するため固定されている。

　だからフォグは頷うなずき、叫んだ。

「アルト！」

「……『いかづち』っ！」




　上空から雷らい撃げきが、『障壁エレール２』の網あみを伝って雨のように降り注いだ。




　それらすべては龍ドラゴンの翼つばさではなく、『きりさめ』で誘ゆう導どうした対象──つまりは剣に落雷する。

　それぞれの剣に落ちた雷は、電撃となって龍ドラゴンの体内へと殺到した。

　肩口の剣から上半身へ。

　背中の剣から脊せき髄ずいへ。

　脇わき腹ばらの剣から内ない臓ぞうへ。

　尻尾しつぽの剣から下半身へ。

　身体からだの周囲に薄うすく『消失点カイナ』を展開して電撃を無効化しつつ、フォグもまた自らが伝導体となる。落雷はフォグの表面を滑り、五本めの剣から『アイリスの十六番』を通じて──脳へ。

　神経を灼やき筋肉を破は壊かいする電流が駆け巡る。

　抗あらがえるはずがない。

　電気を通しにくい鱗うろこを突き破り、直接体内に流し込まれたのだから。

　すべては刹せつ那なだった。

　びくりという痙けい攣れんが一度だけ、フォグの足あし許もとを揺らした。

　断だん末まつ魔まの悲鳴と稲妻の轟ごう音おんは、果たしてどちらが大きかっただろう。

　肉の焼け焦げる臭においと白煙を五つの傷口から立ち上らせながら、龍ドラゴンの身体がゆっくりとくずおれていく。地面へと身体を横たえた後は、もはやぴくりともしない。

　伝説の幻げん獣じゆうを模して造られた禁断の生命は、そうしてついに──息絶える。

　フォグはその背から飛び降りて、アルトの前へと立った。

「勝ったね」

　安あん堵どと喜びで彼女は笑った。

「よかった」

「ありがとう。アルトのお陰です」

　フォグも微笑ほほえむ。どうにか上手うまくいってよかった。

　龍ドラゴンの骸むくろ、右目に刺さった湾わん刀とうを一いち瞥べつする。刀身部分は問題ないだろうが、鍵けん器きは壊こわれてしまっているかもしれない。もう少し熱ねつを冷ましてからでないと引き抜いて確かく認にんできないか。

　そんなことを考えていると、アルトががくりとこちらへ倒れ込んでくる。

「……っ、大丈夫ですか!?」

　慌てて抱き留めると、「えへへ」と微笑んだ。

『きりさめ』による疲労で膝ひざから力が抜けたのだ。無理もない。さっきの『使徒』との戦いから続けて二連続で使用したのだから。

「疲れちゃっただけ。少し休めば大丈夫よ」

　意い識しきを失うほどではないようで、よかったと思う。

　とはいえ、ゆっくりしてはいられない。すぐに城へと向かわなければ。イオは、マーガレットは、王は、果たして無事だろうか。

　アルトをの身体からだを支えつつ、まずは馬を探す必要がある──などと考えたその時。

　背後から、拍手の音が聞こえてきた。

　ぱち、ぱち、ぱち、と。

　のんびりとした、それでいてやけに力の込められた叩たたき方かた。

　振り返るとトリエラ＝メーヴが、龍ドラゴンの死体とフォグたちを睥へい睨げいしていた。

「おめでとう、さすがね」

　声はさっきまでと変わらない。平坦な、どこか楽しそうな、からかうような口く調ちようも同じ。

　ただ、表情が──ずっと浮かべていた薄うすら笑いが消えていた。

　無表情という訳ではない。が、喜怒哀楽のどれとも違う。あらゆる感情を内包したような、それでいて自分の感情を決めかねているような、そんな複雑な顔。

「お見事。まさかそんな手があるとは思いもしなかったわ」

　トリエラは語る。

　拍手をやめ、腕を組みながら、立てた人差し指を口くち許もとに置き、

「煉れん術じゆつで創成した物質の周囲に毒気を纏まとわせてそれを吸収してた、のかな？　いえ、何らかの煉術を……目に見えないものを張り巡らせていたと見るべきね。そうでないと最後の電でん撃げきの説明が付かない。刺した剣に直接雷を落とさないと、電流が表皮に逃げて威力が充分に伝わらないもの。幾ら剣が金属だといっても、狙ねらって落とすにはある程度の誘ゆう導どうが要いるのよね」

　興きよう味み深ぶかそうな口調で、さっきの戦いを分析し始める。

「私が聞いた限りだと、フォグくんの毒気を食う力は無差別だったはずだけど、それも改良したのね。自分の周囲だけとか、狙った部分だけとか。……それにしても『消失点カイナ』だっけ？　いったいどういう理屈なのか知りたいわ」

　そして分析を超えて、興味の対象はフォグ自身に移っていく。

「私の見立てでは、細胞……というよりも血流と神経、つまり経けい絡らくに仕組みがあると思うの。脊せき髄ずいごと神経を全部引ひき摺ずり出だして調しらべてみたいわ。どんな実じつ験けんをしようかしら？　電流の代わりに毒気を流して反応を見る？　神経と血管を繫つなぎ合わせて回路に組んで、毒気で動力が生まれるかどうか確たしかめる？　毒気に完全耐性のある細胞の構造も知りたいかな」

　語る言葉に倫理はない。

　箍たがが外れ、道徳が無視され、正気を逸していて。

「いえ、問題はそれよりも、煉術消去よ。既に創成された仮想物質を無む理り矢や理りに毒気へと還かん元げんさせる力ね。方法としては幾つか考えられるけど、もしかしてそれもまた煉術の一種なのかもしれないわ。きみの経絡に煉術消去の煉術陣が仕込まれているとか」

　そして、

「ねえ、フォグくん」

　ひとしきり語り尽くした後。

　トリエラ＝メーヴは、ぽつりと言った。




「私……私の中の狂気に気付かずにいられたら、こんな思いはしなくて済んだのかな？」




「トリ……エラ？」

　声こわ音ねはあくまで楽しげに。

　一方で表情はなく、虚うつろ。

　けれど、眼鏡めがねの奥。瞳ひとみが潤うるみ、右目から。

　す、と──涙がひと筋、零こぼれて落ちた。

「何も感じないの」

　ひとりごとのように呟つぶやいて、そっぽを向く。

「きみのこと友達だと思ってるのに、きみを解体する想像をしても、何も感じない。感じなくなった。感じられなくなっちゃったの」

　表情は見えない。口く調ちようからは感情がわからない。

　けれどフォグの息は詰まった。

　胸を鷲わし摑づかみにされているような気がした。

「この子を造ってる時も、何も感じなかった。煉れん禁きん術じゆつで沢たく山さんの人を犠ぎ牲せいにしても、何も感じなかった。この子がきみと戦ってるときも、この子が死んだ時も、何も感じなかったよ。最後に心が痛んだのは、イパーシが……本物のイパーシが死んだ時。でもね」

　──ああ。

　どうしてだ、と思った。

　倫理や道徳を捨て去り、狂気を受け入れて精神の箍たがまで外したというのに。

「でも私はあの悲しみを、本当は正面から受け止めなきゃいけなかったあの悲しみを……取り返しの付かない方法で……絶対にやっちゃいけない方法で、埋めちゃったんだよね」

　どうして彼女はまだ、どうしようもなく──人間なのだろう。

　狂うついでに、人間でなくなってしまえばよかったのに。

　いっそ、本物の機き械かいになっていればよかったのに。

　トリエラはゆっくりと歩いていく。

　フォグとアルトから遠ざかっていく。

　背を向けて、白衣の裾すそをゆらゆらとはためかせながら、行く先にあるのは紅ぐ蓮れんの焰ほのお。

　龍ドラゴンの口から吐き出された、未いまだ燃もえ盛る火の帯だった。

「トリエラ！」

　フォグは叫んだ。止めようとした。けれど、足が動かない。

　感情とは裏腹に頭の中で声がした。彼女を止めてはいけない、と。

　止めない方がいい。何故なぜならば、

「私はたぶん、生きていちゃいけないんだと思う」

「……違う！」

　思わず叫んだ。自分の意志を、彼女の言葉を否定するように。

「生きてちゃいけない人なんて、どこにもいない！　いないんですよ！」

　フォグの腕の中にいる特異体質の少女は、生まれてきたこと自体が罪だった。

　人造人間ホムンクルスである自分たちは、存在そのものが罪だった。

　けれど、それでも生きている。

　生きていたいと思う。生きていたいと思うから──、

「優やさしいね」

　振り返ったトリエラは、笑っていた。

　彼女の笑顔えがおを見るのは久しぶりだと思った。

　さっきまでずっと笑っていたはずなのに。

　狂っていても以前と同じ笑顔で、それがおぞましいと感じていたのに。

　なのに何故、懐なつかしさが今になって溢あふれるのだろう。

「……でも。私はもう、きみの優しさに何も感じなくなっちゃったのよ」

　再び背を向けて炎の中へと歩いていく友人に、かける言葉を失った。

　白衣に火が点ともる。

　彼女の衣服が、足が、蜂はち蜜みつ色いろの髪が、赤い火に包まれていく。

　フォグはそれを茫ぼう然ぜんとしたまま見詰めていた。

　見詰めることしかできなかった。

　目を逸そらすことも、できずにいた。




　やがて──。

　その姿が紅ぐ蓮れんに溶けて消えるのを見届けてから。

　フォグは、肺の空気を絞り出すように言う。

「急ぎましょう、アルト。城が心配だ」

　ぞんざいに龍ドラゴンの頭部へ手を伸ばし、掌てのひらが焼けるのにも構わず、愛刀を引き抜く。

　柄つかの槓桿レバーを絞ってみたが、力を込めても動かない。

　かつてトリエラの作ってくれた鍵けん器きはもう、壊こわれてしまっていた。
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　アルトとフォグが龍ドラゴンを屠ほふってから、十分ほど経たった後。

　ティ・キ＝ライムは未いまだ破は壊かいの爪つめ痕あとも生々しい喫茶店テイーハウス前の広場に立っていた。

　既にふたりはこの場を去っている。どこかで馬でも捕まえて、城へ急いでいる頃ころだろう。

　時間は大丈夫かな、と、懐かい中ちゆう時計どけいを出して確かく認にんする。

　三つ首犬ケルベロスの死体とキリエを確保したのが五分ほど前のこと。アルトとフォグが城に着くまでは十分ほどかかるだろうから──充分間に合う。ティ・キには先回りが可能だからだ。

　広場の奥、民家に面した道路には未だ炎が燻くすぶっていた。

　これ以上燃もえ広がる様よう子すはない。放っておいても勝手に鎮ちん火かするだろう。もちろん、ティ・キにとっては火災が広まろうが広まるまいが知ったことではないのだけれど。

　龍ドラゴンの死し骸がいの前にしゃがみ込む。

　こんな大きな生き物を殺すなんて凄すごいな、と素直に感心した。

　実際、ティ・キの戦せん闘とう能力は低い。そもそも切った張ったが苦手だし、得意な煉れん術じゆつも戦いとはあまり関係ないものばかり。故に今回は補佐として駆け回っているのだが──裏方は裏方でなかなか大変である。

「それにしても、困ったねこれは」

　唇を尖とがらせながら龍ドラゴンをしげしげと見詰める。とんでもなく大きい。

　頭から尻尾しつぽまで十米メートル以上か。さすがに『小さなお人形ライム１』では運べない。

「やだなあ」

　大きすぎて無理な場合の対処法はユヴィオールから教えてもらっているが、あまり実行したくなかった。小鳥や蛇や兎うさぎならともかく、こんな巨大な生物を解体するのは面めん倒どうくさい。

　ともあれ愚ぐ痴ちを言っても始まらないので、取りかかることにした。

　まずは煉術を起動。『錬鉄シヤミイ２』で長剣を創成して、その上に『断裂鋼オータム11』を纏まとわせる。

　死体であるにも拘かかわらず、腹の甲殻がなかなか削れない。非力なティ・キには尚なお更さらだった。『断裂鋼オータム11』だけでは刃が通りづらかったので、即そつ興きようで『螺旋抉オータム７』を混ぜ合わせる。刀身に纏わせた金属片ひとつひとつを微細に振動させながら、その群れ自体を回転させることで切れ味を高めてみた。なかなかいい調ちよう子しになった。

「おおっ、レイドの作った煉術は便利だねー」

　楽しげにひとりごちながら龍ドラゴンの腹を裂いていく様は、ままごとをする子供のようだ。

　やがてティ・キの操あやつる刃は、肉を搔かき分け肋ろつ骨こつを削り──その奥にある肝かん臓ぞうへと辿たどり着く。

　腹の中は熱あつく、半分茹ゆだっていた。熱ねつによって殺されたせいだ。大丈夫かなと鼻をひくつかせるが、生臭さよりも先に濃い花の香りが漂ってくる。

　つまりは、問題ないということ。

　傷付けないよう注意深く抉えぐり出したが、両手で抱えきれないほどの大きさだ。子供ひとり分くらいはある。まあ『小さなお人形ライム１』に収納できそうで、よかった。

　肝かん臓ぞうを紙片に仕し舞まい込み懐ふところに突っ込んでから、龍ドラゴンの血に染まった両手をしげしげと眺める。指先を口に入れてしゃぶると、虹にじ色いろの味がした。

　面おも白しろい。さすがに煉れん禁きん術じゆつで造られた幻げん獣じゆう、初はつ体たい験けんの味だ。

「ほんとはもっといろんな所も食べてみたいけどねー」

　角を煎せんじて飲むのもいい。胆液を啜すするというのもありだ。肝臓だって、磨すり潰つぶしてから石灰に塗って囓かじれば、目の前がちかちかするほど素す晴ばらしい閃ひらめきに出会えるに違いない。

　このままにしておくのは惜しいなと思うが、さすがに時間がなかった。

「さてと。これで全部かな」

　昼過ぎから匍都ハイト中じゆうをあちこち飛び回っていたが、仕事はこれで最後のはずだ。

　警察軍ヤード本部の壊かい滅めつはついでだからどうでもいい。

　大事なのは、必要なものを回収する作業である。

　まずは三つ首犬ケルベロス。

　それから、キリエ。

　最後に──龍ドラゴン。

　蛇鶏バジリスクについては仕込まれていないので死体を回収する必要はない。鳥獣王グリフオンも同様に、放置しておいて大丈夫。

　あとは城へ戻って、全部をユヴィオールに渡すだけだ。

　立ち上がり、羽は織おった外套コートを摘つまんでひらつかせた。裏地の煉れん術じゆつ陣じんを繫つなぎ合わせて『箱庭のお人形ライム３』の起動準備をする。

　背後、鎮ちん火かしつつある炎を一いち瞥べつした。

　龍ドラゴンや三つ首犬ケルベロス──幻獣たちの産みの親である女性が、あの火に自ら焼かれたのを思い出す。ティ・キは遠く離はなれた建物の屋上から覗のぞいていた。莫ば迦かだなと思った。たぶん、人生を楽しめなくなったのだろう。だったらもっともっと狂ってしまえばよかったのに。

『箱庭のお人形ライム３』を起動する。

　距きよ離りの離れた二点間の座標を繫ぐ異空間を創成し、そこをくぐり抜ける──理屈としては、紙に書いたふたつの点を、紙そのものを折り曲げることで重ね合わせるのに近い。

　自由自在にどこへでも行けるという訳ではなく、移動先となる場所にはあらかじめ煉術陣を用意しておく必要があるのだが、これは一週間ほどかけて匍都ハイトのあちこちにこっそり仕掛けてある。もちろん、城の近くにも。

「お前は要かなめだ」とユヴィオールは言ってくれた。計画を成功させるために一番大事な仕事だ、と。必要とされるのが嬉うれしかった。だから、ちゃんと働いて報いようと思う。

　期待で胸をわくわくさせながら、ティ・キ＝ライムは祈る。

　どうか彼の『計画』が、成功しますように──と。
















　玉座の間でフォグとアルトの到着を待っていたのは時間にしておよそ十五分ほどだったが、レキュリィにはそれが無限にも感じられた。

　ユヴィオールたちが準備を着々と整ととのえていくのを打つ手もなくただじっと傍ぼう観かんするしかないという状況は、まるで演えん劇げきの観客にでもなったかのようで気分が悪かった。

　実際、演劇という比ひ喩ゆは実に的てき確かくだろう。とにかくすべてがわざとらしく、すべてが大仰で、ユヴィオールを主役に据えた三文芝居をこれから始めようとしているのが見え見えだった。

　まず最初に登場したのは、舞ぶ台たいの裏方で働くべき部下たちだ。彼の仲間にして共犯者──レイド＝オータムとティ・キ＝ライム。

　レイドが連れてきたのは観客だった。瑩えい国こく第一王女マーガレットと、メネレック伯はく爵しやくの孫キアスである。マーガレットは意い識しきを失った状態で部へ屋やの隅に寝かせられていて、キアスはそんな彼女を背にしたままにユヴィオールたちを睨にらみ付け動かない。レキュリィはこの少年に好感を覚えた。抵抗すらできずに連れてこられたのは無力の証左かもしれないが、それでも勇気を振り絞り王女を守ろうとしているのだから、立派という他ほかない。

　ティ・キの仕事はふたつあった。

　ひとつめは舞台の整せい備び。仮想異空間を創成する例の煉れん術じゆつで、玉座の間に散らかった死体たちをあっという間に片付けていった。一冊の本をぺらぺらとめくりながら、頁ページ一枚につき異空間の扉をひとつ開け、死体を次々に収納する。近衛このえ兵へいの身体からだも国王の首もまったく区別することなく、ごみでも捨てるかのように放り込んでいく様は滑こつ稽けいさすら感じさせた。

　そうしてふたつめは、共演者の追加だ。

　玉座の間の掃除が終わった後、懐ふところから取り出した紙片を床に放る。そこから現れたのはレキュリィの姉にしてフォグの妹──『ローレンの雛ひな』第二円アンテノラたる、キリエだった。仮想異空間に閉じ込めて連れてきたのだろう。まったく演出過剰で恐れ入る。

　キリエはしばらくきょとんとしていたが、やがておおよそを理解したようだ。「そういうことね」と苛いら立だたしげに笑い、今は部屋の隅で壁かべに背を預けて腕を組んでいる。

　レキュリィがその間にしたことといえば、リチャードの処置くらいだ。

　当て身で気絶させておくだけではいつ目覚めるかわからない。故に、煉術で眠らせた。よほどのことがない限り半日ほどは起きないだろう。──もっとも、この選択が正しかったのかどうかは自信がない。状況的に逃がすことが不可能な以上、選択肢は起こすか眠らせたままにしておくかの二択しかなかったのだが、果たして結果としてどう転ぶだろう。

　一連の作業が行われた後、ティ・キはふらりと玉座の間から姿を消した。レイド＝オータムは部屋の隅に座り込み、足を投げ出してくつろぎ始める。

　かくして主役の佇たたずむ中、舞台が整い、観客が用意され──最後に到着したのは、果たしてこれも観客なのか、或あるいはユヴィオールという主役の相手をすべき役者なのか。

　フォグとアルトが、玉座の間へと姿を現したのだった。
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　玉座の間に足を踏み入れた時、既にフォグはある程度の状況を把握していた。

　それはここへ来るまでの光景──荒れ果ててしまった城の外がい観かんや人ひと気けのない城内の様よう子すなどから、確かく信しんに近い予感として覚悟していたものでもあった。

　イオの安否が確認できただけでもよしとすべきかもしれない。慰い霊れい塔とうが半分から折れて崩れているのを見た時は心しん臓ぞうが凍ったが、出入り口に無事を知らせる張り紙があった。曰いわく、いつものところでお帰りを待っています、と。

　だが、いい報しらせはそれだけだ。

　王城は崩ほう壊かい寸前。王属軍は壊滅状態。王宮守しゆ護ご結界は消滅。そして玉座の間でフォグたちを待ち構えていたのは、ユヴィオール＝カタシェレティス。

　床は血に塗まみれていた。白びやく檀だんの香りに混じって臓ぞう物もつ臭しゆうも濃こい。死体はひとつもなかったが、何が起きたのかは想像が付く。

　ユヴィオールと対たい峙じするようにレキュリィとカルブルック、そして意い識しきを失ったリチャードがいた。フォグたちに先んじてここへ駆け付けたのだろう。何故なぜ王弟だけでも逃がしておいてくれなかったのかと恨うらみたくなるが、詮ない願がん望ぼうに過ぎないとは自分でもわかっていた。

　彼らから離はなれた場所にキリエも立っていた。壁かべに背を預け不ふ機き嫌げんそうな顔。ユヴィオール側かと思いきやどうも事情が違うらしい。こちらの姿を認めると意味ありげに肩を竦すくめる。

　最悪なのは、マーガレットとキアス＝メネレックまでもが連れてこられていたことだ。人質にでも取ったつもりなのか。マーガレットはともかくとして、キアスは災さい難なんという他ほかない。

　隣となりに立って自分の手を握っているアルトを見み遣やる。

　キリエはまだいいとしても、マーガレットがこの場にいることに少なからず狼ろう狽ばいしていた。彼女の様子を見て──国王のことは黙だまっておこうと決めた。もちろん実際に見た訳ではないからあくまでフォグの推測だが、血の跡あとも生々しい玉座の間にユヴィオールたちがいることそれ自体、殆ほとんど証拠のようなものだった。

　父親の死を告げればアルトの動揺はきっと飽和する。この状況下では命取りになるかもしれないし、何より、追い打ちのように悲しませたくはなかった。

　アルトには、目の前で生きているマーガレットを守ることに集中して欲しい。重い悲ひ劇げきを受け止めるのはすべてが終わった後でも構わないのだから。

　レキュリィとカルブルックのふたりと視し線せんを合わせる。

　カルブルックは小さく頷うなずくように黙もく礼れいした。謝しや罪ざい、だろう。こんな状況に持ち込んで申し訳ないということか。まったく律りち儀ぎな執事バトラーだ。

　レキュリィもまた、普ふ段だんの不ふ遜そんな態度は微み塵じんもない。ただフォグの顔を見て、それから次に振り返ってキリエを一いち瞥べつし、すべてを察しろとばかりに──ぽつりと言った。

「ユヴィオール＝カタシェレティスは、我らが弟だったよ」

「は」

　キリエが詰まらなさそうに失笑した。

「そんなことだろうと思ったわ。……せっかくの弟ならもう少し可愛かわいいのがよかったわね」

　──正直なところ。

　驚おどろきはしたが、それでも彼女と同様、やはりそうなのかと心の隅で思う。

　実際、何とはなしに疑念はあったのだ。

　自分も含めて『ローレンの雛ひな』の誰だれもが、末子たる『第四円ジユデツカ』のことを何もわかっていない。生きているかどうかはもちろん、果たして生まれたのかどうかすらも。だからもしどこかに存在しているとするならば、敵にせよ味方にせよ、正体を隠してまるで人間のように暮らしているのだろうと推測していた。そして、素性も不明なら目的もはっきりせず瑩えい国こくに仇あだなすユヴィオールは実にそれらしい人物だった。

「……冗じよう談だんじゃない」

　フォグはアルトを引き連れてゆっくりと進み──玉座の傍そばに立ったユヴィオールと、およそ五米メートルほどの距きよ離りを取って対たい峙じする。お互いが一歩を跳ちよう躍やくすればすぐに斬きり結べる間合い。

「なるほど、『主への裏切り』とはそういう意味ですか」

　自分たち『ローレンの雛』にはそれぞれ、地獄の最下層である嘆きの川コキユートスに由来した名が与えられている。それは存在と固有能力の象徴であり、同時に自己を縛しばる宿命と言っていい。

　円状に広がった嘆きの川コキユートスを同心で四つに区切り、順番に第一から第四。

　フォグは第一円カイナ──肉親、つまり母たる煉れん獄ごくへの裏切り。

　煉獄の毒気を喰くらい自らの力とする『消失点カイナ』。

　キリエは第二円アンテノラ──祖国、つまり人々が集つどい力を合わせることへの裏切り。

　ただひとりにして全、個のままで群の力を発揮する『群体アンテノラ』。

　レキュリィは第三円トロメア──客人、つまり己おのれの縄なわ張ばりへ踏み入った者への裏切り。

　自らの周囲にある毒気を疎うとみ退ける『供犠の血トロメア』。

　そして第四円ジユデツカ──主人、つまり己が仕えるべき者、恐らくは人間そのものへの裏切り。

　どんな能力を持っているのかはわからない。だがユヴィオールが為なそうとしていることは、自らに与えられた宿命をまさになぞっている。

　皮肉を込めてフォグは問うた。

「それで『ローレンの雛』を集めてどういうつもりです？」

「感動の対面として杯さかずきでも交わし合おうっての？　新参のあんたは知らないだろうけれど、残念ながら我が家の家族仲はとんでもなく悪いわよ」

　キリエが珍しくこちらに追従してくる。どうやら無む理り矢や理りに連れてこられたようだ。フォグのことも気に入らないがユヴィオールのことはもっと気に入らない、といったところか。

「いい加減に始めたらどうだ、末子よ」

　レキュリィが苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「この演出に何の意味がある？　国の中ちゆう枢すうまで踏み入って荒し回り、挙げ句に我らきょうだいたちを一堂に会させて、貴様は何をするつもりだ？」

　兄が、姉が、それぞれの言葉で弟に詰め寄る。

　ユヴィオールは相変わらずの薄うす笑わらいで、すべての敵意を受け流しつつ両手を広げた。

「……まずはどこから話をしましょうか」

　フォグと、その隣となりに立つアルトを眺め、

「孤独に生まれ落ちて後、幸運にも仕えるべき姫君に出会った長兄の話か」

　次いでキリエを睥へい睨げいし、

「自らの生まれと兄の幸福に嫉しつ妬とし、出しゆつ奔ぽんして悪戯いたずらを繰くり返すいじけた長女の話か」

　更にレキュリィとカルブルックを一いち瞥べつし、

「使命感に燃もえ、分をわきまえずに人を導みちびくなどと驕おごる次女の話か」

　事情も意味もわかっていないであろう哀れなキアスにほんの少し視し線せんを遣やり、

「或あるいは……」

　そうして、ユヴィオール＝カタシェレティスは。

　整ととのっているのにどこかおぞましい顔に、人好きのする一方で気味の悪い笑えみを浮かべ、虚うつろなのに何故なぜか威圧感のある気配けはいを発しながら、

「彼らを禁断の外げ法ほうで造りだした……造物主にして稀き代たいの重罪人、ローレン＝エヌ＝コーンフィールドの話にしましょうか？」

　大仰にかしこまり──まるで舞ぶ台たいの中心に立った歌劇オペラの主役のように、語り始める。

　独どく壇だん場じようになってしまった、とフォグは歯は咬がみした。

　場の支配権をユヴィオールが掌しよう握あくしている。特に人造人間ホムンクルスたちは、父であるローレンの名前を出されてしまったからにはもはや彼の語るに任せるしかない。

　ローレンという人物について、フォグには知らないことが多過ぎた。

　産みの親だというのに顔はおぼろげにしか思い出せない。人となりや癖くせ、声などの記き憶おくを断片的に持ってはいるが、果たしてそれらはいつ目にし耳にしたものなのかがわからない。三角壜フラスコの中でゆらめいている時に見聞きした情報なのか、ともすれば生まれつき植え付けられていた知ち識しきに過ぎないのか。それすらも漠然として定かではなかった。

　自分の研究成果を書類に残したりはしない人だったというのは覚えている。一方で、研究室の風景は記憶のどこを漁あさっても出てこない。食べ物の好き嫌いが激はげしかったなどというどうでもいい知識はある。なのに、何が好きで何が嫌いだったのかまでは思い出せない。

　恐らくキリエも似たようなものだろう。だから黙だまっている。レキュリィはもう少し詳しい記き憶おくを持っていそうだが、無言を貫いているということは自信がないのかもしれない。

「そもそもあなたたちは、ローレンの目的を知っているかい？」

　ユヴィオールが客席を煽あおるように問いかけてきた。

「彼は何故なぜ、人造人間ホムンクルスを造ったのか。彼は何故『人間の姿を持った人間ではない紛い物の生命体』などという歪いびつなものを、この世に産み出そうとしたのか。レキュリィ、あなたはそれを、この国と人をよき方向へ導みちびくためと解釈しているね。実際のところ、それは正しい」

　自分たちは、本当に人に魁さきがける道標として生まれたのか。

　人類への、国家への示唆として造られたのか。

　言葉は続けられた。

「だが正しい一方で、あなたの取った方法は間違っている。あなたという単体が、勝手な判断で人を導く？　『理想』などという不ふ明めい瞭りような基準に従って人の行く末を決める？　そんな不合理な話はない。形のない理想だけで人は導けない。つまるところ、あなたは人を統すべる器も資格も持っていないんだよ、『レキュリィの宴うたげ』の首長」

　かつてフォグ自身もまったく同様の反発を覚えた。

　恐らくキリエもレキュリィのやり方を嫌っているだろう。

　しかしユヴィオールの行った否定は、フォグやキリエの抱く感情とは違う。何故ならば彼は──人を導くという傲ごう慢まんな大義名分に関しては否定をしなかったからだ。

「儂わしが器でない、と言うか」

　レキュリィが吐き捨てた。

「ならば人を導く器とは何だ。理想に意味がないと言ったな？　理想なくして如何いかに人を導くというのだ。自らの裡うちにある輝かがやかしい思いなくして、如何に光への道を歩むというのだ？」

　彼女にも自負がある。ローレンに未来を託されたという強い思いがある。

　故に、譲ゆずれないのだろう。彼の物言いが不快なのだろう。

「くだらないな『第三円トロメア』」

　ユヴィオールはそんなレキュリィを教おしえ諭さとすように、言い放った。




「人を導くために必要なのは理想などという不ふ確たしかな感情ではないよ。もっと確かく実じつで確かつ固ことした、存在としての輝き。つまり──導き手が完全であること、だ」




　抽象的な表現は、全員の眉まゆをひそめさせる。

　煙に巻こうとしているのでないことはわかる。彼の表情はある種の確信に満ちていた。だが、言葉の意味がわからない。

「完全であること？　どういうことです」

　思わず問うた。返答は即座。

「超越しているということさ」

「つまり、秀でている、ということ？　人間よりも優すぐれてなきゃいけない、と？」

　眉まゆをひそめるキリエに、

「そうではないよ」

　得意げに首を振る。

「容姿、身体能力、身体機き能のう、知ち識しき、技術……そういったものにどんなに秀でていたとしても、完全へはほど遠い。人間の歴史上、過去にどれほどの天才がいた？　飛び抜けた能力を持つ者がどれだけいた？　歴史に名を残した彼らは人を導みちびくに足る存在だったか？　否、だよ。ただ優れているだけの人間が真に人を導けるのであれば、人は今いま頃ごろもっともっと進化している。ローレンも人造人間ホムンクルスなど造ろうとはしなかっただろう」

「何が言いたい！　訳のわからぬ言葉遊びで儂わしらを愚ぐ弄ろうするな！」

　ついに声を荒げたレキュリィを前にしてもなお、

「言葉遊びなどではないさ」

　それでも彼は、余裕の表情で笑う。

「完全とは、すべてを遥はるかに超えた場所にある。私はそう言いたいんだ。そして、恐らくはローレンも同じように考えた。考えた結果……きみたちが造られた」

「……何だと」

　話を唐突に、急速に──核心へと切り込みながら。

「『ローレンの雛ひな』たちはそれぞれある一部分において、人間を超越している」

　ユヴィオールはその場にいた全員に向けて、朗々と語った。

「『第一円カイナ』……煉れん獄ごくの毒気によって活性化する血流と神経、即すなわち経けい絡らく」

　語りながら、腰に差していた長刀を鞘さやから引き抜く。

「『第二円アンテノラ』……複製によって擬ぎ似じ的てきながらも不死を再現した身体からだ、即ち肉体」

　それをひらつかせながら、玉座の周囲をゆっくりと回る。

「『第三円トロメア』……拒絶によりすべてを灼やき尽くす霊れい力りよく、即ち魂」

　回りながら、確かく信しんに満ちた顔で笑う。

「『第四円ジユデツカ』……超越者という存在に用意された心、つまり精神」

　確信に満ちた顔で笑いながら、重ねて語る。

「四源説だよ。ヒトを形作る四つのもの。魂、精神、肉体、経絡」

　彼は戯ざれ言ごとや空言を口にしている訳ではないと、フォグたちはようやく理解した。

　いや──理解させられた。

　そこには理がある。正しいと思わされる説得力がある。

　何よりも、正しいという実感と直感があった。

　つまり、と。

　立ち止まったユヴィオールが、長刀の切っ先を床に突き立てて頷うなずく。

「きみたち『ローレンの雛ひな』は、ヒトを超越した『四源』のそれぞれをひとつずつ分け与えられた、『完全なる存在』の欠片なのさ」
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「さて」

　かくしてユヴィオール＝カタシェレティスは、自らの行為に酔いしれる。

　集つどった役者たちを舞ぶ台たいの上で翻ほん弄ろうしていた。

　不完全でありながら傲ごう慢まんにも超越者を気取った輩やからに対し、優ゆう位いに立っていた。

　だが、すべてを果たすにはまだ足りない。

　ユヴィオールの目指す『約束の場所』へ辿たどり着くには、もうひとりの役者を舞台に引っ張り上げる必要があった。ただしそれは同時に、ユヴィオール自身の持つ不完全さを、ユヴィオールという存在の惨みじめさを明らかにするということでもある。

　勇気が必要だ。故に、不敵に笑い自らを奮い立たせる。

　──私がこれまで、どうしようもなく惨めな気分で生きてきたことを思い知れ。

　今こうしている間にも劣等感で胸が張り裂けそうなことを思い知れ。お前たちを踏みつけて奈な落らくへ叩たたき落としたいと待ち望んでいることを、とくと思い知るがいい。

　さあ──。

　敵意や殺意ではなく、余裕と優ゆう雅がさで以もつて、続きを始めよう。

「きみたち『ローレンの雛』は完全を目指して造られたが、それぞれ単体だと完全にはほど遠い存在だ。けれど……それはローレンが失敗したということだろうか？　答えは否、さ」

　彼らは気付いているだろうか。

『ローレンの雛』のことに触れる際、ユヴィオールが必ず「きみたち」という表現を使っていることを。「私たち」ではなく「きみたち」と言っていることを。

「失敗ではない。ローレンは失敗していなかった。きみたちが『完全なる存在』の欠片かけらであることは……『不完全な完全』であることは、設計段階から決まっていたことなのさ」

「……ユヴィオール＝カタシェレティス。貴様、ふざけるな」

　最初に感情の抑えが効かなくなったのは『第三円トロメア』だった。

　無理もない。彼女はローレンの妻として、ローレンに理想を託されたという自覚を持っている。それが存在意義であり生きる目的でもあるのだろう。故に、夫のことを知ったふうに語るユヴィオールに我慢がならないという訳だ。

　もちろん、彼女は決して間違ってはいない。その崇すう高こうな魂は確たしかにローレンに託されたものだ。だが──決定的に勘違いしている。

　ローレンは完全の欠片かけらたる崇すう高こうな魂を、託しはしたが譲ってまではいないのに。

　レキュリィは詰きつ問もんしてくる。それはもはや糾きゆう弾だんと言っていい。

「何故なぜ貴様がローレンの意志や目的を、さも見てきたように語る？　貴様がローレンの何を知っている？　儂わしらの何を知っているというのだ！」

「知っていますよ。少なくともあなた方よりは」

　もちろんユヴィオールにとっては、糾弾自体が愚かしい。

　ならば、そろそろ明かしてやろうか。

　ユヴィオール＝カタシェレティスという存在の真実を。

　自分の持つ存在の軽さと、彼らの持つ存在の意味を。

「私はある人から直接、それを聞いたのですよ。彼は生まれた時からローレンの傍そばにいて、ずっとローレンのことを見てきた。恐らくはローレンという人間のことを、最も知る人物です。ただ造られた後に放置されたあなた方より詳しいに決まっている」

「ローレンの、傍？　見てきた人間？」

　眉まゆをひそめたのはキリエだった。

「どういうこと？　……あんた、何者なの」

　実際に勘付いた訳ではないのだろうが、なかなかいい問いだ。核心を突いている。

「そういえばあなたは、イパーシ＝テテスと行動を共にしていたことがあったね。死体から擬ぎ似じ的てきに造られた似非えせ人造人間ホムンクルス……あれは確たしかに滑こつ稽けいだったが、私は彼が嫌いではなかったよ。少なくともあなた方よりは好感が持てる」

　彼もまた出来損ないだった。

「何故ならば、私とイパーシくんは親しん戚せきみたいなものだからね」

　自分と同じ、劣等感を動機に造られた失敗作だった。

「……まさか」

　フォグが低い声をあげた。

「あなた、もしや」

　思い当たったのか。

　さすがと言うべきか、或あるいは当然というべきか。彼はイパーシを造った人物と実際に会って剣を交えている。ならばそこから解答に辿たどり着くのは決して難むずかしくない。

「私は人造人間ホムンクルスだ。けれど『ローレンの雛ひな』なんかではない」

　ユヴィオールはついに、真実を告げた。




「私の造物主は、シュフェームという。聞いたことがない名だろう？　だが、姓を加えてみれば出自に気付くだろう。シュフェーム＝ディーエ＝コーンフィールド。……フォグくん、きみが殺したレティックの父親にして、ローレンの弟だよ」




　かつてイパーシ＝テテスに、語ったことがある。自分はレティックの遺志を継ぐ者だ、と。

　あながち噓うそではない。レティックが受け継いでいたシュフェームの遺志は──ローレンに対する劣等感と、どんなに努力しても並び立つことすらできなかったという絶望は──ユヴィオールの中にも確たしかに、受け継がれているのだから。

「ローレンは紛れもなく天才だった。一方、弟のシュフェームはそうじゃなかった。兄の威光に霞かすんでしまったというのもあるんだろうけど、彼の名前など瑩えい国こく史しのどこを繙ひもといても出てきはしないよ。研究者としても、犯罪者としても、煉れん術じゆつ師しとしてもね」

　語りが熱ねつを帯びていくのが自分でもわかる。

「けれど彼は一応の成果を残した。劣等感の中、対抗心と執念を糧かてに、人造人間ホムンクルスらしきものを造った。『ローレンの雛ひな』のように人間を超越した部分などどこにもない、魂も精神も肉体も経けい絡らくもただ人間と比して秀でているというだけの失敗作をね……それが私だ」

　鼓動が加速していく。背に悪お寒かんが走る。何故なぜならばシュフェームの劣等感は、ユヴィオールの劣等感そのものであるからだ。自分がどんなに手を伸ばしても『ローレンの雛』には届かない。敵かなわない。存在としての完成度が、次元が違う。

　だが、超える。超えてみせる。

　そのためにすべてを積つみ上げてきたのだ。慎重に計画を組み上げ、大胆に罠わなを張り巡らせ、不敵に陰いん謀ぼうを画策し、周到に準備を重ね、今この舞ぶ台たいを造り上げたのだから──。

「……だったら、誰だれなんです」

　フォグが呟つぶやいた。自問に近い。

「あんたじゃないってことは、誰なのよ」

　次いで、キリエも。これは半ばユヴィオールへと。

「……『第四円ジユデツカ』は、誰だ。どこにいる」

　そうして、レキュリィははっきりと、自分に向かって。

　──ああ、気になるだろうな。

　故に答えてやる。

「は。きみたちの弟は……最後の『ローレンの雛』は、ほら。そこさ」

　彼は──キアス＝メネレックは。

「え……？」

　ユヴィオールに視し線せんを向けられて、混乱の表情をいっそう強くした。

　当たり前だ。

　何故ならこの少年に、人造人間ホムンクルスである自覚はない。

　人間として人間の中で育てられた彼は、自分のことを何も知らない。

　この場においても、目の前で繰くり広げられている会話の意味をまったく理解できず、ただマーガレットを守るために気丈を保ち、立っていただけだ。

　けれど、と。ユヴィオールは考える。

　自覚がないという事実は、最も罪深い。

　無知であることはどうしようもなく罪なのだ──少なくとも、この場において。

「私が彼のことを知ったのは、メネレック伯はく爵しやくと出会ってすぐのことだよ。孫だという少年を紹介された。今よりもまだ幼かった。だからすぐには気付かなかった。人造人間ホムンクルスというのは本来、生せい誕たん時じに外見年ねん齢れいを定められそこから成長しないものだからね」

　だが、彼は例外だった。

「成長する人造人間ホムンクルス、なのさ。ローレンの成果だよ」

　フォグが、キリエが、レキュリィが驚きよう愕がくの表情をしている。信じられない、まさか──そんな顔だ。実に面おも白しろい。彼らを手玉に取っているのが愉快でたまらない。

「彼がどういう経緯いきさつでメネレック家の子息になったのかは謎なぞが残る。すり替えか、創成した胚はいを婦人の肚はらにこっそり仕込んだのか、もしくは単に拾われたのか。真相はもはや過去の濁だく流りゆうの中だが、ともあれ……四番めの『ローレンの雛ひな』は、人間として育てられた。そしてそれは、ローレンの遠大な計画の布石だったんだ」

「何を……言っている？」

　キアスが茫ぼう然ぜんと、ユヴィオールに狼ろう狽ばいの視し線せんを送った。

「僕が、人造人間ホムンクルス？　人間じゃない？　僕は……お祖父じい様さまの孫じゃない、のか？」

　まるで助けを求めるような顔だ。

　やれやれ、と思う。

　仮にも祖父の仇かたきに向かってこれでは、あの老人も浮かばれまい。

　もちろん、手取り足取り諭さとしてやる義理などどこにもないから放置しておく。せいぜい混乱し困惑し昏こん迷めいしておくがいい。何故なぜならこの少年は、ただの犠ぎ牲せい獣じゆうに過ぎないのだから。

　顔を背け、再びフォグたちに向き直り、

「『完全なる四源』の他ほかに、ローレンが人造人間ホムンクルスに与えた課か題だいがもうひとつある。きみたちにとっては自分の身体からだのことだからわかるだろう？　毒気の克服だよ」

　四源と関連づけられて与えられた力。

　完全を目指した道程に発生した副産物だ。

「『第一円カイナ』はその細胞に、毒気を栄養素として吸収できる能力を備えている。『第二円アンテノラ』は自己の複製によって、毒気に蝕むしばまれた身体を切り捨てることができる。『第三円トロメア』は毒気の芳ほう香こうに不快感を持ちつつも、取り込んだ毒性を無視できる体質を持つ。そして『第四円ジユデツカ』は」

　ユヴィオールは、教授する。

「彼が持つのは、毒気に対する完全な……真に完全な耐性。毒気によって身体を害することがまったくないだけではなく、毒気自体を感知できないんだよ、彼は」

　自分がキアスの正体を知ることができたのも、彼のこの特性故だった。

　同時に、メネレック伯はく爵しやく家けが違和感すら持たなかったのは道理である。何故なぜなら貴族であるかの家はそもそも、煉れん獄ごくの毒気などとは無む縁えんな生活を送っていたからだ。

　常人が即死するほどの毒気を近くで発生させても、キアスは何ともない。それ以前に、毒気が発生していること自体を感知できない。王宮の守しゆ護ご結界が破れた時、彼は恐らくまだ結界の外にいたはずだが──まったく無事に、超々高こう濃のう度どの毒気が発散されたことにすら気付かないまま、王宮へと足を踏み入れることができたという訳だ。

「信じられないかな？」

　フォグたちを順番に見渡し表情を窺うかがってみるが、一様に硬い顔をしていた。そうだろう。言葉だけで語ったことなど、たとえ真実であっても信しん憑ぴよう性せいは皆無だからだ。

　実例を示してやらねばならない。

「だったら、証拠を見せようか」

　しかしそれはまた同時に、彼らの崩ほう壊かいへの序曲でもある──。

　レイドに視し線せんを送る。壁かべを背に預けて暇そうにしていた相棒に説明の補足を求めた。

「おう」

　彼は軽く手を挙げた後、キアスに向かって歩み寄る。

　二米メートルほど近付いたところで顔をしかめた。

「……いやしかし、ほんとに気付いてないもんなんだな。まったく驚おどろきだぜ」

　話し掛けられたキアスがきょとんとしている。

「あー。さっきここに連れてきた後、お前の服にこっそり取り付けたんだが……悪いな、俺おれは取り外してやることができねえ。ってより、近寄りたくねえ。煉れん術じゆつ師しの俺にも濃こ過ぎる」

　その言葉の意味に気付き、最も早く反応したのはフォグだった。

　血相を変えてキアスの許もとへ走る。走り、一米メートルの距きよ離りに来たところで血相を変えた。

「何て……ことを！」

　ぞんざいに袖そでを摑つかみ、彼を突き飛ばす。

「っ、貴様、何をする!?」

　見当違いなことをわめく哀れな少年は、愚かにもまだ理解していないようだ。

　フォグはキアスを無視してマーガレットに駆け寄る。

　目を閉じた彼女を抱き上げ──抱き上げた直後、顔を歪ゆがめて歯は咬がみする。

「くそっ、何てこと……ふざけるなっ！」

　ユヴィオールは嗤わらって呟つぶやいた。

「『第四円ジユデツカ』。それは主への裏切りを意味する」

　ふざけてなどいない。

　彼が生まれながらに持つ宿命を、再現してやっただけだ。

　玉座の間に来た際、服の裾すそに小型の鍵けん器きを付けてやった、ただそれだけ。

　シュナ＝ウィエナの結けつ界かい珠じゆと『グラフの数珠じゆず』を合成、独自の改良を加えたとっておきの一点もの。ただそこにあるだけで高こう濃のう度どの毒気を放出、しかもその毒気を半径一米メートルほどの範はん囲いに留とどめつつ、時間に比例して濃のう縮しゆくさせ続けるという──恐ろしい鍵器を。

「おいフォグ！　貴様っ、マーガレット様から離はなれろ！」

　キアスが見当外れなことを叫んでいた。

　そういえば騎き士しである彼に対抗心を燃もやしていたなと思い出す。

　それも宿命なのだろう。

『ローレンの雛ひな』というのは、さして理由もなく互いの気が合わないらしいから。

「無知とは罪ですね、キアス様」

　かつてメネレックに仕えていた頃ころの口く調ちようで、ユヴィオールは優やさしく声をかけてやった。

「マーガレット様から離れるべきは、あなただったんですよ」

　せめて抱だき締しめるなりすれば異変に気付けたかもしれない。

　が、彼の忠誠心と恋心は、姫君への肉体的接触を可能な限り避けさせた。触れるなど畏おそれ多いと思い、近くにいるだけに留とどまった。意い識しきを失ったマーガレットの傍そばで、高濃度の毒気を発散しながらそれに気付くことなく──ただ傍にいた。

　フォグがゆっくりと立ち上がる。

　マーガレットを丁てい寧ねいに床へと寝かせながら。

　手を胸の前で組ませて、衣服を整ととのえてやりながら。

「え。……ひめ、さま？」

　キアスもようやく気付いたようだ。がくがくと震ふるえ始める。愛いとしの姫君の顔を覗のぞき込みながら、その唇が色を失っていることを確かく認にんするように。

「あなたですよ、キアス様」

　だからユヴィオールは言ってやった。

「あなたが殺したのです。愛しの姫君を、ね」

「……マーガレッ、ト？」

　アルトが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。フォグは振り返り彼女を見詰め、唇を引き結んで首を振る。

　姉は妹の死に口くち許もとを押さえ、信じられないとばかりに涙を流し始める。ついでに起きたその悲ひ劇げきもなかなか甘美だが、もっと愉快で心地ここちいいのはやはり、キアスの醜しゆう態たいだ。

「くく。くくく。はは、はははははは、あはははははははっ！」

　愕がく然ぜんと顔を覆おおい自失している──キアス＝メネレックの姿だった。

「ははははは！　どうだこの様は？　この愚ぐ物ぶつがきみたちの弟だ！　こんなくだらない存在が、きみたちを礎いしずえに、きみたちを踏み台にして造り上げられた完成品だ！　こんな愚かなものが、ローレンの研究の結果、成れの果てなんだ！」

　笑いが止まらない。

　可笑おかしくてたまらない。

　実に気分がいい。

「ローレンは失敗した！　あいつは失敗したんだ！　せっかく人造人間ホムンクルスを開発して、完全な四源を目指して、遠大な計画を立てていたというのに……結果はこの様だ！　ははははは！　こんな有様じゃ完全な存在への到達など夢のまた夢だろう？　こんな有様じゃ……完全な存在など完成する訳がない！　だから、だから、だ！」

　フォグが、キリエが、レキュリィが、茫ぼう然ぜんと自分を見ていた。

　怒りよりも先に驚おどろきがあったのだろう。ユヴィオールが我を忘れてはしゃいでいることに。ユヴィオールが、異常なほど狂喜していることに。

　自分でも抑えきれないのだから仕方がない。

　何故なぜならユヴィオールの願ねがいは、約束の時は、すぐそこに迫っているのだから。

「きみたちも知らないローレンの計画を教えてあげようか」

　喉のどに残る含み笑いとともに両手を広げた。

「私の父、シュフェームの手記を調しらべている最中だった」

　激げつ昂こうした状態で記したのだろう、感情のままに殴り書きされたその文字列。

　兄の──天才として功名も悪名もすべて思いのままに手に入れた挙げ句に死んでいったローレンの研究成果をひたすら執念深く追っていた弟は、ある日、彼の遠大な計画に気付く。

　それは、『造物主』ローレン＝エヌ＝コーンフィールドが目指そうとしていた到達点。

　人造人間ホムンクルスを造った、真の目的だった。

「ローレンは『完全なる存在』の作成を目指し、結果としてきみたちが造られた。そこまではさっき説明した通りだが、これには続きがある」

　語りながらレイドに視し線せんで合図を送る。

　これから始めるよ、と。

　彼は期待を込めてにやりと笑えんだ。

　外、というより上──城の屋上では既にティ・キ＝ライムが配置を終えているはずだ。

　三つ首犬ケルベロスの死体と龍ドラゴンの肝かん臓ぞう、つまりはトリエラ＝メーヴに造らせた生体鍵けん器きとともに、指示した通りの煉れん術じゆつ陣じんを描いてくれている。あとはこの部へ屋やで、キアスの服に取り付けられた鍵器を使用してユヴィオールが起動させることで始まる。

「そもそも、だ。おかしいとは思わないかい？」

　フォグを見詰める。

「『第一円カイナ』に与えられた『完全の欠片かけら』は、経けい絡らく」

　キリエを見み遣やる。

「『第二円アンテノラ』に与えられた『完全の欠片』は、肉」

　レキュリィを見据える。

「『第三円トロメア』に与えられた『完全の欠片かけら』は、魂」

　最後にキアスを見ながら、

「『第四円ジユデツカ』に与えられた『完全の欠片』は、精神……ここだ。不自然じゃないかい？　彼の精神だけは何も超越していない。『完全の欠片』とはほど遠い、凡ぼん庸ようなものだ」

　父親から受け継がれた、募る憎しみを視し線せんに込める。

「シュフェームの手記によると、ローレンの死は『第四円ジユデツカ』の完成と時を同じくしている。つまりローレンが死ぬのと入れ替わるようにして、キアスが完成した。いや……もはやもったいぶる必要もないな。つまり、だ」

　何故なぜならキアス＝メネレックの心──魂に座した精神は、




「ローレンは自分の精神を、自分が製造した最後の人造人間ホムンクルスたる『第四円ジユデツカ』に、移植したんだ。そうして彼は、キアス＝メネレックとして生まれ変わったという訳さ」




　父が憎み劣等感を抱いてきた、ローレンそのものであるのだから。

　そこでユヴィオールは口を噤つぐみ、全員の反応をじっくりと観かん察さつする。

　誰だれもが言葉を失っていた。

　信じられないのか、信じたくないのか、まあどちらでもいい。

　荒こう唐とう無む稽けいな話であることは確たしかだ。

「だが、ローレンにも誤算はあった。生まれ変わりに際して記き憶おくを失ってしまったんだ。心だけを抽出しても個人の自我は保てないということを、彼は予測できなかった。人の記憶は精神だけではなく他ほかの四源……脳と神経、更には魂と密接に紐ひも付づけされているということさ」

　或あるいは誤算などではなく、ローレンはそれを承知で実行したのかもしれない。たとえば何らかの手段で記憶を甦よみがえらせる術すべを準備していたのかもしれない。

　真偽は定かでないし、仮にそんなものがあったとしてももはや意味はないが。

「さて、ともあれ……ローレンが自らの精神を移植した理由と、その目的について教えようか。実のところ、ここが私にとって肝要なんだ。つまり……ローレンがもし記憶を失っていなかったのならば実行していたことを、私が代わりにやろうという話さ」

　彼らがここまで、ユヴィオールの邪じや魔まをせずに黙だまって聞いていてくれたことを嬉うれしく思う。

　もちろん、それも画策通りだ。

　わざともったいぶり、迂う遠えんと婉えん曲きよくを重ねて語り、謎なぞを謎のままに残し興きよう味みを引きつけ、ユヴィオールがいったい何をしたいのかが最後までわからないような話し方をした。

　目的を悟られれば阻止に動かれる。問答無用で斬きりかかられる。実際、彼らは攻こう撃げきを仕掛ける機き会かいをずっと窺うかがっていた様よう子すだった。だが、ユヴィオールの手腕はそれを寸前で思い留とどまらせたままの状態に保ち続け──今、すべては終わろうとしている。

「『ローレンの雛ひな』と。きみたちがそう呼ばれている所以ゆえんを知っているかい？」

　ああ、愉快だ。

　何もかもが上手うまくいった。

　上手くいこうとしている。

「ローレンの子供、故に『雛』。きみたちはたぶんそう思っている。けれど実際は違う。別の意味を持っているんだ、この言葉はね」

　手に握った長刀を振り上げ、肩に置いた。

　得意がるように、同時に、勝ち誇るように。

「きみたちは『ローレン』が復活するための道具なんだ。ローレンが完全な存在として転生するための雛型なんだよ。『第四円ジユデツカ』の精神を中心にして『第三円トロメア』の完全なる魂を得、『第二円アンテノラ』の完全なる肉体に『第一円カイナ』の完全なる経けい絡らくを加え──すべてを統合することで、彼は生まれ変わろうとした」

　ユヴィオール＝カタシェレティスの野望を、宣言する。

「そして私は、それを利用しようとしているんだよ」

「カルブルック！　兄にい様さま！　姉ねえ様さまっ！」

　レキュリィが叫んだ。血相を変えて絶叫した。

「そいつを殺せ！　今すぐ殺せ！」

　同時にカルブルックが、フォグが、キリエが、武器を抜いてこちらへ襲おそいかかってくる。全員が今や焦しよう燥そうの表情を浮かべていた。これから何が起きるのか、ユヴィオールが何を起こそうとしているのかをようやく理解したのだ。

　だが、遅い。もう──遅い。

　ユヴィオールは彼らの刃やいばが届く前に、高らかに叫んだ。

「……『起きろレエゼ』！」

　言こと霊だまに反応し、キアスの首くび許もとに取り付けられていた特別製の鍵けん器きが制限を解除する。

　ごく狭い範はん囲いに限定して留とどまっていた超ちよう高こう濃のう度どの毒気が、玉座の間すべてへと広がる。

　毒気に反応し、ユヴィオールの背に入れ墨として彫り込んでいた煉れん術じゆつ陣じんと、屋上でティ・キに設置させた煉術陣が並行して反応した。

　ふたつ合わせて、更に大きな煉術陣を描くための煉術が発動する。

　アルテミシア王女の使う煉術を参考にして組み上げた、特別製のものだ。




　ユヴィオールの背中から、深しん紅くの幾何学模様が這はい出てくる。

　一本一本が虚こ空くうに線せんを延ばし、直線を曲げながら絡まり合い、巨大な紋様へと成長していく。

　アルテミシアの使う羽根の紋様よりも、更に遥はるかに大規模に。ユヴィオールを起点としたそれは蜘蛛くもの巣か、或あるいは植物の根のように見えた。

　虚こ空くうを伸びてなお止まらず、天てん井じようへ、壁かべへ、床へ。

　到達した後も這はって伸び続け、瞬しゆん時じに玉座の間すべての内ない壁へきを覆おおった。

　そして部へ屋やすべてを使用した巨大な煉れん術じゆつ陣じんは屋上に据え付けられた生体鍵けん器きから発される膨ぼう大だいな毒気を糧かてに、ユヴィオールの意志を具現化する。

　もはや煉術とも、煉れん禁きん術じゆつとも言えない何かが発動し──。

　完全なる存在への転生が、始まった。
















　まず最初に異変が起きたのは『第二円アンテノラ』──キリエの身体からだだった。

　ユヴィオールに斬きりかかる寸前で身体を硬直させ、短杖ロツドをその場に取り落とす。

　左手で胸を押さえた。背を曲げて膝ひざを落とし、踞うずくまって喘あえぎ始める。

「あ。く……な、によ、これ」




　続いて変化を見せたのは『第三円トロメア』──レキュリィだった。

　ユヴィオールの殺害命令を高らかに叫んだその唇が、開いたまま微かすかに震ふるえ始める。

　一歩をたじろいだ。足から力が抜けたのか、その場にへたりこむ。

　瞳ひとみが色を失っていく。そして彼女は俯うつぶせに、どう、と倒れた。




　また『第一円カイナ』──フォグも、自らの変へん調ちようを察する。

『アイリスの十六番』をユヴィオールの腹部に突き立てようと跳ちよう躍やくする寸前のことだった。

　彼がアルトの真似まね事ごとのようにして発動させた得体えたいの知れない煉れん術じゆつが玉座の間を覆おおい、場の空気が目に見えて変わったと思った直後。

　唐突に、身体中を得体の知れない激げき痛つうが走り抜けたのだ。

「ぐ。あ！　あああああああっ！」

　たまらず地面にくずおれる。無様ぶざまにも床をのたうち回る。そうせずにはいられないほどに痛い。そうしなければ気が狂いそうなほどに痛む。視界の端でアルトが駆け寄ってくるのが見えた。身体を抱だき締しめられるが苦く悶もんはまったく治まらない。

　手足すべての指が爪つま先さきを針でぐちゃぐちゃに搔かき混ぜられているような感じがした。全身の皮ひ膚ふを剝はがされ塩を塗り込まれているような錯さつ覚かくを覚えた。頭の後ろから焼けた鉄の棒を突っ込まれるような思いがした。背骨に直接、高圧電流を流し込まれたような苦しみを覚えた。

　喩たとえるならば全身の血管と神経が抜き取られていく、そんな痛みだった。




　そして、苦しみ喘ぐフォグの目は──それらを捉とらえた。




　自分と同じように踞って呼吸を荒くしているキリエの周辺に、粘性の液体が広がっていく。彼女の衣を溶かした生命の泉、新しいキリエを産み出すための苗なえ床どこだ。

　だが本来ならば藍晶石カイヤナイトのような濃こい青あお色いろであるはずのその泉が、徐々に赤く染まっていく。痛みのあまり視界がおかしくなったのかとも思い目を凝こらしたが、やはり錯覚ではない。彼女の足あし許もとに溜たまった青い液体は、色を失いながら濁にごった透明に近付く一方で、どろりと深い紅くれないに浸しん蝕しよくされ変化していく。それはどこか破水と経血の混じり合う様を連想させた。




　からん、と音がした。

　反射的にそちらへ目を遣やる。ユヴィオールが立っていた場所だったからだ。

　そこには長刀が落ちていた。一米メートルはあろうかという細身の片刃。磨すり硝子ガラスにも似た白い半透明の、変わった材質でできた刀。何故なぜ床に転がっているのだろう。ユヴィオールはどこへ行ったのだ。彼の着ていた服も隣となりに落ちていた。脱ぎ散らかしたようには見えない。上着と服筒ズボンが組み合わされたまま、中身が溶けて消えてしまったらこんなふうになるのだろうか。




「奥様！　奥様っ」

　カルブルックがレキュリィを抱きかかえて叫んでいる。彼女はぐたりとして動かない。どうしてしまったのだろう。目を開けているのに瞳ひとみに色はなく、唇が微かすかにぴくぴくと動くのみ。まるで魂でも抜かれてしまったかのようだ。




　唐突に、フォグの激げき痛つうが止やんだ。

　さっきまでの苦しみがまるで噓うそのように消え、四肢に力が戻る。が、何かがおかしい。

　地面に落として粉々になった器の破片を集めてみたら、目方が足りなくなっていたような、そんな感覚。元に戻ったようでいて何か大事なものが消えてしまったような、そんな感覚。

　不意にレキュリィが笑い始めた。

「あ、ふふ、……あはっ」

　けらけらと、幼稚な笑い声。あの外見に似合わない尊大さはどこにもなく、老ろう獪かいさに狡こう猾かつさを重ねたような表情もなく、赤子と見紛うほどに邪気のない顔で。

「く、あああ！　あん、や……ぁ」

　キリエがまだ苦しんでいた。

　いや、違う。

　正せい確かくには、この場で起きたすべての異変がキリエへ集約されようとしていたのだった。

　彼女の周囲に溜たまった粘性の液体──それはもはや深しん紅く一色だった──から、ごぽりと泡が立つ。泡の立ったところが不自然に盛り上がる。盛り上がった液体から何かが突き出てくる。

　腕。

　肘ひじまで出現したところで床に掌てのひらを突き、それを支えに自らを引き上げる。

　肩は細く、けれどしなやかな筋肉で覆おおわれていた。

　首筋は艶なまめかしいほどになだらかだった。

　髪は白に近い金きん色いろ。神聖にも無む垢くにも見える輝かがやき。

　胸板は薄うすく、微かすかに膨ふくらんでいる。男なのか女なのかわからない体型。

　色めいた腰の曲きよく線せん。

　活力を感じさせる腿ももの筋肉。

　右足が地面を踏み、左足が引き抜かれ、全身が露あらわになる。

　血にも似た深しん紅くの羊水が再び蠢うごめいた。

　生き物のように蠕ぜん動どうし、床に立った裸身に絡み付いていく。液体は光こう沢たくを失い変質し、ところどころで色を変え、部位によって意匠をも変え、貴族服にも似た赤い衣へと変化した。

　キリエの苦痛はようやく治まったようだ。喉のどからひゅうひゅうと浅く荒い呼気を洩もらしながら、つい今し方産んだばかりのそいつを、床を舐なめながら仰ぎ見る。

　白しろ金がねの髪は美しく、端正な容姿は男にも女にも見える。全身から立ち上る気配けはいは色香よりも神こう々ごうしさが先立ち、一方で得体えたいの知れないおぞましさを本能に訴えかけるようでもあった。

　茫ぼう然ぜんとその名を呼んだのは、果たして誰だれだっただろう。

「ユヴィオール……カタシェレティス？」

　髪の色は違う。身体からだ付つきも違う。だが、顔には濃こい面おも影かげがある。

　そいつは無言で頷うなずくと、薄うすく笑った。傷口のように赤い唇で、毒花のように恐ろしく。

　玉座の前へ歩き、長刀とその鞘さやを拾い上げる。

　鞘を腰に差し、みなの前へと向き直り、

「初めまして、諸君」

　深く息を吐き──彼は、言った。

「私はついに、完全を手に入れたよ」
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「……こいつはすげえな」

　レイド＝オータムは、驚おどろきと関心、それから恐怖で頰ほおを引ひき攣つらせた。

「やっぱあんたについてきて正解だったぜ、大将」

　実際のところ、すべてを目にした今でも信じられない。

　事前に計画の全容を聞いていてもなおそうなのだから、居合わせた者たちにとってはまるで夢か幻でも見せられている気分だろう。

　だが、現実だ。

　こいつらはこれから、それをじっくりと理解することになる。

　ユヴィオールは、新しく生まれ変わった自身の身体からだと対話するかのように無言でいた。

　じっと掌てのひらを見詰めたり、胸に手を当ててみたりしている。

「気分はどうだい？」

　問うてみる。レイドも興きよう味みがあった。

「とてもいい」

　返答は簡かん潔けつだった。が、万感の思いが込められているのがわかった。

「誰だれも欠けないままで転生を行えたのはよかった。たぶんひとりでも足りなかったら、ここまでの気持ちは味わえなかっただろうからね」

　ユヴィオールがすべての『完全の欠片かけら』を集めるには、フォグとキリエとレキュリィ──第一円カイナから第三円トロメアまでの『ローレンの雛ひな』が全員生きたままひとつ所に集つどう必要があった。が、それを成し遂げるために辿たどった道程は、まさに薄はく氷ひようを踏むようなものだったと言える。

　なんならひとりふたり死んでも構いはしない、そんな気持ちではいたらしい。実際、オービット公こう爵しやくの邸宅を襲しゆう撃げきした夜などは、フォグの命を本気で狙ねらっていた。キリエをここへ連れてくることができたのも幸運が重なった結果に過ぎない。

　レイドが推測するに、ユヴィオールにとっては転生することそのものよりもむしろ『ローレンの雛』たちをやり込めることの方が重要だったのだろう。完全な存在を目指したいという野望の根っこにあったのは、よくできた従兄姉いとこたち──ローレンの作成した人造人間ホムンクルスたちに対する劣等感と嫉しつ妬となのだと思う。

　問うてみたくもある。彼は否定するだろうか。案外「正解だよ」と笑うかもしれない。そんなふうに自身の矮わい小しようさを自覚しているところもまた、彼の美点であり好ましいところだ。

　ともあれ最終的には、すべてが上手うまくいきすぎるほどに上手くいった。さっきキアスを殺してしまなわくてよかったなと改めて思う。彼の絶望はなかなか甘かん露ろだった。ユヴィオールがわざわざこの場で演出したがったのも理解できる話だ。

　ユヴィオールの転生に、そもそもキアス＝メネレックは必要ではない。本来核となるべきだったキアスの役割を奪って乗っ取る訳だから、人員としては最初から不必要なのだ。にも拘かかわらずここへ連れてこられたのは、ただユヴィオールが『ローレンの雛ひな』である彼に絶望を与えたかったから。彼が『ローレンの雛』だったからという、ただそれだけの理由。

　しかし、さすがにもう用済みだろう。引いん導どうを渡してやることにする。

　三米メートルの距きよ離りから、右腕──『アイリスの五番』をぞんざいに振るった。

　五指が溶け合い伸長しながら、硬質化して刃やいばとなる。

　背後から刹せつ那なだった。キアス＝メネレックの首がごとりと落ち、身体からだが崩れる。血が飛沫しぶいて周囲にまき散らされ、マーガレット王女の遺い骸がいを赤く濡ぬらした。死んだ後でもこうして触れ合えたのであれば、まあ幸せだろう。

「おいおい、レイド。……私は殺していいとは言っていないよ」

「構いやしねえだろ？　俺おれにも少しは仕事をさせろ」

　嘯うそぶく。さっさと手を下したのは、キアスへの慈悲でもあった。

　このまま生かしておけばきっとユヴィオールは更なる追い打ちを彼に与えるだろう。生きたまま苦しめるか、或あるいはローレンの精神から記き憶おくを再構築してみようと無茶むちやな実じつ験けんでも始めるか。それはさすがに酷に思えたのだ。『殺さつ戮りく博士はかせ』の異名を持つレイド様にしては珍しい心持ちだ、などと自分でも苦笑するが──きっと、せっかく生まれ変わった相棒が矮わい小しように縮ちぢこまる様を見たくないというのが最大の理由だろう。ユヴィオールにはこれから思う存分、尊大無比な大物として振ふる舞まって欲しい。というよりも、そういう彼を見たい。

「まあいい。用済みだったのは確たしかだったからね」

　ユヴィオールはレイドの独断を寛大に許してくれた。

「それにしても、まるで葬式みたいな空気だな、おい」

　周囲を見渡し、肩を竦すくめる。

　キアスが──弟が殺されたというのに、人造人間ホムンクルスどもの反応が薄うすい。肉親の意い識しきが薄いせいか、或いはまださっきのことが後を引いているのか。

「えっと、爺じいさんよ。もうご主人のことは諦あきらめな」

　レキュリィを抱いてしゃがみ込んでいるカルブルックの背中に声をかける。

　さっきまで幼い顔に浮かんでいた尊大な表情も、未発達の唇から発せられていた不ふ遜そんな言葉も、もはやない。ただ赤子のようにきょとんとして、カルブルックに微笑ほほえんでいるのみ。

　当然だ。

　既に『第三円トロメア』の魂は抜き取られ、ユヴィオールの根源として再構成されているのだから。

　曲がりなりにも意識らしきものがあるのが不ふ思し議ぎだが、これはどういうことだろう──単に人造人間ホムンクルスであるが故の奇跡か、もっと別の理屈があるのか。よくわからないがまあどうでもいい。魂の喪失によりレキュリィの人格が既に失われてしまったことには変わりない。

「……っ、どうして」

　床に膝ひざを突いたままの姿勢で、キリエが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　身体からだに纏まとっている青い布きれ──羽は衣ごろもにも似たそれの襟えり元もとを摑つかんで引っ張り、凝ぎよう視ししている。感触に違和感を持ったのだろう、手の中で揉もみくちゃにしつつ焦しよう燥そうの表情を浮かべる。

「どうして、なんで……!?」

　いや──違和感は衣服そのものというよりも、自身が増殖できないことに関してか。

「よう大将。お前さんまさか、あの娘みたいに殖えるのか？」

「いや、残念ながらそうはいかない。私が彼女から奪ったのは『肉体を複製する能力』というよりも『複製された肉体』そのものだからね。ただ、力は溢あふれているよ。彼女が持つ増殖限界、三十体分の生命力をまるごと奪った形だ。言ってみれば三十人力さ」

　なるほど、尋きけば尋くほど面おも白しろい。

「ただしその代だい償しようとして彼女は、増殖能力を失った」

「なるほどねえ」

　どうやら大将、見掛け以上にとんでもないことになっているらしい。

　感心していたレイドだったが、その時、背後でゆらりと人の気配けはいが動いたのに気付く。

　振り返ると、立ち上がっている者がいた。

　人造人間ホムンクルス『第一円カイナ』──フォグである。

　身体に力が入らないようで、不安げな顔をしたアルテミシア王女に支えられている。が、それでも瞳ひとみには確たしかな意志の光があった。

「そうこなくっちゃ」

　レイドはにやりと笑えんだ。

「坊主、さすがだよ。だから俺おれはお前が好きだぜ」

　他ほかの奴やつらは知らないが、直接手合わせをしたことのあるフォグのことだけは買っている。この程度で挫くじけるような根性はしていない。この程度で諦あきらめるような奴じゃない。

　アルテミシアに抱かれていても毒気に苦しむ様よう子すはない。能力を失ってはいないのか。ユヴィオールがしくじったのか元々そういうものなのかは不明だが、さて。

「……アルト。それに、カルブルックさん」

　フォグはアルテミシアから身体を離はなし、執事バトラーの名を呼ぶ。

　湾わん刀とうを掲げ、構え、脚の震ふるえを押おし止とどめつつ、ユヴィオールを睨にらみ付けた。

「手伝てつだってください。こいつをここで止める。止めなきゃいけない」

　カルブルックもまた、それに呼応した。きょとんとしたままのレキュリィを床に座らせて何事かを言い含めると立ち上がり、振り返る。

　フォグ、アルテミシア、それからカルブルック。

　面子メンツだけを見るならばもはや瑩えい国こくどころか世界を見渡しても敵かなう相手などいないのではと思わせる組み合わせだ。背筋をぞくぞくさせながら、さてお手合わせだと高揚した。

　だが、そんなレイドを遮さえぎるようにして、ユヴィオールが一歩前へ出る。

　怪け訝げんな顔をすると彼は薄うすく笑えみ──意外なことを言った。

「レイド、手を出さないでくれるかい？　私がひとりでやってみる」
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　その時フォグの感情を支配していたのは、絶望というよりもむしろ焦りだった。

　取り返しの付かないことになってしまった、という思いである。

　ユヴィオールの語った内容は今でも信じられない。ローレンの目的はもちろんのことキアスのことにしても、何もかもがあまりに衝しよう撃げき的てき過ぎた。どれひとつを取ってみても時間をかけてゆっくり咀そ嚼しやくしなければ理解も納得もままならないようなことなのに、それが幾つも次々と重なり、しかもあんな結果になるとは──幻覚でも見ているような気分はまだ続いている。

　だが、経緯いきさつはとにかく目の前にいるこいつは現実なのだ、と思う。

　再さい誕たん。転生。キリエの泉を乗っ取って産まれた、ユヴィオールらしき新しい生命。

　こいつをどうにかしなければならない。

　彼の目的を予想できなかったのも無理はないし、未然に防げなかったのも力不足のせいではない。単に彼のやろうとしていたことが常じよう識しきの遥はるか埒らち外がいにあり、彼の組み上げた計画がどうしようもなく周到だったというだけだ。フォグだけではなくキリエもレキュリィも、いや、国そのものすらをも手玉に取り──この男はものの見事にやってのけた。

　だが、常識外れな計画だからといって、どうしようもなかったからといって、仕方ないと諦あきらめることなどできるはずがない。責任逃れをするつもりもない。

　これはフォグたちが招いた結果であり、彼を止められるのもフォグたちだけなのだから。

　アルトの目の前でマーガレットを死なせてしまったことに対する悔かい恨こんがある。

　キアスが殺されるのを為なす術すべもなく傍ぼう観かんしてしまったことに対する自己嫌悪がある。

　ローレンの目的が自分たちを生いけ贄にえにした再生だったということに対する疑念がある。

　キリエが力を失い、レキュリィが我を失っていることに対する恐怖がある。

　だが、自分はまだやれる。戦えるのだ。

　アルトの傍そばにいても毒気が身体からだを害することはなかった。ならば『消失点カイナ』も失ってはいないはず。さっきの衝撃による痛みのせいで経けい絡らくが淀よどんでいるのか、上手うまく毒気を喰くらうことはまだできないが──戦いながら回復を待って、そこから一気に逆転すればいい。

　大丈夫だ。湾わん刀とうを扱う感覚も以前と変わりない。

　カルブルックが『アイリスの七番』を振るい、ユヴィオールへと斬きりかかった。

　複雑な軌道を持つ蛇じや腹ばら剣けんの一いち撃げきは、ぐるりと身体を迂う回かいして敵の背後を襲しゆう撃げきする。

　しかし剣の先端が首筋に突き刺さる寸前、ユヴィオールはわずかに身を逸そらした。まるで背後が見えているかのような動きだった。

「む……！」

　老ろう執しつ事じが眉まゆをひそめた。

　それでもすぐに軌道を修正。今度は先端ではなく刀身そのもので身体からだを両断しようと試みる。フォグも彼の攻こう撃げきに乗じ、反対側から仕掛けた。

　跳ちよう躍やくして距きよ離りを詰め、脇わき腹ばらを抉えぐるための一撃。

　仕留めたかと思った瞬しゆん間かん、ユヴィオールが茫ぼう洋ようと呟つぶやくのが聞こえた。

「ぬるい」

　長刀の鞘さやで『アイリスの七番』が打ち払われるのと同時、フォグの手首が摑つかまれる。接触した部分にぞっとするほど冷たい体温を感じた。そして手首が返される。身体の平へい衡こうが崩れる。天地が逆さになる。床に叩たたき付けられる──投げられたのだ。

　即座に起き上がると、後方からアルトの声。

「フォグ、離はなれて！」

　いつの間にか背中に煉れん術じゆつ陣じんを展開していた彼女は、鋭するどく叫ぶ。

「……『つらら』っ！」

　腕ほどの太さがある氷柱つららが五本、矢のように射出された。

　フォグが指示を出す前に自分から動いてくれたことに驚おどろく。マーガレットの死による悲しみは未いまだ深いだろうに、本当は泣き崩れていたいだろうに──目は赤くとも頰ほおに涙はない。唇を引き結び決意の表情で、凜りんとして戦いに臨のぞんでくれていた。

　彼女もわかっているのだ。こいつを放置していてはいけないことが。

　氷柱は五本が五本ともユヴィオールを正せい確かくに狙ねらって飛来する。

　だが、それでも彼の表情に焦りは浮かばなかった。

「遅い」

　唇がそう動いたのと、氷柱すべてがユヴィオールの身体を通り抜けていったのはどっちが先だっただろう。正確には、通り抜けていったように錯さつ覚かくした。それほど小さなごく最低限の動きですべてを躱かわし、やり過ごしたのだ。

　カルブルックが再度、蛇じや腹ばら剣けんを振るう。上、下、斜め、前、背後。不規則な動きと複雑な軌道でありとあらゆる角度から斬きり付ける。

「どうした執事バトラー、鈍のろいぞ」

　ユヴィオールはそれらすべてを捌さばき、躱かわし、避けていた。

「弱くなったか。それとも、ここへ来る前に蛇鶏の毒にでもやられたかい？」

「く……！」

　執事バトラーの顔が歪ゆがんだ。

　確たしかにカルブルックの動きはどこか精彩を欠いているようにも見える。幻げん獣じゆうの毒を受けたというのも事実なのかもしれない。

　が、それ以上にユヴィオールが強いのだ。

　動きに一切の無む駄だがない。体たい捌さばきは流りゆう麗れいで見み惚とれるほど。静から動へ移る一いつ瞬しゆんを目で追いきれない。自身の視界よりも遥はるかに広い範はん囲いが見えているかのように周囲の気配けはいを察知する。

　かつてカルブルックがフォグに教授した戦いの極意を、更に高次元で実行しているのではと思わせるような所作──機き械かいよりも精せい確かくで、流水よりも滑らかな動き。

　それでも、黙だまって見ている訳にはいかない。

　フォグも仕掛けた。『消失点カイナ』がまだ使えないのがもどかしかった。せめて身体機能を強化できればもう少しましに渡り合えるのにと歯は咬がみする。

　つまり、攻こう撃げきをする前からそんなことを考えてしまうほど、実力の差は明らかだった。

　カルブルックの蛇じや腹ばら剣けんを受け流しながら、フォグの一撃をやり過ごす。

　同時に飛来したアルトの『とげ』は、鞘さやのひと払いですべてが軌道を逸そらされる。

　足あし許もとに這はい寄って鎌かま首くびをもたげていた『つるぎ』は、立ち位置を巧妙に調ちよう節せつすることで『アイリスの七番』の剣跡と交こう叉ささせられた。床に生はえた『いばら』が成長しようとざわめくも、その上へ投げ飛ばされたフォグの身体からだに花を散らされる。

　三人がかりで攻めているにも拘かかわらず、子供扱いだった。

　協力することもままならない。お互いにそのつもりがないのにいつの間にか足の引っ張り合いに誘ゆう導どうされてしまっている。髪の毛ほどの傷すら付けることができない。

　何より、相手は未いまだ得物を鞘さやから抜いてすらいない──。

「……つまらないな」

　湾わん刀とうによる攻撃が当たり前のように空を斬きった直後。

　小さな呟つぶやきが耳に入り、そして。

　緩ゆるやかな所作でユヴィオールが片脚を浮かせ、横に振るった。

　回まわし蹴げり。動きは見えていたのにまったく反応できなかった。つまり、こちらの呼吸を完全に読まれた上で、力が抜けたところへの一撃。

　フォグは無防備に腹を打たれ、吹き飛ばされる。

　軽い攻撃だったように見えたがとてつもなく重かった。肋あばらの折れる音が聞こえた。たっぷり五米メートル──アルトの足許まで転がり、無様ぶざまに床を舐なめる。

　続いて、カルブルックも。

　こちらはぞんざいで、力任せだった。恐らくは新しい身体の腕力を試したのだろう。無造作に老ろう執しつ事じの細い手首を摑つかむとそのままぶん回して放り投げる。

「っ……ぬ！」

　彼は朽くち木のように宙を舞まい、壁かべにぶつかって崩れ落ちた。

　衝しよう突とつ跡あとに亀き裂れつが入っている。それほどの勢いだった。よろめきながらどうにか上半身を起こしていたが、無事では済んでいないだろう。

「フォグ、大丈夫!?」

　アルトがしゃがみ込み身体からだを揺すってくる。

　喉のどの奥から口内へ溢あふれてきた血を無む理り矢や理りに飲み込み、大丈夫です、と笑う。が、動けない。身体が言うことを聞いてくれない。肋ろつ骨こつだけではなく内ない臓ぞうもやられたか。

　カルブルックとフォグが吹き飛ばされたことで、戦いが小休止の様相を見せる。

　ユヴィオールが肩を竦すくめて、キリエへと視し線せんを遣やった。

「きみはかかってこないのかい？」

「……冗じよう談だんじゃないわ」

　彼女は未いまだに膝ひざを突いたまま、それでもいつの間にか距きよ離りを取っている。

「力も使えないのに、私に自殺しろっていうの？」

　皮肉めいた言葉ではあったが感情には恐怖の色がある。

　つまり、精一杯強がっているのが明らかだった。

　無理もない。彼女はずっと、自己を増殖させることで死を回かい避ひしてきた。その能力が失われたということは、抗あらがえない本物の死──この世からの完全な消滅が背後に迫ってきたということだ。もしかしたら丁てい国こく辺りに予備がいるかもしれないが、下手へたをすれば今ここにいるのが最後のひとりかもしれない。元来が毒気への抵抗力も強くなく個々の戦せん闘とう能力も高い方ではない身体、戦うことを自殺と形容するのは決して大おお袈げ裟さではない。

「ふむ。しかしこうなると、手て応ごたえがなさ過ぎて拍子抜けだな」

　ユヴィオールは顎あごに手を遣り、宙を仰ぎ見た。

「『ローレンの雛ひな』はもはや相手ではなく、私の前に敵はいない」

　ひとりごちるというよりもむしろ、聴ちよう衆しゆうに向かって語りかけているかのような喋しやべり方かた。

　新しい身体を得て生まれ変わったといっても、こういう根幹の性質は以前と変わりないらしい。反吐へどの出る思いがした。こんなものが──こんな奴やつが『完全なる存在』だって？

「ああ、そうだ」

　ユヴィオールはふと気付いたようにぽん、と手を打つ。

　そうして踵きびすを返し、玉座の前に打ち捨てられてあった自分の服、つまりは転生する前の身体が纏まとっていた貴族服の上着をごそごそと漁あさり、何かを取り出した。

「アルテミシア王女、きみに尋ききたいことがあるんだが」

　そうしてから立ち上がって振り返り、言う。

　アルトは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだ。が、すぐに唇を引き結んで視線を鋭するどくする。

「私はあなたと話したいことなんか何もないわ」

　知らない人間との対話を恐れていた頃ころのことを考えれば、見違えるような成長だった。

　本心では恐くて仕方ないだろうに、相手を睨にらみ付けて言い返しまでするとは。或あるいは、フォグが倒れて動けずにいるから自分がしっかりしなければと思ってくれているのだろうか。

　だが、今この場、この相手を前にその気丈さは危険だった。

　こいつは、何をするかわからない──。

「まあそう言わず、答えて欲しいな」

　アルトの怒気をまったく無視し、ユヴィオールは話を始めた。

　猫ねこ撫なで声ごえという表現に相応ふさわしい、気味の悪い口く調ちようだった。

「王女、きみは強い。強くなった。いつかの夜会とはまるで別人だね」

　一方で声音とは裏腹、どこか挑発しているような響ひびきもある。

　その理由、彼の真意にフォグは気付いた。

「住んでいた城が崩ほう壊かいし、たったひとりの妹が死に、大事なフォグくんがこうして傷付き、窮きよう地ちに陥ってもなお絶望する素振りすら見せない。私は感動しているよ」

　無ぶ遠えん慮りよで無神経な言葉によって気付かされたのだ。

「きみの絶望はどこにあるのだろう？　きみはどうすれば狼狽うろたえ、泣き叫ぶのだろう」

　こいつはアルトの機き嫌げんを窺うかがっているのではない。

　アルトの機嫌を窺って楽しんでいるのだ──と。

「黙だまれ、ユヴィオール＝カタシェレティス」

　よろめきながらも膝ひざを立てる。殺気とともに声を荒げる。通じるはずはないとわかっていても、ただ見ている訳にはいかなかった。

「それ以上アルトに話し掛けるな、僕が相手だ！」

　フォグの殺意はしかし、無視された。

「私はずっと考えていた。きみの絶望がどこにあるのかを……でも、ついさっき閃ひらめいたんだ。どうもそれは少し見当外れな思考だったんじゃないか、とね。私の求めているものときみの絶望とは、必ずしも繫つながっている訳ではない、とね」

　ユヴィオールが、さっき自分の服から取り出したものをひらつかせる。

　本だった。表紙が汚れていて題名は読めない。小さな文庫本であるところを見るに、女子供向けの通俗小説だろう。いや──本の中身はどうでもいい。

　問題は、こいつがそれを何故なぜわざわざ取り出したのか。

　必死に考えるが、正解がわからない。武器にも見えないし、或いは何かの仕掛けがあるのか。あるとしたらそれはどういうもので、どんな目的でどう使うのか。

「ならば私の求めているものはきみのどこに繫がっているのか？　実は、見当が付いている」

　わからない。この男はいったい、何を考えている？

　不安だけが募る。何故ならフォグはもう既に、ユヴィオールのこうしたやり口に厭いやというほど辛しん酸さんを舐なめさせられていたからだ。こちらが手を出せない状況を作っておいてからじっくりと勿もつ体たいぶって騙かたり、本音を見せず、そうして核心を見せる時には一気に切り込む──という。

　ユヴィオール＝カタシェレティスの真に恐ろしいのは戦せん闘とう能力ではない。自分のいる空間の主しゆ導どう権けんを支配してしまうこの手腕だ。

　持っていた本を開いた。ぱらぱらとさせてから、ある箇所で開いて止める。

　そうして、開いた見開きに面した一枚をぞんざいに破き、

「私は新しい身体からだを手に入れ、新しい力を手に入れた。だからここで禊みそぎを済ませておきたい。以前、決定的に喫した無様ぶざまな敗北に対する禊だ」

　ユヴィオールは頁ページをまるめ、こちらへと放った。




　アルトとフォグの傍かたわらに転がってくる紙片。

　そこからまるで手品のように、別のものが出てきた。

　紙に封じ込められていたものが、紙片の代わりに転がってきた。




「な……！」

　フォグの全身が凍り付く。

　アルトはそれを見て、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「──お父様？」

　血に塗まみれた、国王トーマスの首を。

　瞬しゆん間かん。

「あ……？　あ、あああああああああああ、あああああ、あ、ああああああっ！」

　苦く悶もんとも絶望とも悲鳴ともつかない絶叫が、アルトの喉のどから発せられる。

　父親の死体を見せ付けられたことによるものではなかった。

　悲しみや狼ろう狽ばいとは違う。

　それは──父のことはむしろ、切っ掛け。

　身体の中で起きた異変に対して、反射的に喉が、声帯が、肺が、咆ほう哮こうをあげたのだ。

「……っ！」

　フォグは必死でアルトの腰に縋すがり付き、力の限り抱だき締しめる。

　だが、止まらない。この気配けはいは──この予兆と昂こう揚ようは、もう止まらない。

「やはりそうか」

　ユヴィオールが不敵に笑えんで、ひとり頷うなずいた。

「王女が窮きゆう地ちに陥る必要はないし、絶望を伴っていなくても構わない。『彼女』は……王妃の魂は、愛するものの死を、娘の身体を通して理解したという訳だ」

　アルトの背中から煉れん術じゆつ陣じんが出現した。

　勢いよく乱雑に、それでいて整せい然ぜんと、背中のみならず頭上にまで広がって展開していく。

　無数に枝分かれしながら一点に絡みつき、そこから更に枝分かれをして、直ちよく線せんと曲線と不規則な軌跡を描きながら、様々な紋様を混じらせた渾こん沌とんを呈していく。

　ある部分では月、ある部分では太陽、ある部分では花、ある部分では城、ある部分では蝶ちよう。月は三日月、太陽は球、花は薔薇ばら、城は戯ぎ画が、蝶は揚あげ羽は、すべて平面として描かれているのではなく、厚みを持って膨ふくらんだ、針金細工のような立体図形。

　煉れん獄ごくの奥底、遥はるか深しん淵えんへと干渉するための、圧倒的な、力。

　それが閾いき値ちに達したと同時、図形が飽和し弾はじけた。

　煉れん術じゆつ陣じんがすべて消失する。

　それと入れ替わりに、彼女の背後へ立つ人ひと影かげ。

　白しろ金がね色いろの長い髪。目を閉じていてなお荘そう厳ごんな美しさをたたえる面おも立だち。華きや奢しやな手足。天鵞絨ビロードのような肌が透けるほどの薄うす衣ごろも。

　アルトが意い識しきを失い、フォグの腕へがくりと倒れ込んだ。




　身体からだのそこかしこに結像を乱しながら──かくして『エルザ』が顕けん現げんする。




　アルトの身を守るための最終手段。

　自動的に発動し、自律的に敵を葬り去る、母親の魂を媒介に具現化した何か。

「……これだ」

　だがそれを目前にして、ユヴィオールは笑っていた。

「ああ、そうだ。これだ。あの時を思い出す。何て恐ろしい」

　ひとりごとのように呟つぶやき、唇を震ふるわせる。

「これが、禊みそぎだ。これを乗り越えることで……これに打ち勝つことで、私は真に完成する」

『エルザ』が変へん貌ぼうを始めた。

　敵を認め、屠ほふるべき対象を定め、自らの身体をおぞましい力で拘こう束そくしていく。

　背後から目隠しのように巻き付く黒色の鎖くさり。

　四肢を縄なわするように絡みついていく鋭するどい茨いばら。

　身体を犯すように這はいずる巨大な蛇。

　そして、喘あえぐ唇の先、薄うす紅べに色いろの祝福を受けるようにして、光球が発生する。

　最初は点。それから鶉うずらの卵ほど。あっという間に掌てのひらへ乗るほどに。

「冗じよう談だんじゃねえぞ、おい」

　部へ屋やの隅でレイドが引ひき攣つった笑えみを浮かべていた。緊きん迫ぱくした表情で身構え、吐き捨てる。

「こんなもん、どうして二度も見なきゃならねえんだよ！」

　その反応が当たり前だろう。むしろ恐慌状態に陥らない分レイドは勇敢だとすら言える。なのにユヴィオールは──相変わらずの薄笑いを浮かべたまま、あろうことか『エルザ』へと一歩ずつ、間合いを詰めていく。

　そんな彼を見上げながら、フォグは唇をわななかせていた。

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。呼吸が荒い。悪お寒かんが酷ひどい。

　何故なぜなら、理解してしまったからだ。

　ユヴィオールが余裕の表情でいる意味を。

　何故この男が、落ち着いていられるのかを──。

　甲かん高だかい音がする。

　きぃぃぃぃぃぃぃ、と、耳鳴りのような、小さな悲鳴のような。

『エルザ』の唇の先に浮かんだ光球が──『くちづけ』が、光を溢あふれさせ、そして。

　光が、放たれた。

　斜め右上から左下へ歪わい曲きよくしながらの、まるで暴あばれ回るような薙なぎ払い。

　玉座の間の壁かべが焼け溶けるように貫かれた。高級な大理石がいとも簡かん単たんに吹き飛ばされる。絨じゆう毯たんが蒸発する。空気が赤せき熱ねつする。壁が、床が、天てん井じようが、光こう線せんの通り道とその先にあったすべてが、小しよう爆ばく発はつを伴いながら破は壊かいされていく。

　キリエが驚きよう愕がくの悲鳴をあげて身を伏せた。無反応のレキュリィと眠ったままのリチャードをカルブルックが突き飛ばした。レイドが大慌てで身を投げだした。フォグがアルトを抱き締しめたまま、唇を強く咬かんだ。

　そして、ユヴィオールは、

「さあ見るがいい、フォグ」

　右手を掲げ、掌てのひらを前に、高らかに宣言する。




「これがきみからもらった力……『消失点カイナ』だ！」




　光線が狙ねらいを定め、標的の身体からだを斜めに両断しようと横切った──はずだった。

　だが、そうはならなかった。

『くちづけ』は彼の眼前に来た瞬しゆん間かん、まるで蜃しん気き楼ろうのように溶けてなくなる。

　光線そのものを毒気へと還かん元げんし、喰くらったのだ。

　フォグではなくユヴィオールが、その力を使ったのだ。

「は。くく」

　含み笑いを抑えながら、更に一歩を踏み出すユヴィオール。

「……う」

　フォグの喉のどから声が洩もれる。身体が震ふるえた。

　まだ回復していないだけだと、そんな浅はかなことを考えていた自分が許せない。

　この男が転生した時──全身を激はげしい痛みが襲おそったあの時、既にフォグの中から力は喪うしなわれていたのだ。キリエの増殖能力と同じように。レキュリィの魂と同じように。

「ふふ。はは、ははは」

　ユヴィオールがふたりの横を通り過ぎ『エルザ』の前に立つ。

「う、あ……」

　フォグの喉のどは声を絞り出すのをやめない。

　毒気への耐性が残っていたことで勘違いしていた。いや、認めたくなかった。

　あれほどおぞましい力だと思っていたのに。ないのならない方がいいとすら考えたこともあったのに。なのにいざなくなってみれば、どうだ、この気分は？　この感情は。

「ははは、ははははっ！」

　哄こう笑しようとともに彼女へ向かって右腕を伸ばすユヴィオールを見上げた。

「う、あ、ああ」

　そしてわなわなと全身を震ふるわせると、

「はははは、素す晴ばらしい！　これは……これは実に、素晴らしいっ！」

　ユヴィオールの使った『消失点カイナ』によって『エルザ』が搔かき消えていくのを認め、

「ああああああっ！」

　ついに──絶叫した。

　恐怖のようだったが恐怖ではない。絶望のようだったが絶望ではない。喪失感のようだったが喪失感ではない。それらすべてを内包し、更に怒りで覆おおい隠したもの。耐えることなどできない、どうしようもなく大きな衝しよう動どうだった。

　許せない。許せるものか。

　力を奪われたのみならず、その力を使って『エルザ』を──アルトの母親を、彼女が最も大事に思っているものを喰らったなどと。

　王妃の魂そのものが消失した訳ではないとわかっている。『エルザ』自体が煉れん術じゆつによって造られた幻げん影えいのようなものだと理解もしている。

　けれど、それでも、許せない。

　アルトを床に寝かせる。その行為だけは何故なぜか冷静に、丁てい寧ねいにやれた。

　つまり、冷静にやれたのはそれだけだった。

　立ち上がり『アイリスの十六番』を引き抜く。身体からだの覚えている感覚よりもずっしりと重く動作も鈍にぶくなっていることには気付かない。

「うぉおおおおおお！」

　ただ叫びながら、ユヴィオールへと斬きりかかる。

　左で逆手に持ち、斜め下から上への剣けん閃せん。

　ユヴィオールは一歩を退いた。湾わん刀とうが空を切る。

　故に再び、踏み込みながら掌てのひらの中で刃やいばを返し、振り下ろす形で袈け裟さ懸がけ。

　二十瓩キロの重量を持つ刃やいばは落下速度も加わって破は壊かい力りよくを増し、当たりさえすればユヴィオールの肉を裂き骨を断つと思われた。

　なのに──一いち撃げきは、何故なぜか。

「……せっかくだから、最後の絶望を見せてあげようか」

　途中で、止まる。

　いつの間にか、ユヴィオールが腰の刀を抜いていた。

　一米メートルはあろうかという長刀だ。

　それが『アイリスの十六番』を、受け止めていた。

　妙な材質でできていた。磨すり硝子ガラスにも似た、濁にごった半透明の刃だ。

　刀身全体に光が鈍にぶく反射して不ふ思し議ぎな光こう沢たくを放っている。向こう側が透けて見えそうで見えないもどかしさは、曇くもり空ぞらの朝あさ陽ひか霞かすみの中の月を連想させた。

　湾わん刀とうを握る腕に力を込める。

　鍔つば迫ぜり合あい。が、長刀は動かない。

「変わった刀だろう？」

　耳みみ許もとで囁ささやく声は蛇の舌に耳じ朶だを舐なめられているようだった。

　つまりユヴィオールの──優ゆう越えつと余裕の証あかしだった。

「この刀の名前を教えてあげよう」

　半透明の白はく刃じんと鈍にび色いろの湾刀が軋きしみ合い金属音をたてる。

　長刀を持つユヴィオールの手が、ほんのわずかに返される。

　彼は笑って、囁いた。

「『アイリスの十八番』というんだ」

「……え」

　言葉とともに『アイリスの十六番』に対して『アイリスの十八番』の刃が垂直に立った。

　同時、フォグが鍔迫り合いに感じていた抵抗が消失する。

　右肩の前にあったはずの左ひだり拳こぶしが『アイリスの十六番』の柄つかを握ったまま、込めていた力に任せて振り切れる。きょとんとしていると足あし許もとに、がらん、と鈍くも重々しい音。

　それは湾刀が──『アイリスの十六番』の刀身が、

「そん、な」

　中途から断ち切れて、床へと落下した音だった。

「さすが『アイリスの魔ま剣けん』の最終進化系にして究極の剣。よく切れる」

　ユヴィオールが笑った。

　笑って、

「これはそういう刀なんだ。さしたる抵抗もなく、まるで牛酪バターみたいに何だって斬きってしまう。たとえ超密度で圧あつ縮しゆくした鉄だろうが……」

　ずぶり、と。

「……たとえ、人体だろうがね」

　腹部を何かが通り抜ける感触があった。

　茫ぼう然ぜんとしながら俯うつむいて、見る。

　白い刃やいばが生はえていた。

　腹を搔かき分けて背中まで貫通したそれは、再びゆっくりと引き抜かれていく。

「あ。……か。は」

　胃い腑ふから大量の血が喉のどへと上ってきた。

　さっきの攻防で傷付いた内ない臓ぞうが、刃に刺されたことで致命的な損傷を受けたのだった。

　傷を癒いやす『消失点カイナ』の力は、既に奪われてしまっていた。

　アルトが気を失ってしまっている今、無理をして耐える必要もない。

　だからフォグは口から血を溢あふれさせると、その場にどう、と倒れる。

　敗北を前に、何を悔くい何を思い何を憂うれい何を案じればいいのか。

　考えるよりも前に目の前が暗くなっていく。指先の感覚がなくなった瞬しゆん間かん、アルトと手を繫つなぎたいとぼんやり思った。けれどそれを最後に、意い識しきは途と切ぎれた。
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　腹を貫かれたフォグが血を吐いて倒れた時、キリエは茫然自失の状態だった。

　自分の力が奪われてしまったことだけでも混乱には充分なのに、その後に起きたすべても常識外に渾こん沌とんとして、目まぐるし過ぎた。アルトが創成したと思おぼしき人型の煉れん術じゆつ。それを『消失点カイナ』で喰くらってしまったユヴィオール。激げつ昂こうして返かえり討うちに遭ったフォグ──とにかくあまりに埒らち外がいのことが起こったせいで、思考が麻ま痺ひしていたのだった。

　だから周囲の状況を冷静に観かん察さつすることもできなかったし、自分がどう行動するのが最善なのかという判断もできなかった。更には、自分がどう行動したいのかと自問自答する時間も与えられなかった。それが起きたのは、あまりに急だった。




　それを仕掛けたのは、カルブルック＝ティーウェだった。

　彼は準備を整ととのえていた。つまり、キリエにできなかったことすべてを既に終えていた。周囲の状況を冷静に観察し、自分がどう行動するのが最善なのかを判断し、自分がどう行動したいのかという自問自答も済ませていたのだ。更にはそれに、キリエを巻き込んだ。

　だからはっきりと言うならば、カルブルックを恨うらむ気持ちはある。

　けれど一方で、助かったとも思う。何故なぜならば、仮に時間があったとしても──少なくとも自分がどう行動したいのかという問いに関しては、答える自信がないからだ。

　ユヴィオールが上気した顔で、倒れたフォグを見下ろしていた。

『ローレンの雛ひな』を打ち負かしたのがよほど爽そう快かいだったのだろう。喜びに顔を歪ゆがめ、それからフォグに止とどめを刺そうと血に濡ぬれた長刀をゆっくりと振りかぶった、その瞬しゆん間かんだった。

　からん、と。

　上から細かな石の破片が、キリエの足あし許もとに落ちてきた。

　ユヴィオールもレイド＝オータムもそれに気付いていない。この破片が何を意味するのかはキリエもまだ理解できていなかった。

　そして理解する前に、背後から肩を摑つかまれた。

「キリエ殿」

　振り返ると、カルブルックが険しい顔でこちらを見ている。そんなに馴なれ馴なれしくされるほど私とあんたは親しくないでしょう、などと場違いなことを考えたが、口に出す前に老ろう執しつ事じは言葉を続けた。小声で、しかしはっきりと。

「私が合図したら、フォグ殿を連れて逃げて下さい」

　どういうことよ、と。

　問い返す前に、カルブルックは立ち上がった。

　蛇じや腹ばら剣けん──『アイリスの七番』を握る手を真上に跳ね上げる。気配けはいに気付いたユヴィオールとレイドがこちらを見る。が、遅かった。カルブルックの狙ねらいは彼らではなかった。

　次の瞬間、轟ごう音おんとともに足許が揺れた。

　続いて、部屋全体が。

　こいつは今いったい何をしたのか、この揺れはその結果なのか。あれこれと考える前に、カルブルックの怒号がキリエの耳を揺さぶる。

「今です！」

　まるで催眠だった、と思う。

　思考する余裕はなかった。キリエは走り、部へ屋やの揺れに気を取られたユヴィオールに体当たりし、思いきり突き飛ばす。それからフォグの腕を肩にかけて抱き上げた。意い識しきを失った身体からだはずっしりと重く、このままでは運べそうにない。腹立ち紛れに軽い身体強化煉れん術じゆつを自分にかけた──何故そこまでして運ぼうと思ったのかはわからなかった。捨て置けばよかったのに。きっと、あの執事バトラーの勢いに流されてしまったのだろう。

　キリエは走り出す。ユヴィオールかレイドの追つい撃げきがあるかと思ったが、その気配はなかった。それよりも前に、玉座の間の崩ほう壊かいが始まったのだ。

　天てん井じようから雨のように破片が降ってきた。巨大な吊り下げ灯火シヤンデリアが落下し、けたたましく床に散った。その振動に揺られて壁かべが大穴を開ける。アルトの使った人型煉術が致命的な損壊を与えていたのに加え、カルブルックの攻こう撃げきが追い打ちをかけたのだとようやく気付く。ユヴィオールたちの注目を集めつつ逃げる隙すきを作ったという訳か。まったく老ろう獪かいなことだ。

　ただ、奴やつらが追ってこなかったのは、単に見逃されただけなのかもしれないとも思う。

　何故なぜならその時満足に動けたのは、キリエとカルブルックのふたりだけだったからだ。

　キリエがフォグを抱えて逃げる直前、カルブルックがレキュリィの矮わい軀くを担かついで壁かべの穴から飛び降りるのを見た。つまり脱出できたのは、その四人だけだったということになる。

　──恨うらむというならば、カルブルックがキリエにこの結果を選択させたことを恨む。

　執事バトラーは自らの職しよく務むに忠実だった。故に、主であるレキュリィを選んだ。たとえ魂の抜けた痴ち呆ほうのような状態であったとしても捨てきれるものではなかったのだろう。王弟のリチャードを運び出した方がまだよかったのではないかという気がするが、カルブルックが選択した結果なのだから、たとえ王弟が殺される結果になったとしても自分は関係ないと思える。

　だが、キリエは違う。

　自ら選択したのではない。カルブルックに選ばされたのだ。

　ふたりのうちどちらを助けるのかを、あの忌いま々いましい老ろう執しつ事じに強しいられたのだ。

　それが選択であることにも気付かせてもらえないまま。自分がどうしたいのかという自問自答の機き会かいすら与えられないままに。




　城を脱出し、フォグを背負ってひたすらに走り、大通りを抜けて路地裏に入り込んだ。

　追っ手が来ていないのを確かく認にんした後、フォグを降ろす。

　出血が酷ひどかった。このままでは間違いなく死ぬ傷だった。捨てていこうかと思ったが、結局迷った挙げ句、治ち癒ゆ煉れん術じゆつをかけた。ただ、ここでは応急処置程度しかできない。近くに煉術師専用の宿があったはずだから、そこで部へ屋やを借りよう。

「……何よ」

　治癒煉術でフォグの傷を塞ふさぎながら、吐き捨てた。

　ふざけるな、と思う。こんな奴やつを助けてどうするんだ。たとえ兄だからといって、いや、兄だからこそ憎らしいのに、命を救ってやったりして本当に私はどういうつもりなんだ。もう身体からだの複製はできないのに煉術で自分の生命を削ってまで、どうして。

「何なのよ。畜生……畜生め」

　罵ば倒とうが溢あふれた。

「ふざけるな。ふざけないでよ。莫ば迦かじゃないの」

　フォグが憎い。憎らしい。でも、憎い理由は──妬ねたましいからではない。そんな感情なんて『群体アンテノラ』の力を奪われたのと一緒に綺き麗れいさっぱり消えてしまった。

　今、フォグのことが憎いのは、こいつがユヴィオールなんかに負けたからだ。

　そしてそれとまったく同じ理屈で、自分が憎かった。自分の選択が憎かった。選択を与えてくれなかったカルブルックも同様に憎かった。

「何なのよ……何なのよっ」

　罵ば倒とうを繰くり返すことで必死に誤ご魔ま化かしていたが、もう限界だった。

　心の奥ではたぶん、もうずっと前から自覚していたのだと思う。認めたくなかったが仕方ない。偽りない自分の気持ちなのだから、仕方ない。

　兄の手当をしながら、キリエは唇を咬かんだ。

「……アルト」

　本当に助けたかった娘を見捨てて逃げてしまったことが、悔しくてたまらなかった。
















　目を覚ました時にくるまれていたのは自分の匂においがする布団で、目を開けて最初に見たのはいつもの天てん井じようだった。半身を起こすとやはりそこは塔の地下の牢ろう獄ごく、つまり自分の部へ屋や。

　だからアルトは最初、さっきまで夢を見ていたのだろうと思った。

　何かおかしいなという疑問を持ったのは、数十秒が経たってからだ。

　布団の中で寝ていたというのに、部屋着ネグリジエではなく戦せん闘とう衣いを着ていることに気付いた。こんなものを着たまま寝るなんてあり得ない。背中は寒いし下半身はごつごつしているしで、本当なら外出の時にも着たくなんてないのに。

　普ふ段だん文句を言わないのは、着せてくれるのがフォグだからだ。

　──フォグ。

　今どこにいるんだろう、と思った。今日きようは来てくれるだろうか。遊技ゲームをしたい。何にしようか。世界征服リスクがいい。その後で一緒に本を読もう。

　考えながら、部屋の中を見た。暗い。

『たいよう』を作ろうか、それとも燭しよく台だいに火を点つけようか。『たいよう』の方がいいかな、ちゃんと明るくないとフォグに怒られるから。

　格子の向こう、椅い子すに座った人ひと影かげがあるのに気付く。こっくりこっくりと船を漕こいでいる。

　思わず声をかけた。

「イオ」

　びくり、と。

　呼びかけた途端とたんに身体からだが跳はね、侍女メイドはすぐに目を覚ます。そうして、「あはは、寝ちゃってましたー」などといつものように笑うかと思いきや、

「……姫様」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやき、血相を変えて駆け寄ってきた。

「姫様！　お目覚めですか?!　よかった……どこも痛くありませんか!?」

　鉄格子を摑つかみ、叶かなうものなら部屋に入って来そうなほどの勢いでまくし立ててきた。

「イオ……？」

　しげしげと眺める。イオは泣いていた。

　ぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめて、みっともなく鼻をすすりながら、

「私、ここでずっと待ってたんです！　そしたら、知らない男が！　何だか気味の悪い優やさ男おとこが姫様を連れてきて……お城の外も中ももう滅茶苦茶めちやくちやだし、それに……それに、」

　──ああ、そういえば。

　彼女が泣いているのを見るのは初めてだ、と。ぼんやりと思う。

　出会った時から、イオはアルトの前で泣き顔を見せたことがなかった。困った顔は時々するけど、基本的にはいつも楽しそうにしていた。たとえば目を閉じて彼女のことを瞼まぶたの裏に映してみても、笑顔えがおしか思い浮かばないほどに。──何故なぜなのか。

　昔ならわからなかったかもしれないが、今ならわかる。だって自分もフォグと一いつ緒しよに戦っている時、できるだけ不安な顔を見せたくないから。フォグもいつもアルトと一緒に戦っている時、できるだけ不安な顔を見せずにいてくれるから。

「ねえ、イオ」

　眠ってしまう前のことを、段々と思い出してきた。

　夢ではないのだな、と悟った。

　あれは──夢なんかじゃない。

「フォグはどこ？　どこにいるか知らない？」

「ごめんなさい、姫様。わからないんです。フォグのことは、何も……まだ、何も」

　涙声のイオは、とうとう踞うずくまって顔を伏せ、えぐえぐと嗚お咽えつし始めた。

「ごめんなさい。私が、私がしっかりしなきゃ、いけないのに……」

　寝台ベツドの上で膝ひざを抱えて考える。

　覚えている限りの記き憶おくを反はん芻すうした。

　妹が死んだこと。

　苦しむフォグ。

　大丈夫かと身体からだを揺すった。起き上がってくれた。ふたりで一緒に、ユヴィオールとかいう奴やつと戦った。強かった。勝てなかった。話し掛けられて腹が立った。そうしたら何かを投げてきた。死んでしまった父とう様さまだった。

　それから──。

　それから先のことを、覚えていない。

　たぶん自分たちは負けてしまったんだというのは漠然と理解した。

　なのに、最も知りたいことがわからない。

　フォグの安否が、彼がどうなってしまったのかが、わからない──。

「ごめんなさい、姫様、ごめんなさい……」

　ひたすら謝あやまりながら泣きじゃくるイオを慰なぐさめたいと思った。

　でも、駄だ目めだった。もらい泣きみたいに涙が溢あふれてきて止まらなくなって、やがてアルトは──アルトも、大声で慟どう哭こくし始める。

　まるで子供のように、叫ぶように。

　どうしようもない不安と悲しみを、発散するように。

「う、えええ。うわああん！　ふえええ……んっ」

　牢ろう獄ごくにふたりの泣き声が谺こだまする。

　困った顔で頭を搔かきながら「泣なき止やんでくださいよ」と彼に言ってもらえたら、きっとすぐに涙は止まるのに。それなのにどうして言ってくれないんだろう。来てくれないんだろう。

「フォグ。フォグ……フォグ！」

　アルトは何度も何度も、名前を呼んだ。

　返事がないことを怨うらめしく思いながら、来てくれないことを憎らしく思いながら、どうか生きていてくれますようにと、心が擦すり切れそうなほどに願ねがいながら。

　あの場所には、キリエもいた。

　だから──もし彼女がフォグを助けてくれていたら、一いつ緒しよに逃げてくれていたらどんなにか嬉うれしいだろうと、大声で泣きながらそんなことを思った。




　　　　　　　　　　　　　[image: ]




　三日月が浮かんでいた。

　これから真円へと満ちていくのかそれとも朔さくへと欠けていくのか、ユヴィオールにはわからなかった。考えてみればこれまで、しみじみと月を眺めたことなど一度もない──もちろん自分にそんな趣しゆ味みが必要かと言われれば、まったくそうではないのだが。

　ただ、この場所から眺める三日月はなかなか絶景ではあった。

　何せ、瑩えい国こく首都たる匍都ハイトの中心にある王城──その玉座の間、崩落した天てん井じようの隙すき間まから臨のぞんでいるのだから。天井はおろか壁かべも破れて床は瓦が礫れきにまみれ、見るも無惨な有様である。

　荒城に立ち、風に吹かれてもまだなお残る血と臓ぞう物もつの腥なまぐささを肴さかなに月を仰ぐ。世が荒れていた遥はるかな昔、他国を滅ぼした征服者たちはこんな気分を幾度も味わってきたのだろうか。

「よお大将、ここにいたか」

　そんなことを考えていると、背後から声があった。

「やあ」

　振り返ると、そこにいたのはふたりの仲間。レイド＝オータムとティ・キ＝ライムだった。

　思わず笑う。

　ひとりは、頰ほおのこけた人相の悪い顔に無ぶ精しよう髭ひげを生はやし、頰には三本の引ひっ搔かき傷きず──改めて眺めてみれば、まるで海かい賊ぞく。そしてもうひとりは、全身を覆おおう黒衣につば広のとんがり帽──お伽とぎ話ばなしか童話にでも出てくる魔ま女じよそのもの。

　王を弑しい逆ぎやくし国を滅ぼした自分の相棒として、これほど似合う風ふう体ていの者たちもいまい。

「ねーねー何してるの？」

　こちらの笑えみの意味には気付かず、ティ・キが問うてきた。

「月を見ていたんだよ」

「は、そんな柄か？」

　素直に答えると、今度はレイドが茶化ちやかしてくる。

「今日きようくらいはいいだろうさ」

「ああ、まあそうか。確たしかに、そうだな」

　彼も思うところがあるらしい。ユヴィオールの隣となりに立って月を見上げる。

　そうして三人ともしばらく無言でいたが、雅みやびな趣しゆ味みにひとりが我慢できなくなった。

「ところでよぉ」と。恐らくはここへ来た用件を切り出してくる。

「……あいつら、逃がしちまってよかったのか？」

　昼間の戦い──この玉座の間が崩ほう壊かいした時のことだった。

　崩壊の混乱に紛れ、カルブルック＝ティーウェとレキュリィ、それにフォグとキリエの四人が敗走した。殺すつもりであったから、失策といえば失策である。

「追おうと思えば追えたはずだろ」

「そうだよー、私に言ってくれれば追いかけたのにさ」

　レイドとティ・キに、笑って応こたえる。

「確たしかにね。でも構いはしないさ」

　彼らのことは敢あえて捨て置いたのだ。

　実際、無理をする必要はなかった。ユヴィオールはもはや目的を果たしていたし、仮に鬼ごっこをやったとしても彼らとて無能ではない。追い付くか逃げられるか、確かく率りつは半々といったところだったろう。ならば残った輩やからを確実に捕まえておく方が得策だ。

「残されたふたりの方が利用価値があるしね」

　リチャード＝ミル＝ラエと、アルテミシア王女。

　彼らの価値は、力を奪われた人造人間ホムンクルスなどとは比べものにならない。

「しかし、王族ふたり置いて逃げるとは思わなかったぜ。連れていくならそっちだろうに。何だって魂の抜けた子供と死にかけのガキなんか助けようと思ったんだ？　あの爺じいさん」

「考えなしではないと思うよ。カルブルック翁おうは決して無能ではない」

　主への忠誠心が先だって状況判断ができなくなった訳では、恐らくない。それならばキリエと示し合わせたりなどせずひとりでレキュリィだけを連れてさっさと逃げるはずだ。

「理由があるんだろう。王族ではなく『ローレンの雛ひな』を脱出させなければならなかった理由が。……私が彼らを捨て置いたのは、それが何なのか見たかったというのもある」

　或あるいは、反はん撃げきの狼煙のろしを上げる術すべを持っているのかもしれない。

　だとしたら楽しみだ。迎むかえ撃うって叩たたき潰つぶし、完かん膚ぷなきまでに鏖おう殺さつしてやろう。そのくらいの楽しみは今後あった方がいい。何もかも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんでは詰まらない。

「で、あいつらが残して逃げた王族ふたりはどうするんだ？」

「リチャードは近く処刑する」

　老ろう執しつ事じが人造人間ホムンクルスを連れて逃げたのに理由があるのなら、ユヴィオールが追撃せずに王族の確保を優ゆう先せんしたのにも理由がある。

　それは主として、政治的なものだ。

「国王殺しの汚名を着てもらうのさ。王冠を簒さん奪だつしようと兄と姪めいをその手にかけ、おまけに煉れん禁きん術じゆつに手を染めて幻げん獣じゆうたちの群れで匍都ハイトを襲おそった、稀き代たいの大逆人だ」

「は、そいつはぞっとしねえな……だったら、お姫さんは？」

「ラエ王家唯一の生き残り。権力争いの犠ぎ牲せいとなり、王弟の手で長い間幽閉されていた悲ひ劇げきの王女……民衆が好みそうな話だとは思わないかい」

「……公表するのか？」

「ああ、そうさ。前にも話しただろう？」

　ユヴィオールはレイドへと向き直り、両手を広げた。

　玉座を背にし、月を頭上に──笑う。

「私は『完全な存在』となった。だったら、次にやるべきことはたったひとつだ」

「改めて言われると、どうにも実感がなくてね。人造人間ホムンクルスだの転生だのの方は、現実味がなさすぎて逆に何となく受け入れちまったが……こっちは下手へたにそれっぽい分始末が悪い」

　苦笑しながら鼻を搔かくレイドは、それでも楽しそうだ。

「しかし、お前の立てる計画は行き当たりばったりなところがあるくせにとんでもなく緻ち密みつで、正直気味が悪いぜ。あのお姫さんだって、最初は殺そうとしてたろ？　なのに、殺せなかったからじゃあどうするかってことになって計画を書き換えて……今じゃ、生かしておくってのが最初から決まってたみたいにぴったり嵌はまっちまった」

「欲が出てきただけさ。いろいろと上手うまくいったことでね」

　アルテミシアに関してはあれを見なければ意地でも殺していただろう。

『エルザ』──魅み力りよく的てきでおぞましい、煉れん獄ごくの深しん淵えんに触れるような力。

　自分のものにしたいと思った。そう考えた時、すべてが嚙かみ合った。レイドの言葉を借りるなら、ぴったり嵌まったのだ。

「明日あしたから忙しくなるな」

　天を仰ぎ見、ひとりごとのように言った。

「まずは鳥獣王グリフオンの討とう伐ばつだ。民衆に、私たちこそが救国の英雄だと知らしめるために」

　そのために一匹残しておいた。今いま頃ごろあの幻獣は匍都ハイトの上空を飛び回って、適当に市民を恐がらせているだろう。それを適当なところで、ユヴィオールが屠ほふる。街中に放置している龍ドラゴンの死体も同様に、ある程度の期間人々の目に触れさせた後で、自分が倒したことにする。

「それからリチャードの処刑。すべての罪を被かぶってもらう」

　昨今続いていた匍都ハイトの混乱はすべて、かの王弟が裏で糸を引いていた。王属軍に所属していた煉れん術じゆつ師しユヴィオール＝カタシェレティスは彼の陰いん謀ぼうを知ってしまい国家叛はん逆ぎやくの徒という濡ぬれ衣ぎぬを着せられ逃亡生活を余よ儀ぎなくされる。が、国王と王女の暗殺計画に際して決起。暗殺は防げなかったものの王弟を捕らえることに成功した──つまり、そういう筋書きだ。

　そして──、

「救国の英雄は、存在が明らかになった悲劇の王女を娶めとる。『完全な存在』である私が、煉獄の毒気に魅み入いられた姫を花嫁とする。実に面おも白しろい結末じゃないか」

　ユヴィオール＝カタシェレティスは踵きびすを返し、三歩を進んだ。

　そこにあるのは薄うす汚よごれてひび割れ、一部が崩れ落ち野の晒ざらしとなった──この国でたったひとりが背を預けることを許される、尊き座。

　かくして失敗作の人造人間ホムンクルスは、不敵な瞳ひとみに歪いびつな色をたたえ、ついに玉座へと腰を下ろす。

「あは、かっこいいね！」

　ティ・キが嬉うれしそうに笑い、しゃがみ込んでユヴィオールの膝ひざにしなだれかかる。

「似合いだぜ、大将」

　レイドが玉座の横に立ち、血の匂においがする右腕で肩を叩たたいてくる。




　頭上には月、床には瓦が礫れき、傍かたわらに侍はべるのは殺さつ戮りく者しやと魔ま女じよ。

　新しい王は満足げに目を閉じ、足あし許もとに転がっていた王冠を爪つま先さきで蹴け飛とばした。







あとがき




　そんな訳で『煉れん獄ごく姫ひめ』の五巻をお送りしました。

　如何いかがでしたでしょうか。

　いよいよ物語も佳境、いろいろな人やいろいろなことがいろいろと大変なことになっております。正直これどうなっちゃうのとちょっと自分でも思ったり思わなかったりするのですが、作者なので当然最後までの結末は考えております。盛り上がったまま突っ走るつもりですので、どうか最後までお付き合い下さい。

　ちなみに、次が最終刊の予定です。でもあくまで予定ですので、書いてみたけどやっぱあと二冊やりますとかそういうことがもし起きたらすみません。いや、たぶん大丈夫とは思いますが一応。どんなものにでも予よ防ぼう線せんを張れば噓うそつきにならずに済む、それが僕の処世術です。もっとも噓つきになるのを避けて生きても特にいいことはありませんが。




　ところで今回、あらすじやら何やらでおわかりの通り、ドラゴンが出てきます。ドラゴンだけではなくケルベロスだのバジリスクだのグリフォンだのも出てくるのですがまあそれは置いておいてとりあえずドラゴンに限って話をします。

　この原稿の執筆期間中、僕の大好きなゲームであるモンスターハンター、略してモンハンの最新作がリリースされました。有名なゲームなので今更説明するまでもありませんが、様々な武器を使いつつ単身で強大なモンスター──主として竜つまりドラゴンに挑み戦い打ち倒すという、そんな内容のゲームです。協力プレイ？　知りませんそんなもの。

　で、まあ、前巻から既にドラゴンが出ることが決まっておりましたので、僕は「よーしどうせならゲームに出てくるモンスターの動きをドラゴンとの戦せん闘とうシーンに活いかすぞー」などと考えていました。しかしこれがどうにもこうにも難むずかしいというか、ぶっちゃけ「これモンハンじゃん！」って思われるとダメですよね活かしても。

　故に「やっぱ活かさずなるべく描写とか動きがかぶらないように」という感じに百八十度方向転換したのですが、そしたら今度は記き憶おくに焼き付いたリオレウスだのリオレイアだのの動きがフラッシュバックして仕方ないときた。そりゃそうです。何故なぜって僕のシリーズ総プレイ時間は二千時間をゆうに超えている状態なので。もはやドラゴンという生物を想像しただけでゲーム中でのアクションしか思い浮かばなくなるような有様なのです。

　という訳で本書の執筆にはたいへん苦労しました。もう開き直ってモンスターを閃せん光こうで怯ひるませたり罠わなで足止めしたりフォグの武器を剣に変型する斧おのに変えたりしてやろうかと思いましたが思うだけに留とどまり、時々何となくモンハンっぽいかもみたいな描写が見られるけど許してね、という感じにどうにか頑張ったつもりです。でもドラゴンとの戦闘終しゆう盤ばんで出てくるとある攻こう撃げき、あれだけはどうしてもやりたかった。ドラゴンといえばあれをやらなきゃ噓だ。

　何だか余よ談だんではありましたが、その辺も含めつつ楽しんで頂ければと思います。




　最後に、今後の予定です。

　僕の次の本ですが、『煉れん獄ごく姫ひめ』の六巻になるのか『＠ＨＯＭＥ』の三巻になるのかまだ決まっていませんすいません。『煉獄姫』の方はどんなに遅くても今年ことし中じゆうには出ると思いますので、どうかそれまでお待ち下さればと思います。

　同時並行の別シリーズである『＠ＨＯＭＥ』も、読んでないし知らないよそんなもんという方、もし興きよう味みがありましたらそちらも是非よろしくお願ねがいします。同じく電でん撃げき文ぶん庫こから出ていますので。……なんか毎回宣伝してる気がしますが。




　それでは、また次の本か次の巻でお会いしましょう。

　本書を読んでくださいまして、どうもありがとうございました。





藤ふじ原わら 祐ゆう



























藤ふじ原わら 祐ゆう

写真は紫陽花。紫陽花ってけっこう強い毒があるそうで、なのにその辺にわんさか生えているというのは恐いような面白いような、そんな気がします。ちなみに学名を「ハイドランジア」といいます。必殺技みたいでカッコいいぞ。
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相変わらず我が家にやってくるすずめ達。秋は来なかったけど冬になると急に増えます。餌代も馬鹿にならないんですけど……。いつかすずめの恩返しがあるかなと、母と話しながら今日もパンくず撒いてます。










煉れん獄ごく姫ひめ 五ご幕まく








藤ふじ原わら　祐ゆう





電撃文庫





2015年2月26日　発行





ver.002





©2012 YU FUJIWARA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『煉獄姫 五幕』

2012年5月10日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p085.jpg
e e e S e e e

%_:ﬁ

K





item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p117.jpg
o

%mﬁ .,






item/image/cover-h4.jpg





item/image/p071.jpg
.\\ /
. \\

_\4
@/
c,@

N\
N






item/image/p300-301.jpg





item/image/p195.jpg





item/image/p023.jpg
OO0

.,





item/image/p143.jpg





item/image/p149.jpg
OO

¥R ﬁ

A&Eui. iﬁf






item/image/kuchie-002-003.jpg
B

' MBI i





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		序章　百槇の夢



		第一章　瓦解は咆吼とともに



		第二章　宝石の砕ける音がした



		第三章　災禍に獣たちが舞う



		第四章　鹿を撃ち、花を手折れ



		第五章　炎と怨嗟によせて



		第六章　辺獄にて



		第七章　それは主への裏切りを意味する



		第八章　雛たちは血を吐くように



		終章　柩の中の王



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p179.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/p011.jpg
!






item/image/gaiji-u2020.png





item/image/titlepage.jpg
ya8

!

7

'-ﬁ
M

ﬁ) £/
! 9|
&w —— ©!
0 . 3 -
. 7

2|






item/image/kuchie-001.jpg
kaya8

c
<]
2
o
|1
-]
7]
=






item/image/photo.jpg





item/image/p091.jpg
2N






item/image/p010.jpg
TNTIVT="1=7L

HRRT b FAEA RSN 2B E 5 —
T4,

[RIREIC, FIR S R RRFT R 5
SRR Cd b5,

AF=F)—X
TIAIDEDEINDOHEEE S S5 K,
KEMRB MR TTAMET LTS,

v¥a4

Baratt L2 0E]DE E,
FYLLFERR T+7 D[R] TEdH 5,

M) Z5=A—7

VN SRR S ) v
A FAG80 KIR b E AR,

ANT Vo I=F4—"7x
LE 24 Z B,
=V yb="u=31

BEARE —ELICLTT A IOIEE
WDk,

VAF=4—% A
24— )L O] SRR Rk

TJA—=F=LLAA
TEES [ R] .

TNMDHEE THBDAE,
e & ERICL E R AL SRR TR
THREG 1,

)z

TEREET [FRER] DLk,
Tr7EHBEERICT 5. D (5],

2G4 F == VT A A

S EEE BRI,
H soormenrs~musgsec

A W5,
R A—¥%=Enr=FLAY
A ERENIEETHB [ KIEORE VL

C F DI,

NZI ORI BRI R fE 3 5,
YFr—F=3=5x

B [ F e 20U T TR
R waew.

FTA=ARVY Y
V—HLyNIARNE A& DEIED D,
74+ F=94A

A= LD, BE R A7
P,

TAYA=FxY) )l

IREET & POz DR & & AR L 72
BEERIDRE].

S
)
6
Y
6
9
6
9
6
Y
6
Y
6
9
6






item/image/p053.jpg
Sl
¢ L
g S
B
»
V~
,.
13
A ‘i
/
1
1
P.
.r
N .
g Lo/
\ %2
d |
o<
OO0

Bws )

2






item/image/kuchie-008.jpg
62 m,_w!_

_s E%u__..,b »r.,zzrmmh-

@ %.EE %hii Avwl“@)%ﬁ%.ryé

S

00,000000.0000040

o

Designed by Toru Suzuki





item/image/p045.jpg





item/image/p243.jpg
<

SO 2
< SO0

YN %T — L 8






item/image/p249.jpg
S .

_——

——— —— -

—_—————
==






item/image/kuchie-006-007.jpg





